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こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
き
た
市
史
の
資
料
編
各
巻
そ

目
的

し
て
通
史
も
、
市
域
で
展
開
し
た
歴
史
的
事
実
を

豊
富
に
取
り
上
げ
、
裾
野
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
し

か
し
、
ど
う
し
て
も
重
要
な
事
項
、
影
響
の
大
き
か
っ
た
事
件

の
紹
介
に
重
点
を
置
く
た
め
、
市
域
の
全
て
の
地
域
か
ら
の
資

料
を
ま
ん
べ
ん
な
く
収
録
す
る
こ
と
も
、
市
域
の
全
て
の
地
域

に
お
け
る
歴
史
的
経
過
を
記
述
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
ど

の
巻
を
読
ん
で
も
自
分
の
住
む
地
域
の
ゞ
）
と
が
出
て
こ
な
い
と

い
う
不
満
を
抱
か
れ
る
市
民
が
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

市
域
の
ど
こ
で
も
何
ら
か
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
に

Ｉ芯
今
日
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
域
の
全
て
の

刀細
地
域
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
現
状
を
簡

さ榊
潔
に
記
述
す
る
編
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
こ
の

噸
「
裾
野
村
落
誌
」
で
あ
る
。

野裾

裾
野
村
落
誌
編
さ
ん
の
方
針

市
域
の
全
て
の
地
域
を
個
別
に
紹
介
し
よ
う
と
す

単
位

る
際
、
ど
の
単
位
を
基
準
に
す
る
か
と
い
う
問
題

が
生
じ
る
。
現
在
で
言
え
ば
、
裾
野
市
は
東
、
西
、
深
良
、
富

岡
、
須
山
と
い
う
地
区
に
区
分
さ
れ
、
様
々
な
行
政
が
行
わ
れ

て
い
る
。
￥
）
れ
は
市
民
の
多
く
が
な
じ
ん
で
い
る
区
分
で
あ
る
。

こ
の
地
区
は
裾
野
市
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
そ
れ
ま
で
の

村
を
継
承
す
る
も
の
で
、
そ
の
出
発
は
明
治
の
町
村
制
に
あ
る

の
で
、
す
で
に
一
○
○
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
地
域
単
位
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。
特
に
ゞ
）
れ
を
単
位
に
小
中
学
校
の
通
学

区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
民
は
親
し
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
採
用
せ
ず
、
大
字
ご
と
に
記
述
す
る

こ
と
に
し
た
。

大
字
は
、
明
治
の
町
村
制
施
行
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
大
幅

な
町
村
合
併
で
、
合
併
し
た
そ
れ
ま
で
の
村
の
名
が
土
地
名
称

と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
字
は
近
世
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の
支
配
単
位
と
し
て
の
村
を
継
承
し
て
い
る
し
、
大
字
の
名
称

は
中
世
以
来
の
歴
史
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
原
則
と
し
て
大

字
単
位
で
氏
神
が
ま
つ
ら
れ
、
祭
礼
が
行
わ
れ
、
ま
た
共
有
林

が
あ
り
、
用
水
組
織
の
編
成
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
大
字
は
地

域
の
生
活
に
と
っ
て
日
常
的
に
親
し
み
、
ま
た
最
も
関
係
が
深

い
単
位
で
あ
る
。
「
裾
野
村
落
誌
」
は
古
く
か
ら
の
歴
史
を
蓄

積
し
て
い
る
大
字
を
単
位
に
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。
市
域
に

は
全
部
で
二
四
の
大
字
が
あ
る
。

大
字
の
な
か
に
は
い
く
つ
も
の
集
落
が
あ
り
、
集
落
を
基
礎

に
人
々
の
生
活
協
同
組
織
が
あ
り
、
ま
た
各
種
の
行
事
が
行
わ

れ
て
き
た
。
こ
れ
を
ム
ラ
と
も
い
い
、
ま
た
市
域
で
は
し
ば
し

ば
そ
れ
を
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ん
で
き
た
。
〉
｝
こ
で
の
記
述
に

当
た
っ
て
は
ム
ラ
と
か
最
寄
の
存
在
に
注
意
し
た
。
な
お
、
近

年
は
旧
来
の
集
落
と
は
離
れ
て
新
し
い
団
地
が
造
成
さ
れ
、
住

宅
地
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
独
立

し
た
扱
い
と
せ
ず
、
そ
一
｝
が
含
ま
れ
る
大
字
の
な
か
で
紹
介
し
た
。

各
大
字
毎
に
地
理
的
概
要
、
歴
史
、
地
域
社
会
と

構
成

生
活
の
三
部
に
区
分
し
て
記
述
し
た
。
地
理
的
概

要
で
は
、
地
形
と
土
地
利
用
、
集
落
立
地
、
集
落
形
態
な
ど
を
、

現
状
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
歴
史
で
は
、
原
始
・
古
代
以
降
現

代
に
至
る
そ
の
地
域
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
た
。
支
配
・
行

政
の
単
位
、
各
時
代
の
地
域
の
特
徴
、
地
域
の
生
業
な
ど
を
紹

介
し
た
が
、
資
料
の
制
約
を
受
け
、
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な

か
っ
た
大
字
も
多
い
。
な
お
、
現
行
の
字
一
覧
と
字
図
を
掲
載

し
た
が
、
字
図
を
大
字
全
域
で
は
な
く
集
落
部
分
に
限
定
し
た

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
で
伝
統
的
に
使
わ
れ
て
い
る
字
と

市
役
所
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
字
一
覧
お
よ
び
字
図
と
が

一
致
し
な
い
箇
所
も
あ
る
。

地
域
社
会
と
生
活
で
は
、
現
在
の
地
域
の
様
相
を
記
述
し
た
。

現
在
の
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
域
組
織
と
そ
の
活
動
、
最
寄

そ
の
他
の
内
部
区
分
、
氏
神
や
寺
院
そ
の
他
の
信
仰
行
事
、
顕

著
な
石
造
物
の
順
で
紹
介
し
、
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
各
種

の
設
備
、
装
置
を
記
し
た
集
落
図
を
掲
載
し
た
。
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第
一
章
岩
波

へ

､

、

’〉。
．
、

い
わ
な
み

ご
て
ん
ば

岩
波
に
は
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
岩
波
の
駅
が
あ

御
殿
場
境
の
村

り
、
列
車
は
ゞ
三
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
御

殿
場
市
に
入
る
。
裾
野
市
と
御
殿
場
市
の
境
界
に
位
置
す
る
。

御
殿
場
線
岩
波
駅
前
の
商
店
街
に
加
え
て
、
南
北
に
走
る
県
道

ぬ
ま
づ
お
や
ま

沼
津
・
小
山
線
（
旧
国
道
二
四
六
号
）
に
沿
っ
て
商
店
も
で
き
つ

つ
あ
り
、
純
農
村
と
い
う
雰
囲
気
は
少
な
い
。
も
と
も
と
近
世

に
は
戸
数
も
二
○
戸
程
で
あ
っ
た
。

岩
波
は
裾
野
市
の
北
端
に
位
置
し
、
東
西
五
○
○

位
置

燭
、
南
北
約
肩
服
の
広
さ
が
あ
る
。
東
と
北
は

こ
う
や
ま

箱
根
外
輪
山
末
端
の
稜
線
を
境
と
し
て
御
殿
場
市
神
山
と
接
し
、

き
せ

み
し
ゆ
く

ふ
か
ら

し
ん

西
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
御
宿
と
対
し
、
南
は
深
良
用
水
の
新
川

を
境
と
し
て
深
良
と
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
岩
波
は
、
ほ
ぼ
中
央
で
北
西
か
ら
南
東
へ
緩
や

地
利
用
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
北
に
高
く
南
に
低
い
段

差
が
あ
り
、
北
は
台
状
地
形
で
主
と
し
て
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
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南
北
に
通
過
す
る
道
に
沿
っ
て
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
下

段
は
南
へ
傾
斜
す
る
低
地
で
、
黄
瀬
川
か
ら
取
水
し
た
用
水
に

よ
っ
て
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
両
地
区
の
東
側
山
地
は
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
と
雑
木
林
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
に
北
か

ら
流
出
し
て
き
た
富
士
山
の
溶
岩
が
、
ゞ
）
の
地
区
の
北
部
で
滞

留
し
厚
い
岩
盤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
黄
瀬
川
が
深
く
浸
食

し
て
、
黄
瀬
川
随
一
の
見
事
な
峡
谷
を
形
成
し
て
い
る
。
『
駿

河
記
』
に
「
此
地
巌
石
多
く
、
波
の
形
あ
る
故
に
村
名
に
負

う
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
岩
波
の
地
名
も
黄
瀬
川
の
岩
石
が

波
打
つ
よ
う
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

古
く
は
南
北
に
走
る
道
路
に
面
し
て
家
々
が
並
ぶ
、

集
落

街
村
と
表
現
し
て
も
い
い
集
落
形
態
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
多
く
の
家
が
立
ち
並
び
、
山
地
を
除
い
て
は
領
域
全

体
が
住
宅
地
の
様
相
を
示
し
、
か
つ
て
の
集
落
景
観
は
は
っ
き

ひ
が
し
か
い
ど
に
し
か
い
ど

り
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
字
東
海
戸
、
西
海
戸
が
集
落
部

分
で
あ
り
、
そ
の
前
面
に
展
開
す
る
水
田
が
前
ノ
田
で
あ
る
。

１
近
世

岩
波
が
文
字
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
近
世

中
世
の
岩
波

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
中
世
以
前
に
こ
ゞ
）

に
集
落
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
伝
承
に
よ
れ

ば
、
近
世
初
期
に
神
山
村
か
ら
移
住
し
て
き
て
集
落
を
形
成
し

た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
神
山
村
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
は
、

近
世
以
来
神
山
村
山
を
入
会
で
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
示
さ
れ

て
い
る
。

近
世
の
村
近
世
の
村
高
は
、
一
六
四
四
（
正
保
元
）
年
に
作

高
と
支
配
成
命
令
が
で
た
「
正
保
郷
帳
」
の
一
部
と
考
え

ら
れ
る
帳
面
に
よ
れ
ば
、
岩
波
村
は
田
高
四
九
石
九
斗
五
升
、

畑
高
二
五
石
六
斗
六
升
三
合
で
、
計
七
五
石
六
斗
一
升
三
合
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
石
高
は
増
加
し
、
天
明
高
帳
で
は
一
三
九

第
二
節
歴
史
概
要
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石
余
り
と
な
っ
て
い
る
。
検
地
は
一
七
世
紀
初
頭
の
慶
長
年
間
、

一
六
四
八
（
慶
安
元
）
年
お
よ
び
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
小
田

原
藩
に
よ
る
検
地
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。

支
配
領
主
は
、
富
士
山
の
噴
火
被
害
対
策
と
し
て
幕
府
代
官

に
よ
る
直
接
支
配
が
行
わ
れ
た
一
時
期
を
除
く
と
、
一
六
三
二

（
寛
永
九
）
年
か
ら
明
治
維
新
ま
で
小
田
原
藩
領
で
あ
っ
た
。
最

初
は
稲
葉
氏
で
あ
り
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
以
降
は
大
久
保

氏
で
あ
る
。

一
七
世
紀
初
頭
の
検
地
で
は
、
屋
敷
数
が
七

戸
数
と
寺
社

筆
と
な
っ
て
お
り
、
家
数
も
わ
ず
か
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
の
「
岩
波
村
明
細
帳
」

（
「
市
史
』
三
‐
五
○
号
）
に
よ
れ
ば
、
二
四
軒
で
、
そ
の
う
ち
一

軒
が
名
主
、
二
軒
が
組
頭
、
一
三
軒
が
百
姓
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
加
え
て
八
軒
の
借
屋
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
の
「
岩
波
村
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
村
高
は
一
三
九
石
二
斗
二
合
で
、
面
積
は
一
五
町
七
反

あ
か
ぱ
ね

七
畝
で
あ
っ
た
。
ま
た
神
山
村
赤
羽
根
に
畑
七
反
二
畝
一
六
歩
『

に
し
は
ら

深
良
村
西
原
に
田
畑
一
町
二
反
九
畝
二
四
歩
の
飛
び
地
が
あ
っ

た
と
記
し
て
い
る
。
宮
は
二
社
と
し
て
、
八
幡
と
駒
形
が
一
社

で
、
他
に
山
之
神
が
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
（
岩
波
森
林
組
合
所

蔵
「
駿
州
駿
東
郡
岩
波
村
差
出
帳
」
）
。
寺
院
は
明
確
に
は
記
さ
れ

写真3-1駒形八幡神社

493



第1章岩 波

２
近
現
代

明
治
以
降
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
行
政
所
属
は
、
大
区
小

の
行
政
区
制
に
よ
っ
て
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
は
第

一
大
区
三
小
区
に
属
し
た
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
大
区
は

い
し
わ
き

沼
津
、
小
区
は
石
脇
村
に
役
所
を
置
い
た
。
一
八
八
四
（
明
治

さ
の

十
七
）
年
に
佐
野
村
外
一
二
か
村
が
合
併
さ
れ
、
役
場
は
佐
野

に
置
か
れ
た
（
『
駿
東
郡
深
良
村
誌
』
）
。

ふ
か

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
二
月
に
深
良
村
と
合
併
し
、
深

な
み浪

村
と
な
っ
た
。
旧
来
の
岩
波
は
大
字
と
な
っ
た
。
そ
の
年
の

十
二
月
に
深
浪
村
会
は
深
浪
村
を
深
良
村
と
改
称
す
る
こ
と
を

決
議
し
請
願
し
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
六
月
に
な
っ

て
村
名
改
称
が
認
め
ら
れ
た
（
『
駿
東
郡
深
良
村
誌
』
）
。
そ
の
後

だ
い
き
ゆ
う
あ
ん

て
い
な
い
が
、
禅
宗
の
大
久
庵
が
除
地
五
斗
六
升
を
認
め
ら
れ

て
お
り
、
大
久
庵
が
岩
波
村
内
に
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
お
、
「
駿
河
記
』
は
岩
波
に
当
山
派
の
修
験
宝
蔵
院
が
あ
る

と
記
し
て
い
る
。

深
良
村
時
代
が
長
く
続
き
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
九
月

に
い
た
っ
て
裾
野
町
に
合
併
し
、
大
字
岩
波
は
そ
の
一
部
と
な

っ
た
。

深
良
村
の
中
で
は
本
来
大
字
深
良
と
対
等
な

深
良
と
岩
波

存
在
の
岩
波
で
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
深

良
と
岩
波
で
は
面
積
も
戸
数
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
深
良

地
区
で
は
、
一
つ
の
集
落
を
基
礎
と
す
る
生
活
生
産
の
共
同
単

位
を
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ぶ
が
、
岩
波
は
深
良
の
中
の
一
つ
の

最
寄
に
相
当
す
る
位
置
づ
け
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
八

九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
の
「
深
良
村
村
内
取
締
同
盟
規
約
害
」

あ
ま
だ
う
え
あ
ま
だ
し
た

で
は
、
深
良
村
を
天
田
上
、
天
田
下
そ
し
て
岩
波
の
三
つ
に
区

分
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
○
四
（
明
治
三
十
七
）
年
の
「
深
良
村

改
革
規
定
」
で
は
、
深
良
村
常
設
委
員
一
○
名
の
う
ち
岩
波
は

一
名
で
あ
っ
た
。
残
り
九
名
は
深
良
の
各
最
寄
か
ら
出
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
大
字
岩
波
は
最
寄
と
同
じ
扱
い
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

人
口

に
よ
れ
ば
、
家
持
二
二
戸
、
社
二
座
、
人
口
一
二

七
人
（
男
六
六
人
、
女
六
一
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
二

四
六
世
帯
、
四
三
三
人
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
に
は
三

八
五
世
帯
、
一
二
三
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

く
れ

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
岩
波
は
深
良
、
久
根
と

学
校
こ
う
ぜ
ん
じ

共
に
一
学
区
を
構
成
し
、
深
良
村
の
興
禅
寺
に
仮

さ
い
あ
ん
じ

か
ん
し
ん
し
や

教
場
を
設
け
た
。
そ
の
翌
年
西
安
寺
に
移
転
し
、
貫
信
舎
と
い

う
校
名
を
掲
げ
た
。
町
村
制
実
施
に
伴
い
、
岩
波
は
深
良
と
一

学
区
を
作
り
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
十
一
月
に
深
良
尋

常
小
学
校
と
な
っ
た
（
深
良
支
所
所
蔵
「
駿
東
郡
深
良
村
沿
革

茎
恥
」
）
Ｏ

現
在
の
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
は
は
じ
め
東
海
道
線
で
あ

岩
波
駅

っ
た
が
、
東
海
道
線
の
開
通
に
伴
っ
て
、
岩
波
に

信
号
所
が
設
置
さ
れ
、
列
車
の
上
下
線
の
行
き
違
い
の
待
避
所

と
な
っ
た
。
戦
時
中
の
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
頃
か
ら
信
号

所
の
駅
昇
格
の
陳
情
を
鉄
道
省
に
行
い
、
一
九
四
四
年
に
な
っ

て
岩
波
駅
が
設
置
開
設
さ
れ
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年

に
電
車
運
転
と
な
る
ま
で
岩
波
駅
は
ス
イ
ッ
チ
琴
ハ
ッ
ク
の
駅
と

し
て
知
ら
れ
た
。
戦
後
、
駅
周
辺
に
商
店
や
住
宅
が
で
き
、
市

街
地
化
が
進
ん
だ
。

農
村
か
ら
も
と
も
と
ほ
ぼ
純
粋
な
農
村
で
あ
っ
た
が
、
御

住
宅
地
へ
殿
場
線
の
岩
波
駅
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

小
規
模
な
が
ら
駅
周
辺
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
住
宅

地
も
増
加
し
、
現
在
で
は
市
街
地
の
様
相
を
深
め
て
い
る
。

五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
結
果
に
よ

る
と
、
一
九
六
○
年
の
岩
波
の
総
世
帯
数
は
一
三
○
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
農
家
は
三
六
戸
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

世
帯
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
逆
に
農
家
数
は
減
少
し
た
。

一
九
七
○
年
に
は
総
世
帯
数
一
五
六
、
農
家
数
は
三
○
と
な
っ

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

495



第1章岩 波

図表3－2岩波の字

西
海
戸

東
中

海島

戸

前
ノ

月

小

田

鍋

田 下
ノ
田

下
ノ
田中中

田田

図表3 3岩波の字一覧

小鍋田(コナベダ）

下ノ田（シモノタ）

下ノ田山(シモノタヤマ）

中島(ナカジマ）

中田(ナカダ）

四海戸(ニシカイド）

西原(ニシハラ）

東海戸（ヒカシカイド）

前ノ田(マエノタ）
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た
。
そ
れ
か
ら
二
○
年
後
の
一
九
九
○
年
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

に
よ
れ
ば
、
岩
波
の
総
戸
数
は
三
六
三
戸
で
、
農
家
は
二
一
戸

と
な
っ
て
い
る
。
農
家
の
率
は
わ
ず
か
に
六
軒
セ
ま
で
低
下
し
、

い
ま
や
農
村
と
は
い
え
な
い
地
域
で
あ
る
。

岩
波
は
一
つ
の
区
で
あ
り
、
区
長
以
下
の

区
と
内
部
組
織

役
職
者
が
い
る
。
岩
波
は
か
つ
て
は
小
さ

い
区
で
あ
っ
た
が
、
今
や
世
帯
数
が
四
○
○
を
越
え
る
。
岩
波

全
体
を
代
表
す
る
の
は
区
長
で
、
一
人
で
あ
る
。
区
長
の
下
に

副
区
長
が
二
人
、
会
計
が
一
人
で
あ
る
。
ゞ
）
の
三
役
の
ほ
か
に
、

各
組
か
ら
組
長
一
人
、
会
計
監
査
役
が
二
人
、
相
談
役
・
顧
問

が
合
わ
せ
て
一
○
人
前
後
い
る
。
そ
の
他
の
役
職
と
し
て
、
公

民
館
活
動
推
進
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
、
婦
人
会
支
部

の
支
部
長
・
副
支
部
長
、
体
育
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
、

子
供
育
成
会
の
会
長
・
副
会
長
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
神
社
総
代
四
人
が
い
る
。

区
の
内
部
組
織
と
し
て
は
組
が
あ
る
。
組
は
一
九
四
五
年
当

時
は
わ
ず
か
に
四
組
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
五
年
に
岩
波
駅
の

岩
波
の
氏
神
で
、
岩
波
の
領
域
の
南
端
部

駒
形
八
幡
神
社

に
鎮
座
し
て
い
る
。
一
八
三
七
（
天
保
八
）

年
の
「
岩
波
村
差
出
帳
」
に
も
駒
形
社
と
八
幡
社
は
一
社
と
記

東
側
に
五
組
、
西
側
に
六
組
と
七
組
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
以

降
も
住
宅
地
化
が
進
み
、
一
九
七
五
年
に
は
一
五
組
、
そ
し
て

一
九
九
九
年
に
は
二
一
組
と
な
っ
た
。

岩
波
は
近
世
の
村
で
あ
り
、
明
治
町
村
制
下
で
は
一
つ
の
大

字
と
し
て
存
在
し
、
現
在
は
独
立
し
た
区
と
な
っ
て
い
る
が
、

か
っ
て
の
町
村
制
下
の
深
良
村
の
伝
統
は
存
続
し
、
今
で
も
深

良
地
区
の
一
区
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
深
良
地
区
区
長
会
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
の
「
裾
野
市
岩
波
区
規
約
」
に
よ

共
有
財
産

れ
ぱ
、
区
の
資
産
管
理
の
対
象
と
し
て
公
民

館
・
駒
形
八
幡
神
社
・
不
動
尊
・
薬
師
堂
等
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
岩
波
森
林
組
合
が
管
理
し
て
い
る
神
山
・
岩
波
共
同
の

共
有
林
が
箱
根
山
に
、
岩
波
独
自
の
共
有
地
が
字
東
海
戸
に
あ

る
。
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図表3‐4岩波の集落
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第3節地域社会と生活

し
て
い
る
。
明
治
年
間
に
作
成
さ
れ
た
「
神
社
明
細
帳
」
で
も

村
社
と
し
て
八
幡
神
社
と
駒
形
神
社
を
並
列
し
て
記
載
し
、
一

社
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
一
六
七
一

（
寛
文
十
一
）
年
の
創
立
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す

写真3 2岩波嚇子

れ
ぱ
、
深
良
用
水
の
完
成
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
関
連
性
が
注

目
さ
れ
る
。

神
社
の
運
営
は
四
人
の
神
社
総
代
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
秋

の
例
大
祭
は
十
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
が
、
現
在
は
そ
の
前
後

の
日
曜
日
を
あ
て
て
い
る
。
祭
り
に
は
、
子
ど
も
の
奉
納
相
撲

や
子
ど
も
御
輿
の
巡
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
○
○
○
年

現
在
で
は
、
岩
波
公
民
館
で
コ
ミ
ュ
’
一
テ
ィ
祭
り
も
同
時
開
催

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
元
旦
祭
・
風
祭
・
風
納
め

な
ど
も
行
わ
れ
る
。

す
や
ま

に
ば
ん
ま
つ

な
お
岩
波
に
は
、
市
内
で
ほ
か
に
須
山
・
御
宿
・
二
本
松
の

み
で
行
わ
れ
て
い
る
シ
ャ
ギ
リ
（
卿
子
）
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

曲
目
ま
、
、

Ｉ
Ｉ
カ
ク
フ
・
ニ
ア
ガ
リ
・
マ
ツ
寺
ハ
ヤ
、
〉
・
オ
ッ
カ
ケ
・

ミ
ャ
コ
。
ハ
ャ
シ
・
オ
サ
メ
な
ど
が
あ
り
、
区
の
主
催
の
夏
祭
り

や
秋
祭
り
の
ほ
か
一
○
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
吉
田
さ
ん
の
祭

り
に
奏
さ
れ
る
。集

落
部
分
の
中
央
部
に
あ
り
、
内
部
に
は
薬
師
如

薬
師
堂

来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
阿
弥
陀
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い
わ
か
み

岩
神
橋
の
岩
波
の
北
端
に
な
る
岩
神
橋
の
近
く
に
六
基
の

石
塔
類
石
塔
が
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。
馬
頭
観
音
一
基
、

庚
申
塔
二
基
そ
し
て
順
礼
供
養
塔
三
基
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

一
六
七
○
（
寛
文
十
）
年
の
順
礼
供
養
塔
は
市
域
で
も
古
い
も
の

に
属
し
、
し
か
も
建
立
時
期
が
深
良
用
水
の
完
成
時
期
で
あ
り

如
来
立
像
、
地
蔵
菩
薩
座
像
が
安
置
さ
れ
、
毎
月
十
二
日
に
は

念
仏
講
が
あ
る
。
現
在
は
老
人
憩
い
の
家
と
な
っ
て
い
る
が
、

薬
師
堂
で
あ
る
〉
｝
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
こ
の
堂
は
大
久
庵
と

い
う
寺
が
幕
末
か
明
治
初
年
に
火
災
に
遭
っ
た
た
め
、
本
尊
の

薬
師
三
尊
像
を
持
ち
出
し
て
ま
つ
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

岩
波
区
公
民
館
の
脇
に
不
動
堂
が
あ
る
。
昔
、
上

不
動
堂

野
（
現
群
馬
県
）
の
願
人
坊
主
が
こ
こ
ま
で
来
て
行

き
倒
れ
に
な
っ
た
。
そ
の
背
負
っ
て
い
た
厨
子
に
納
め
ら
れ
て

い
た
の
が
不
動
だ
っ
た
と
い
う
。
毎
月
二
十
八
日
に
は
不
動
の

念
仏
講
が
あ
り
、
大
祭
は
二
月
二
十
八
日
と
九
月
二
十
八
日
の

二
回
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
。
銘
文
が
摩
滅
し
て
い
て
読
め
な
い
部
分
が
あ
る

が
、
四
、
五
名
の
女
性
の
名
前
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
七

一
三
（
正
徳
三
）
年
の
順
礼
供
養
塔
は
、
坂
東
秩
父
及
び
横
道
の

順
礼
供
養
塔
で
あ
る
。
秩
父
と
坂
東
は
男
性
の
名
前
の
み
が
刻

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
横
道
に
は
九
名
の
女
性
の
名
前
が

あ
り
、
横
道
順
礼
の
性
格
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
で
も
数
少
な
い
風
穴
の
一
つ
が
、
岩
波
地

岩
波
風
穴

区
に
あ
る
。
三
つ
の
空
洞
が
結
合
し
て
で
き
た

も
の
で
、
溶
岩
棚
は
富
士
山
溶
岩
洞
窟
の
中
で
も
屈
指
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
風
穴
は
、
市
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い

る
。
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図表3－5深良の位置

診一、
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０
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１
１
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０
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○
６
１
１

、

第
一
節
地
理
的
概
要

第
二
章
深
良

１
ｔ
、

、
Ｄ
ｆ
５
０

／
一

一

I

、

、

I （／
・
ゞ

）

広
く
日
本
全
体
で
は
箱
根
用
水
と
い
う
名

深
良
用
水
の
村

前
で
知
ら
れ
て
い
る
用
水
は
、
地
元
で
は

ふ
か
ら

あ
し
の
こ

深
良
用
水
と
い
う
。
芦
ノ
湖
の
水
が
箱
根
の
外
輪
山
を
潜
っ
て

外
に
出
て
き
た
所
が
深
良
で
あ
る
。
開
削
発
起
人
の
深
良
村
名

お
お
ば
げ
ん
の
じ
よ
う

主
大
庭
源
之
丞
と
い
う
名
前
と
共
に
、
深
良
用
水
の
名
前
は
永

遠
に
残
る
。
そ
の
深
良
用
水
は
、
山
間
部
を
自
然
の
谷
を
利
用し

ん

し
て
流
れ
、
深
良
の
平
地
を
見
通
せ
る
場
所
ま
で
来
る
と
、
新

川
と
呼
ば
れ
る
人
工
の
用
水
路
で
深
良
の
北
端
を
山
裾
に
沿
つ

き
せ

て
西
に
流
れ
、
黄
瀬
川
に
落
ち
る
。
平
地
に
は
水
田
が
広
が
り
、

集
落
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
す
る
。

深
良
は
裾
野
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
南
北

位
置
と
概
況

が
約
三
膳
樫
東
西
が
約
六
・
一
育
脹
ほ
ど
と
、

す
や
ま

面
積
は
市
域
の
中
で
須
山
に
次
い
で
広
い
・

み
く
に

東
は
、
箱
根
外
輪
山
の
海
抜
二
○
一
・
五
屑
の
三
国
山
と
、

》
」
脈
し
町
ソ

湖
尻
峠
の
北
に
位
置
す
る
海
抜
一
○
一
八
例
の
明
神
ヶ
岳
頂
部
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あ
し
が
ら
し
も

と
を
結
ぶ
稜
線
で
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
と
接
し
、
北

ご
て
ん
ぱ
こ
う
や
ま

い
わ
な
み

く
ね

は
御
殿
場
市
神
山
と
裾
野
市
岩
波
、
南
は
久
根
、
西
は
黄
瀬
川

み
し
ゆ
く

ぬ
ま
づ
お
や
ま

い
し
わ
き

を
境
と
し
て
御
宿
及
び
県
道
沼
津
・
小
山
線
に
沿
っ
て
石
脇
と

そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
る
。
範
域
の
東
側
半
分
は
山
地
が
占
め
、

西
半
分
が
平
地
で
水
田
と
し
て
開
発
さ
れ
、
集
落
を
点
在
さ
せ

て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
北
か
ら
南
へ
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い

る
。

西
部
を
南
北
に
国
道
二
四
六
号
が
走
り
、
近
年
は
ま
す
ま
す

交
通
量
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
中
央
部
を
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
が
通

っ
て
い
る
が
、
通
過
す
る
の
み
で
、
駅
は
な
い
。
ま
た
一
般
に

農
免
道
路
と
呼
ば
れ
る
道
が
山
麓
部
を
南
北
に
通
り
、
国
道
二

四
六
号
の
バ
イ
パ
ス
の
役
割
を
果
た
し
、
主
と
し
て
地
元
の
人

た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

地
形
と
土
深
良
の
東
部
は
箱
根
外
輪
山
の
西
側
斜
面
で
、

地
利
用
深
良
全
体
の
六
分
の
五
と
広
い
面
積
を
占
め
て

い
ず
み

い
る
。
北
か
ら
深
良
川
、
泉
川
の
ほ
か
い
く
つ
も
の
樹
枝
状
の

沢
谷
が
入
り
込
ん
で
い
る
が
、
沢
谷
は
い
ず
れ
も
浅
い
。
稜
線

か
ら
西
南
に
延
び
た
放
射
状
の
尾
根
稜
部
は
、
丸
味
を
帯
び
て

な
だ
ら
か
で
あ
る
。
海
抜
八
○
○
腕
付
近
ま
で
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

ー
キ
の
植
林
地
帯
と
な
っ
て
い
る
が
、
稜
線
部
は
落
葉
の
低
潅
木

と
サ
サ
が
混
生
し
て
い
る
。
尾
根
末
端
は
一
部
開
墾
さ
れ
て
畑

地
と
な
っ
て
い
る
。

深
良
川
及
び
泉
川
と
そ
の
支
流
の
谷
に
は
、
沢
水
を
利
用
し

た
水
田
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
泉
川
は
、
箱
根
外
輪
山
と
の
間

に
奥
行
き
約
二
時
服
の
狭
長
な
谷
を
形
成
し
、
入
口
部
は
水
田
、

そ
の
奥
部
は
段
状
の
畑
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
一
三
に
裾

野
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

み
な
み
ほ
り

泉
川
が
山
間
か
ら
出
た
地
点
に
南
堀
の
集
落
が
成
立
し
て
い

る
。
南
堀
よ
り
南
は
、
箱
根
山
麓
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜

し
た
地
形
に
棚
田
状
の
水
田
が
開
け
て
い
る
が
、
泉
川
は
こ
の

ま
ち
だ

地
区
を
浸
食
し
て
南
流
し
、
町
田
の
東
端
で
山
麓
の
裾
部
を
穿

っ
て
久
根
へ
流
出
し
て
い
る
。

深
良
川
は
湖
尻
峠
の
西
下
、
海
抜
七
○
○
脳
付
近
に
源
流
が

あ
る
が
、
全
体
的
に
水
量
は
少
な
い
。
海
抜
二
八
○
肝
附
近
の
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ま
ざ
か
じ
り

じ
よ
』
フ
た
ん

馬
坂
尻
あ
た
り
で
、
谷
が
や
や
開
け
、
こ
こ
よ
り
上
丹
の
一
部

は
ら

と
原
の
南
端
ま
で
、
扇
状
地
形
に
似
た
沖
積
地
を
形
成
し
、
水

田
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箱
根
山
麓
側
に
は
原
の
集
落
が
成
立

し
て
い
る
。

ふ
る
か
わ
せ
ぎ

芦
ノ
湖
か
ら
の
水
を
合
わ
せ
た
か
っ
て
の
深
良
川
は
古
川
堰

で
新
川
を
分
岐
し
た
た
め
『
古
川
と
名
称
を
変
え
、
現
在
は
一

般
的
に
は
古
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
古
川
は
原
の
西
側
で
沖
積

地
を
浸
食
し
て
渓
谷
状
と
な
り
、
蛇
行
し
な
が
ら
谷
を
深
く
穿

き
り
く
ぼ

っ
て
南
流
し
、
切
久
保
で
富
士
山
溶
岩
流
の
上
に
出
て
浅
く
な

る
が
、
切
久
保
か
ら
ま
た
沢
谷
状
と
な
っ
て
南
西
に
向
か
い
、

え
ん
ど
う
は
ら

お
お
が
ら
ざ
わ

遠
道
原
地
先
で
黄
瀬
川
の
分
流
大
柄
沢
に
合
流
し
て
い
る
。

ふ
か
ら
し
ん
で
ん
う
え
は
ら

わ
い
ち
わ

上
丹
・
深
良
新
田
・
上
原
・
切
久
保
・
遠
道
原
・
和
市
（
和

だ
い
ち
ぱ

ゆ
る
ぎ
は
し

田
・
市
場
）
、
町
田
・
震
橋
の
各
集
落
の
基
盤
は
富
士
川
溶
岩

流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
溶
岩
の
流
出
堆
積
の
時
期
に
形
成
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
舌
状
の
台
状
地
形
が
、
北
か
ら
南
へ
向
か
っ

て
連
続
し
、
こ
の
地
形
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
溶
岩
が
露
出
し
て

い
る
。
溶
岩
の
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
、
ン
イ
・
ク
ス
の
常

緑
樹
や
落
葉
喬
木
の
ケ
ヤ
キ
の
生
い
茂
っ
た
原
景
観
を
思
わ
せ

る
と
こ
ろ
や
、
薪
炭
材
料
と
な
る
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
の
植
え
ら
れ

た
里
山
的
な
と
こ
ろ
の
ほ
か
、
寺
院
の
境
内
、
墓
地
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
集
落
の
ほ
と
ん
ど
は
、
溶
岩
地
帯
に
成
立
し

て
い
る
。
こ
れ
は
作
物
の
栽
培
に
不
適
切
な
た
め
、
集
落
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
戸
は
岩
盤
で
掘
る
こ
と
は
出

来
ず
、
飲
料
水
を
始
め
と
す
る
生
活
用
水
の
確
保
が
問
題
で
あ

っ
た
。
溶
岩
の
露
出
し
て
い
な
い
と
一
）
ろ
は
、
富
士
山
の
噴
出

物
、
土
石
流
の
砂
礫
、
岩
屑
な
ど
が
堆
積
し
、
表
土
は
腐
植
土

が
形
成
さ
れ
、
現
在
、
良
好
な
水
田
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
黄
瀬
川
に
沿
っ
た
地
域
で
は
、
川
に
平
行
し
て
、
一
部
浸

食
崖
と
氾
濫
原
が
形
成
さ
れ
、
河
原
石
が
帯
状
に
堆
積
し
、
字

な
か
じ
ま

中
島
は
中
州
と
な
っ
て
い
る
。

深
良
は
そ
の
範
域
が
広
く
、
そ
の
な
か
に
い
く
つ

集
落

も
の
集
落
が
あ
り
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
集
落
景

観
を
形
成
し
て
い
な
い
。
深
良
で
は
集
落
を
単
位
に
、
モ
ョ
リ

（
最
寄
）
と
呼
ば
れ
る
社
会
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
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に
は
地
形
に
規
制
さ
れ
て
屋
敷
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な

屋
敷
で
は
屋
敷
林
で
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
屋
敷
の
境
に
は
の
づ

ら
石
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
置
く
程
度
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
緑

の
少
な
い
集
落
景
観
と
な
っ
て
い
る
。
一
部
に
は
直
線
状
の
道

路
に
沿
っ
て
両
側
に
屋
敷
が
並
ぶ
姿
も
見
え
る
。

す
が
ま

深
良
で
も
っ
と
も
北
に
位
置
す
る
集
落
は
須
釜
で
あ
り
、
そ

の
南
側
に
原
が
あ
る
。
須
釜
と
原
の
西
側
に
は
上
丹
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
地
形
に
規
制
さ
れ
な
が
ら
個
別
の
屋
敷
を
構
え
て
集

落
を
形
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
黄
瀬
川

に
近
い
所
に
道
路
に
沿
っ
て
家
左
が
並
ぶ
深
良
新
田
は
整
然
と

し
て
お
り
、
計
画
的
に
屋
敷
割
が
行
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

上
原
は
舌
状
に
張
り
出
し
た
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、

深
良
川
（
古
川
）
が
深
良
の
範
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
斜
め
に
横
切

っ
て
い
る
。
深
良
川
の
南
側
に
は
切
久
保
、
そ
し
て
切
久
保
と

連
続
し
て
い
る
南
側
の
和
田
と
市
場
、
和
田
の
東
側
の
山
麓
部

に
立
地
す
る
南
堀
、
市
場
の
西
側
の
遠
道
原
と
比
較
的
大
き
な

集
落
が
あ
る
。
深
良
の
南
端
部
は
町
田
で
あ
る
。
ま
た
西
南
部

に
は
震
橋
が
あ
る
。

近
年
は
新
し
い
家
が
増
加
し
、
ま
た
団
地
も
で
き
て
き
て
い

ぶ
た
い

や
な
ぎ
ぱ
た

る
。
住
宅
団
地
と
し
て
は
舞
台
団
地
、
柳
端
団
地
（
石
脇
地
籍
）
、

上
原
団
地
の
三
つ
が
一
九
六
○
年
代
末
か
ら
七
○
年
代
初
め
に

写真3－3深良の景観
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１
中
世
以
前

縄
文
遺
物
が
出
土
深
良
に
は
、
い
つ
頃
、
人
が
住
み
始
め

し
た
城
ケ
尾
遺
跡
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
三
○
（
昭
和
五
）

い
ず
み

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
静
岡
県
史
』
第
一
輯
に
よ
る
と
、
泉
村
の

北
に
接
し
た
と
こ
ろ
で
、
火
山
灰
に
埋
没
し
た
ス
ギ
の
切
株
を

探
し
て
い
た
と
ゞ
｝
ろ
、
地
下
数
十
修
崎
の
と
こ
ろ
か
ら
、
厚
手

の
土
器
と
磨
製
石
斧
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
は
数
千
年
前
の
縄
文
式
土
器
と
石
器
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

か
け
て
造
成
さ
れ
た
。
ま
た
泉
川
上
流
部
に
裾
野
工
業
団
地
が

造
成
さ
れ
、
一
九
八
九
年
に
竣
工
し
、
そ
の
後
多
く
の
工
場
が

建
設
さ
れ
た
。
他
方
、
西
部
の
国
道
二
四
六
号
や
県
道
沼
津
・

小
山
線
に
沿
っ
て
商
店
や
事
業
所
も
で
き
て
、
景
観
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

第
二
節
歴
史
概
要

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
静
岡
県
立
沼
津
中
学
校
（
現
沼
津
東

高
）
歴
史
科
が
『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
第
一
輯
に
発
表
し
た
遺

跡
・
遺
物
一
覧
表
に
よ
る
と
、
深
良
南
堀
、
同
町
内
か
ら
土
器

の
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
載
せ
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
明

ら
か
で
な
い
。

じ
よ
う
が
お

一
九
九
二
年
、
深
良
城
ヶ
尾
に
市
立
深
良
中
学
校
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
は
中
世
の
大
森
氏
の
城
跡
で
あ
る

と
い
う
伝
承
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
が
採
集
さ
れ
て
い

た
た
め
、
事
前
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
約
一
万
年

以
上
前
の
刺
突
具
の
穂
先
で
あ
る
尖
頭
器
や
、
約
九
○
○
○
年

前
の
縄
文
時
代
早
期
土
器
、
同
じ
く
五
○
○
○
年
前
の
中
期
土

器
の
ほ
か
、
打
製
石
斧
へ
石
匙
、
石
皿
、
磨
石
、
石
鍍
な
ど
の

石
器
が
出
土
し
、
住
居
趾
や
焼
土
な
ど
も
検
出
さ
れ
、
少
な
く

と
も
約
一
万
年
以
上
前
か
ら
深
良
に
は
、
人
々
が
生
活
し
て
い

た
ゞ
｝
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
ま
た
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に

か
け
て
作
ら
れ
た
土
師
器
や
須
恵
器
も
出
土
し
、
さ
ら
に
城
ヶ

尾
平
坦
地
南
部
分
か
ら
空
堀
と
土
塁
吐
が
検
出
さ
れ
て
、
中
世
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大
森
氏
の
居
館
趾
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

｜
線
に
並
城
ヶ
尾
の
ほ
か
、
北
か
ら
カ
ラ
ゥ
ト
、
中
島
、

ぶ
遣
跡
群
酎
朧
部
、
権
勢
、
町
田
に
は
、
素
焼
の
土
器
片

が
散
布
し
て
お
り
、
ゞ
）
の
土
器
片
は
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
土
師

器
で
、
こ
の
頃
か
ら
再
び
人
々
が
住
み
始
め
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
〉
）
の
な
か
で
中
島
で
は
甕
形
土
器
の
完
形
品
が
出
土
し

て
い
る
。
ま
た
原
の
南
端
の
御
屋
敷
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

低
径
九
・
八
届
、
高
さ
一
・
五
版
の
卵
形
の
盛
土
が
あ
り
、
頂
部

に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
○
年
版
の
『
静
岡
県

史
』
で
は
古
墳
で
あ
る
と
し
、
こ
の
北
東
二
七
脚
の
と
こ
ろ
に
、

も
う
一
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
古
墳
と
す
れ
ば
、

七
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
古
城
趾
を
研
究
調
査
を
し
て

い
れ
い
ま
さ
お

い
た
伊
禮
正
雄
に
よ
る
と
、
御
屋
敷
は
か
つ
て
の
大
森
氏
の
居

館
跡
で
あ
っ
て
、
こ
の
卵
形
の
盛
土
が
そ
の
残
っ
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

住
居
趾
が
出
土
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
、
上
原
で
市

し
た
上
原
遺
跡
道
一
七
号
御
宿
深
良
線
の
建
設
工
事
中
、

地
表
下
五
○
’
七
○
修
崎
の
と
こ
ろ
か
ら
土
器
が
出
土
し
た
。

緊
急
調
査
の
結
果
、
側
壁
に
粘
土
で
築
い
た
カ
マ
ド
の
あ
る
方

形
の
竪
穴
住
居
趾
六
軒
が
検
出
さ
れ
、
な
か
に
は
一
辺
が
七
腕

も
あ
る
大
き
な
住
居
趾
も
あ
り
、
遺
物
の
大
半
は
こ
の
住
居
趾

か
ら
出
土
し
た
。
遺
物
は
九
世
紀
の
須
恵
器
と
土
師
器
の
坏
、

甕
、
高
坏
で
、
土
師
器
坏
に
は
「
十
、
十
こ
と
い
う
墨
字
の

、
う
え
の
は
ら

あ
る
墨
書
土
器
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
上
原
遺
跡
は
、
裾

あ
し
が
ら

野
市
中
央
部
を
南
北
に
通
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
官
道
足
柄

路
に
関
連
す
る
集
落
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
ぜ
ん
じ

大
森
氏
に
関
わ
る
深
興
禅
寺
の
東
側
で
、
一
五
世
紀
頃
の

良
陣
山
・
堀
ノ
内
古
瀬
戸
（
愛
知
県
）
美
濃
窯
産
の
天
目

茶
碗
が
出
土
し
て
い
る
。
天
目
茶
碗
は
本
来
中
国
か
ら
の
輸
入

品
で
あ
っ
た
が
、
僧
侶
の
間
で
の
喫
茶
の
流
行
か
ら
需
要
が
高

ま
り
、
一
四
世
紀
以
降
は
瀬
戸
や
美
濃
で
大
量
に
生
産
さ
れ
日

常
の
雑
器
と
し
て
普
及
し
た
。
出
土
地
点
の
字
南
堀
は
中
世
の

豪
族
大
森
氏
の
居
館
跡
で
あ
っ
た
と
い
う
堀
ノ
内
に
隣
接
す
る

の
で
、
こ
の
天
目
茶
碗
は
大
森
氏
時
代
の
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
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’ う
。
興
禅
寺
裏
山
の
陣
山
頂
部
の
方
四
○
脳
の
平
坦
部
に
は
、

東
側
に
高
さ
二
腕
の
土
塁
阯
が
あ
り
、
頂
部
を
囲
ん
で
帯
状
の

平
場
が
連
続
し
て
い
る
の
で
、
大
森
氏
に
関
す
る
城
館
跡
で
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

畦

写真3－4深良陣山・堀ノ内

大
森
氏
の
支
大
森
氏
は
、
一
一
九
三
（
建
久
四
）
年
、
『
曾

か
ず
ら
や
ま

配
と
大
森
郷
我
物
語
』
巻
八
に
出
て
く
る
大
森
・
葛
山
と

い
う
の
が
初
見
で
あ
り
、
「
大
森
・
葛
山
系
図
」
に
よ
る
と
、

藤
原
氏
一
族
の
親
家
が
深
良
を
中
心
と
す
る
大
森
郷
を
所
領
と

し
て
土
着
し
、
大
森
氏
を
称
し
た
と
あ
る
。
こ
の
大
森
郷
に
現

在
の
深
良
の
地
域
が
含
ま
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の

範
囲
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
大
森
氏
は
鎌

倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
り
、
一
族
は
北
駿
に
勢
力
を
拡
大
し
て

え
ん
か
く
じ

い
る
。
鎌
倉
の
円
覚
寺
文
書
に
よ
る
と
、
一
三
○
七
（
徳
治
二
）

ほ
う
じ
よ
う
と
き
む
ね

お
お
も
り
う
え
も
ん
に
ゆ
う
ど
う

年
、
北
条
時
宗
の
忌
日
の
勤
務
に
大
森
右
衛
門
入
道
の
名
が
あ

ほ
う
じ
ょ
う
さ
だ
と
き

り
、
一
三
二
三
（
元
亨
三
）
年
、
北
条
貞
時
一
三
回
忌
供
養
に
は
、

同
人
が
銀
飾
り
の
太
刀
と
栗
毛
の
馬
を
供
え
て
い
る
。

一
四
一
六
（
応
永
二
十
三
）
年
、
大
森
郷
の
人
々
を
驚
か
す
事

ぜ
ん
し
ゆ
う

件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
事
件
は
、
世
に
言
う
禅
秀
の
乱
で

あ
し
か
が
も
ち
う
じ

』
う
え

あ
る
。
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
は
、
か
ね
て
不
仲
の
関
東
管
領
上

す
ぎ
う
じ
の
り

杉
氏
憲
（
禅
秀
）
の
不
意
打
ち
に
合
い
、
か
ろ
う
じ
て
鎌
倉
を
脱

く
つ
と
』
っ
し
よ
、
う
じ
つ

出
し
箱
根
神
社
別
当
証
実
を
頼
っ
た
。
証
実
は
大
森
郷
の
領
主

5()7



第2章深 良

お
お
も
り
よ
り
は
る

大
森
頼
春
の
弟
で
あ
る
。
持
氏
は
証
実
の
案
内
で
大
森
氏
の
館

に
入
り
、
更
に
駿
府
の
今
川
氏
の
も
と
に
逃
れ
た
。
乱
後
大
森

氏
は
持
氏
を
援
護
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
持
氏
に
敵
対
し
た
相

模
の
土
肥
、
土
屋
氏
の
跡
地
を
与
え
ら
れ
、
本
拠
を
小
田
原
に

う
じ
よ
り

さ
い
あ
ん
じ

移
し
た
。
そ
の
後
、
頼
春
の
子
氏
頼
が
興
禅
寺
や
西
安
寺
の
開

基
と
な
っ
て
寺
を
建
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
森
郷
は
大
森

氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
せ
な
が
う
じ

一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
、
伊
勢
長
氏
は
不
意
に
小
田
原
を
攻

撃
し
て
大
森
氏
を
追
放
し
、
こ
れ
に
よ
り
大
森
氏
は
没
落
し
た
。

さ
れ

『
駿
河
記
』
巻
三
四
の
深
良
の
項
で
は
、
没
落
し
た
大
森
氏
（
実

よ
り頼

）
は
、
西
安
寺
に
住
ん
だ
と
あ
る
。

大
森
郷
の
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
一

六
世
紀
後
半
に
は
葛
山
氏
の
支
配
に
あ
り
、
葛
山
氏
後
退
の
後

は
北
条
氏
の
支
配
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
八
九
（
天

正
十
七
）
年
、
小
田
原
攻
め
に
足
柄
路
を
北
上
し
た
徳
川
方
は
、

大
森
・
深
良
に
七
箇
条
定
書
を
公
布
し
、
深
良
郷
の
年
貢
勘
定

を
行
っ
て
い
る
。

２
近
世

支
配
領
主
一
五
九
○
（
天
正
十
八
）
年
の
後
北
条
氏
滅
亡
後
、

の
変
遷
市
域
は
基
本
的
に
駿
河
府
中
に
配
置
さ
れ
た
中な

か

む
ら
か
ず
う
じ

村
一
氏
の
領
地
と
な
っ
た
。
深
良
村
も
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
深
良
に
は
そ
れ
を
示
す
資
料
は
残
っ
て
い
な

い
。
一
六
○
○
（
慶
長
五
）
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
中
村
氏
は

す
ん
と
う

転
封
と
な
り
、
駿
東
の
そ
の
跡
は
徳
川
譜
代
の
大
久
保
氏
（
沼

や
』
呉
ノ
》
」
〃
、
ド
レ

津
藩
）
、
天
野
氏
（
興
国
寺
藩
）
と
な
っ
た
が
、
ど
ち
ら
が
深
良
の

領
主
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
ゞ
｝
の
二
藩
の
時
期
は
短
く
、

一
時
は
駿
府
徳
川
藩
の
支
配
地
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
世
初
頭
に
は
め
ま
ぐ
る
し
く
領
主
が
交
替
す
る

が
、
深
良
の
支
配
領
主
は
明
ら
か
で
な
い
。

み
く
り
や

一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
に
小
田
原
藩
稲
葉
氏
に
駿
東
郡
御
厨

領
が
与
え
ら
れ
、
深
良
も
小
田
原
藩
の
領
地
と
な
っ
た
。
そ
の

後
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
に
小
田
原
藩
稲
葉
氏
か
ら
分
家
し
て

三
○
○
○
石
の
旗
本
と
な
っ
た
稲
葉
氏
の
領
地
と
な
り
、
歴
代
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引
き
継
が
れ
幕
末
を
迎
え
た
。
旗
本
稲
葉
氏
の
駿
河
で
の
領
地

は
深
良
村
以
外
に
は
久
根
村
な
ど
わ
ず
か
で
あ
り
、
最
大
規
模

の
村
で
あ
っ
た
深
良
村
に
陣
屋
が
置
か
れ
た
。

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
す
る
と
、
各
地
で
検

検
地
と
村
高

地
を
行
っ
た
。
深
良
も
含
め
て
市
域
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
資
料
の
中
に
は
初

期
の
検
地
帳
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
深
良
村
の
現
在
残
さ
れ
て

い
る
最
も
古
い
検
地
帳
は
、
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
最
初
の
検
地
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
六
四
四
（
正
保
元
）
年
に
幕
府
は
全
国
の
村
高
を
記
載
し
た
郷

帳
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
深
良
村
は
村
高
九
三

○
石
五
斗
九
升
、
他
に
興
禅
寺
領
一
四
石
五
斗
、
西
安
寺
領
一

○
石
六
斗
が
あ
っ
た
。
こ
の
村
高
は
『
駿
河
記
』
の
深
良
村
の

項
に
「
寛
永
改
高
九
百
三
拾
石
五
斗
九
升
外
高
拾
四
石
五
斗

興
禅
寺
領
高
拾
石
六
斗
西
安
寺
領
」
と
あ
る
数
字
と
一
致
す

る
の
で
、
恐
ら
く
寛
永
年
間
の
検
地
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

検
地
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
一
六
七
七
年
の
検
地
で
は
深
良
村

は
一
四
九
八
石
余
り
で
、
こ
の
石
高
が
幕
末
ま
で
村
高
と
し
て

維
持
さ
れ
た
。
内
訳
は
、
田
方
が
九
一
町
歩
余
、
畑
が
五
八
町

歩
余
と
、
田
が
多
い
・

戸
数
・
人
口
近
世
前
期
の
戸
数
や
人
口
を
示
す
資
料
は
な

お
よ
び
寺
社
い
。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
「
村
差
出
、
ン

明
細
帳
写
」
に
よ
れ
ば
、
家
数
二
三
八
で
、
内
訳
は
本
百
姓
一

五
五
、
無
田
が
八
三
で
あ
っ
た
。
ゞ
）
の
な
か
に
は
名
主
二
、
組

頭
六
、
神
主
一
、
修
験
一
が
含
ま
れ
て
い
た
。
人
口
が
二
○

五
人
で
あ
っ
た
。

し
よ
、
フ

深
良
の
寺
院
は
禅
宗
興
禅
寺
、
浄
土
宗
西
安
寺
『
浄
土
宗
松

じ
ゆ
い
ん

も
ん
み
よ
う
じ

さ
い
ふ
く

寿
院
、
禅
宗
文
明
寺
、
同
定
泉
寺
、
同
養
福
寺
、
浄
土
宗
西
福

じ

寺
の
七
か
寺
を
数
え
た
。
そ
の
ほ
か
に
観
音
堂
が
二
、
庚
申
堂

と
地
蔵
堂
が
各
一
あ
っ
た
。
ま
た
修
験
の
当
山
派
日
光
院
が
あ

っ
た
。
宮
は
弁
才
天
な
ど
三
○
に
上
っ
た
が
、
明
細
帳
は
六
社

の
み
社
名
を
掲
げ
、
残
り
は
単
に
「
免
地
・
氏
子
等
も
無
之
少

社
二
御
座
候
」
と
し
て
い
る
。
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一
七
世
紀
後
半
の
一
六
七
○
（
寛
文
十
）
年
に
、

用
水
の
開
削

箱
根
の
外
輪
山
を
掘
り
抜
い
て
芦
ノ
湖
の
水

を
深
良
側
に
出
す
大
工
事
が
完
成
し
、
次
い
で
そ
の
水
を
い
っ

た
ん
黄
瀬
川
に
流
し
こ
む
た
め
の
新
川
が
一
六
七
一
（
寛
文
十

一
）
年
に
完
成
し
た
。
〉
）
の
工
事
の
計
画
を
立
て
た
の
は
深
良

村
名
主
大
庭
源
之
丞
で
あ
り
、
共
に
尽
力
し
た
の
は
江
戸
浅
草

と
も
の
よ
え
も
ん

に
住
ん
で
い
た
町
人
友
野
与
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
が

な
が
は
ま
は
ん
ぺ
え
は
し
も
と

中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
資
金
を
出
資
す
る
長
浜
半
兵
衛
、
橋
本

さ
ん
に
ゆ
う

山
入
な
ど
数
名
の
江
戸
町
人
が
い
た
。
彼
ら
は
元
締
と
呼
ば
れ
、

用
水
工
事
完
了
後
は
用
水
受
益
地
域
に
住
み
、
用
水
の
恩
恵
に

浴
す
る
百
姓
た
ち
か
ら
上
穀
米
を
納
め
さ
せ
、
出
資
額
の
回
収

を
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
予
想
し
た
ほ
ど
の
耕
地
の
増
加

や
」

は
見
ら
れ
ず
、
一
六
八
九
（
元
禄
二
）
年
に
は
幕
府
領
の
代
官
小

な
が
や
か
ん
ざ
え
も
ん

長
谷
勘
左
衛
門
に
よ
っ
て
用
水
管
理
権
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
元

締
た
ち
は
撤
退
し
た
。

用
水
の
開
削
に
努
力
し
た
名
主
の
大
庭
家
は
享
保

事
件

期
に
金
銭
問
題
で
沼
津
の
商
人
か
ら
訴
え
ら
れ
、

そ
れ
以
降
村
政
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
（
『
市
史
』
三
‐
九
七
号
）
。

一
七
六
六
（
明
和
三
）
年
に
は
名
主
の
助
左
衛
門
が
諸
事
不
埒
、

私
欲
横
領
を
理
由
に
百
姓
惣
代
か
ら
訴
え
ら
れ
る
と
い
う
村
方

騒
動
が
起
こ
り
、
翌
年
に
は
村
役
人
が
残
ら
ず
退
役
し
、
組
頭

写真3‐5新川

510



第2節 歴史概要

３
近
現
代

行
政
単
位
明
治
維
新
以
降
も
旧
来
の
深
良
村
を
維
持
し
、

の
変
遷
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）

年
に
は
第
一
大
区
三
小
区
に
属
し
た
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年

に
大
区
は
沼
津
、
小
区
は
石
脇
村
に
役
所
を
置
い
た
。
一
八
八

さ
の

四
（
明
治
十
七
）
年
に
佐
野
村
外
一
二
か
村
が
合
併
さ
れ
、
役
場

は
佐
野
に
置
か
れ
た
（
「
駿
東
郡
深
良
村
誌
』
）
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
二
月
に
、
町
村
制
の
前
提
と
し

て
の
全
国
的
な
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
深
良
村
も
岩
波
村
と
合

ふ
か
な
み

併
し
、
深
浪
村
と
な
っ
た
。
旧
来
の
深
良
は
大
字
と
な
っ
た
。

そ
の
年
の
十
二
月
に
深
浪
村
会
は
深
浪
村
を
深
良
村
と
改
称
す

る
こ
と
を
決
議
し
請
願
し
た
と
〉
｝
ろ
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十

四
）
年
六
月
に
な
っ
て
村
名
改
称
が
認
め
ら
れ
た
（
『
駿
東
郡
深
良

村
誌
』
）
。
そ
の
後
深
良
村
時
代
が
長
く
続
き
、
一
九
五
六
（
昭

を
選
挙
（
入
札
）
で
選
ぶ
〉
）
と
に
し
た
（
「
市
史
』
三
‐
一
○
○
、
一

○
一
号
）
。

和
三
十
一
）
年
九
月
に
い
た
っ
て
裾
野
町
に
合
併
し
、
大
字
深

良
は
そ
の
一
部
と
な
っ
た
。
裾
野
町
で
は
、
行
政
上
の
便
宜
の

た
め
そ
の
年
の
十
月
十
日
に
区
を
設
置
し
た
が
、
大
字
深
良
の

ち
よ
単
フ
し
ん

範
域
は
町
震
、
南
堀
、
和
市
、
遠
道
原
、
切
久
保
、
上
原
、
原
、

じ
よ
う
す

上
須
、
新
田
の
九
区
に
分
け
て
把
握
し
た
。

戸
数
と
人
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

口
の
変
遷
査
」
に
よ
れ
ば
、
深
良
村
は
家
持
一
西
五
戸
、

社
四
座
、
寺
四
軒
、
人
口
は
男
六
三
○
人
、
女
六
○
三
人
の
計

一
、
二
三
三
人
で
あ
っ
た
。
職
分
は
僧
八
、
医
術
一
で
、
ほ
か

は
す
べ
て
農
で
あ
る
。
明
治
町
村
制
の
深
良
村
成
立
後
は
、
大

字
単
位
の
統
計
資
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
戸
数
そ
の
他
の
数

字
は
不
明
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
深
良
、
久
根
、
岩
波
で

学
校

一
つ
の
学
区
と
し
て
興
禅
寺
に
仮
校
舎
を
設
け
た
。

か
ん
し
ん
し
や

翌
年
に
西
安
寺
に
校
舎
を
移
し
て
、
名
称
を
貫
信
舎
と
し
た
。

「
深
良
村
戸
長
事
務
引
継
演
説
害
」
（
『
市
史
」
四
‐
一
五
二
号
）
に

よ
れ
ば
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
当
時
そ
こ
に
通
学
す
る
深

『ーTT
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良
の
生
徒
は
男
子
七
○
名
、
女
子
一
○
名
で
あ
っ
た
。
一
八
八

さ
の
は
ら

六
（
明
治
十
九
）
年
の
学
区
統
合
に
よ
っ
て
佐
野
原
小
学
校
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
町
村
制
の
深
良
村
の
成
立
に
と
も
な
い
一
八

八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
深
良
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
一
八

九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
五
月
に
小
学
校
令
に
基
づ
く
深
良
村
立

深
良
尋
常
小
学
校
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
）
年
に
は
高
等
科

が
設
置
さ
れ
、
深
良
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
し
た
。
一
九
○

八
（
明
治
四
十
一
）
年
に
は
尋
常
科
の
修
業
年
限
が
六
年
に
延
長

さ
れ
、
高
等
科
は
廃
止
さ
れ
て
、
深
良
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
現
在
の
深
良
小
学
校
の
出
発
と
な
っ
た
。

深
良
は
、
基
本
的
に
農
業
を
生
業
と
し
て
き
た
地

産
業

域
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
の
深
良
の
み
の
様
相

は
わ
か
ら
な
い
が
、
岩
波
を
含
め
た
町
村
制
の
深
良
村
と
し
て

は
、
田
が
二
七
町
六
反
五
畝
、
畑
が
五
九
町
四
反
六
畝
で
、

水
田
中
心
の
農
村
で
あ
っ
た
。
当
時
の
戸
数
は
三
一
二
で
、
農

業
が
二
六
七
戸
、
商
業
が
一
三
戸
、
工
業
が
二
七
戸
、
そ
の
他

が
五
戸
と
な
っ
て
い
た
（
『
駿
東
郡
深
良
村
誌
』
）
。
圧
倒
的
に
農

家
で
あ
っ
た
。
な
お
、
岩
波
の
戸
数
は
こ
の
う
ち
の
二
○
戸
程

と
思
わ
れ
る
。

深
良
用
水
は
基
本
的
に
農
業
用
水
と
し
て
使

深
良
発
電
所

用
さ
れ
て
き
た
が
、
激
し
く
し
か
も
安
定
し

て
流
れ
る
流
水
を
発
電
に
利
用
す
る
と
い
う
考
え
が
明
治
中
期

に
出
て
き
た
。
早
く
も
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
に
、
東
京

に
住
む
平
松
与
一
郎
た
ち
と
用
水
の
井
組
と
の
間
で
電
気
事
業

契
約
書
が
締
結
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
実
現
し
な

か
っ
た
。
そ
の
次
に
深
良
用
水
に
注
目
し
た
の
が
、
東
京
水
力

さ
か
さ
が
わ

電
気
株
式
会
社
で
、
逆
川
事
件
の
最
終
判
決
が
出
て
解
決
し
た

後
に
、
井
組
と
契
約
を
交
わ
し
た
。
し
か
し
直
ぐ
に
は
実
現
に

至
ら
ず
、
権
利
は
東
京
電
灯
株
式
会
社
に
譲
ら
れ
た
。
こ
の
会

社
が
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
再
契
約
を
結
び
、
本
腰
を
入
れ

て
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
深
良
川
第
一
発
電
所
、
同
第
二
発

電
所
が
竣
工
し
、
翌
年
に
は
第
三
発
電
所
が
完
成
し
た
。
そ
の

後
権
利
は
二
転
三
転
し
、
戦
後
の
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年

に
東
京
電
力
の
発
電
所
に
な
っ
た
。
そ
の
経
営
は
一
九
八
一
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第3節地域社会と生活

（
昭
和
五
十
六
）
年
に
姫
川
電
力
株
式
会
社
に
、
さ
ら
に
東
京
発

電
株
式
会
社
に
引
き
継
が
れ
た
。
生
産
さ
れ
た
電
力
は
東
電
に

売
ら
れ
、
主
と
し
て
裾
野
周
辺
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

寺認

錘罵釦鐸熟』

写真3 6深良川第三発電所

第
二
次
大
戦
後
の
深
良
の
農
業
は
、
「
農
業

農
業
の
変
化

セ
ン
サ
ス
」
の
調
査
結
果
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
は
農
業
集
落
を
認
定
し
、
そ
れ

を
単
位
に
調
査
し
集
計
し
て
い
る
が
、
深
良
に
つ
い
て
は
震
橋
、

ま
ち
だ
し
た
ま
ち
だ
う
え

う
え
は
ら

町
田
下
、
町
田
上
、
南
堀
、
和
市
、
遠
道
原
、
切
久
保
、
上
原

し
も
う
え
は
ら
か
み

し
ん
で
ん
し
も
し
ん
で
ん
か
み
ま
え
の

下
、
上
原
上
、
原
、
上
丹
、
須
釜
、
新
田
下
、
新
田
上
、
前
ノ

は
ら原

、
原
の
一
六
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
最
寄
を
ほ
ぼ
農
業
集

落
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
セ
ン
サ
ス
の
結
果
に
よ
る
と
、
一
九
六
○
（
昭
和
三
十

五
）
年
に
は
深
良
全
体
の
家
数
は
四
二
七
戸
で
、
そ
の
う
ち
農

家
は
三
三
六
戸
で
あ
っ
た
。
農
家
が
七
九
粁
セ
占
め
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
三
○
年
後
の
一
九
九
○
年
に
は
総
戸
数
が
一
七
八
○

戸
と
四
倍
に
増
加
し
た
の
に
対
し
、
農
家
は
逆
に
二
四
六
戸
に

減
少
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
率
は
一
四
軒
セ
ま
で
低
下
し

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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田

図表3－6深良の字函 『
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三王前(サンノウマエ）

猪堀上(シシポリウエ）

猪堀下(シシポリシタ）

猪渡戸(シシワタリド）

四反田(シタンダ）

IILI反I1I東(シタンタ÷ヒカシ）

清水前(シミズマエ）

下穴口（シモアナグチ）

下谷戸(シモタト）

下原(シモハラ）

下原山(シモハラヤマ）

蛇ケ洞(ジャガホラ）

社口前(シャグチマエ）

蛇喰(ジャバミ）

蛇喰洞(ジャバミホラ）

城ケ尾(ジニリウガオ）

城ケ尾山(ジョウカオヤマ）

常孝屋敷(ショウコウヤシキ）

上丹(ジョウタン）

汁垂(シルタレ）

陳ケ畑(ジンカバタ）

新地(シンチ）

新地向(シンチムカイ）

新地山田（シンチヤマダ）

新道下(シンミチシタ）

須釜(スガマ）

図作小谷(ズサゴヤ）

鈴原(スズハラ）

裾畑(スソバタケ）

裾畑山(スソバタヤマ）

角田(スミダ）

駿河戸(スルガド）

堰口(セキグチ）

浅間山田(センケンヤマダ）

善当(ゼントウ）

外釜(ソトカマ）

祖文離比良(ソフリヒラ）

大六天(ダイロクテン）

高田(タカダ）

高塚(タカツカ）

高天ケ原(タカマカハラ）

竹ノ後(タケノウシロ）

辰沢(タツサワ）

窪田尻(クポタジリ）

窪田台(クポタダイ）

窪田洞(クポタホラ）

窪畑(クボバタケ）

熊洞(クマポラ）

恋地原(コイチバラ）

恋地向(コイチムカイ）

香柿畑(コウガキバタケ）

御座木(ゴザギ）

御座木山(ゴザギャマ）

小沢(コザワ）

五反田（ゴタンダ）

五反田東(ゴタンタ．ヒガシ）

小中山(コナカヤマ）

小林(コバヤシ）

小林山(コバヤシヤマ）

小日陰(コヒカケ）

小日陰上(コヒカケウエ）

小谷卜（コヤト）

小谷戸山(コヤトヤマ）

コヤノ入(コヤノイリ）

小屋場(コヤバ）

コン野上(コンノウエ）

権平荒句(ゴンベイアラク）

権保洞(ゴンポポラ）

サイカチ渡戸(サイカチワタリド）

饗ノ神(サイノカミ）

境塚(サカイヅカ）

境ノ前(サカイノマエ）

境ノ前東(サカイノマエヒ力．シ）

笹塚(ササヅカ）

笹ノ日向(ササノヒナタ）

佐野堰(サノセギ）

猿ケ谷(サルガヤ）

猿ケ谷津(サルガヤト）

沢入(サワイリ）

沢入日蔭(サワイリヒカゲ）

沢入日向(サワイリヒナタ）

沢下(サワシタ）

山庄田(サンショウダ）

山庄田東(サンショウダヒガシ）

三反庄(サンタンショウ）

三反田(サンタンダ）
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図表3－7深良の字一覧

’
赤子前(アカゴマエ）

穴口下(アナグチシタ）

天田(アマダ）

池久保(イケクポ）

池下(イケシタ）

池ノH1 (イケノタ）

石原佃(イシハラダ）

石原畑(イシハラバタ）

石休場(イシヤスミバ）

市場(イチバ）

市場下(イチバシタ）

市場東(イチバヒカシ）

犬ケ尾(イヌカオ）

猪ノ久保(イノクボ）

猯ノ子洞(イノコボラ）

入コンノ（イリコンノ）

入海免(イリュウメン）

岩水(イワミズ）

上ノ原(ウエノハラ）

上原(ウエハラ）

上原東(ウエハラヒカシ）

上山(ウエヤマ）

丑ケ洞(ウシカホラ）

姥ケ沢(ウバカザワ）

江ノ油(エノウラ）

榎木田(エノキダ）

榎洞(エノキポラ）

遠道原(エンドウハラ）

円道原(エンドウハラ）

円道原上(エンドウハラウエ）

大石洞(オオイシポラ）

扇間(オオギマ）

大コン野(オオコンノ）

大坂追IH(オオサカオイタ・シ）

大突入(オオヅキイリ）

大荷道場(オオニドウバ）

大比羅(オオビラ）

大平台(オオヒラダイ）

大比羅平(オオヒラタ．イラ）

尾崎(オサキ）

追越(オツコシ）

乙女淵(オトメガフチ）

大平(オピラ）

帰(カエリ）

帰り山(カエリヤマ）

柿ノ木小谷(カキノキコ畿ヤ）

柿木田(カキノキダ）

柿木畑(カキノキバタ）

崩上(カケウエ）

樫木坂(カシノキザカ）

鍛治屋敷(カジヤシキ）

柏木尾根(カシヮギオネ）

柏木田（カシワギダ）

金11 1前(カナヤママエ）

釜ノ尻(カマノシリ）

釜ノ尻下(カマノシリシタ）

釜ノ尻東(カマノシリヒガシ）

釜場(カマバ）

神小谷下(カミゴヤシタ）

神小谷Ⅱ蔭(カミゴヤヒカケ）

神小谷| 1向(カミゴヤヒナタ）

上段(カミダン）

神llM尾(カミナルオ）

萱場(カヤバ）

カラウト（カラウト）

カラウ |､西(カラウトニシ）

カラウト東(カラウトヒガシ）

荊込(カリゴメ）

狩又(カリマタ）

川窪(カワクボ）

川窪通(カワクポドオリ）

カンパ沢(カンバサワ）

北川(キタガワ）

狐原(キツネバラ）

木ノ根坂(キノネザカ）

切久保(キリクポ）

切久保下(キリクポシタ）

切窪東(キリクポヒガシ）

下り畑(クダリバタケ）

踏形(クツガタ）

久保入(クポイリ）

窪m(クポタ）
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堀ノ内(ホリノウチ）

堀ノ内前(ホリノウチマエ）

前ノ田(マエノタ）

前田上(マエノタウエ）

馬坂(マザカ）

馬坂尻(マザカジリ）

町田(マチダ）

松尾(マツオ）

松葉(マツバ）

松山(マツヤマ）

墹ノ上(ママノウエ）

墹ノ上前(ママノウエマエ）

丸山(マルヤマ）

三ツ沢（ミツザワ）

南堀（ミナミホリ）

南堀下（ミナミホリシタ）

南堀東（ミナミホリヒガシ）

宮下（ミヤシタ）

宮ノ後（ミヤノウシロ）

宮ノ後仏供免（ミヤノウシロブツクメン）

宮ノ前（ミヤノマエ）

宮別当（ミヤベットウ）

宮別当山（ミヤベットウヤマ）

茗ケ沢（ミョウガサワ）

明正（ミョウショウ）

明神ケ嶽（ミョウジンガタケ）

明神下(ミョウジンシタ）

向田(ムカイダ）

向田上(ムカイダウエ）

向田東(ムカイタ÷ヒガシ）

向畑(ムカイバタケ）

狢尾(ムジナオ）

桃木畑(モモノキバタケ）

守木(モリキ）

守谷(モリヤ）

焼入(ヤケイリ）

ヤッヵブ(ヤッヵブ）

谷卜（ヤト）

谷戸入(ヤトイリ）

谷戸入山(ヤトイリヤーマ）

谷戸111(ヤトヤマ）

山犬洞(ヤマイヌポラ）

山神前(ヤマカミマエ）

山口上(ヤマグチウエ）

lLI口下(ヤマグチシタ）

山下(ヤマシタ）

山下入(ヤマシタイリ）

山田(ヤマダ）

山梨(ヤマナシ）

山ノ上(ヤマノウエ）

lll"(ヤマバシ）

震橋(ユルギバシ）

養福寺前(ヨウフクジマエ）

横坂谷(ヨコザカダニ）

横田(ヨコタ）

和H1(ワダ）

和田上(ワダウエ）

和田林(ワダバヤシ）

和田山(ワダヤマ）

閲ノ上(ワラピノウエ）
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辰ノロ（タツノクチ）

堅尾根洞(タテオネボラ）

堅I｣.I(タテヤマ）

竪山下(タテヤマシタ）

段畑(ダンバタケ）

長田(チョウダ）

月米(ツキヨネ）

辻(ツジ）

ツツナゴ(ツツナゴ）

ツツナゴ日蔭(ツツナゴヒカゲ）

ツツナゴ渡場(ツツナゴワタリ（）

角烏(ツノト リ）

角烏山(ツノ ト リヤマ）

寺田(テラダ）

天神ケ窪(テンジンガクポ）

天ﾈ' | 'ケ窪東(テンジンガクボヒカ÷シ）

天神ケ下(テンジンカ．シダ）

天神前(テンジンマエ）

伝七洞(デンヒチポラ）

樋口（トイグチ）

樋津辺（トイツベ）

樋津辺上（トイツベウエ）

樋洞（トイポラ）

道孝木（ドウコウキ）

道城平（ドウジョウダイラ）

ドウトウ（ドウト トウ）

堂ノ前（ドウノマエ）

ドット．（ドッド）

鳥居|Ⅱ（ト リイダ）

中沢(ナカザヮ）

中島(ナカジマ）

中島畑(ナカジマバタ）

中坪(ナカツポ）

中畑(ナカバタ）

! '言'畑山(ナカバタヤマ）

中洞下(ナカポラシタ）

流田(ナガレダ）

梨木平(ナシキダイラ）

'鳴沢(ナルサワ）

西久保田(ニシクボタ）

西四反田(ニシシタンダ）

西原(ニシハラ）

西原台(ニシハラダイ）

二重段洞(ニジュウダンボラ）

二反町(ニタンマチ）

ニツチ(ニツチ）

子ノネ}|I(ネノガミ）

子ノネ''1山(ネノガミヤマ）

念仏畑(ネンブツバタ）

野添(ノゾエ）

野田(ノダ）

箱根辻(ハコネツジ）

ハコ子辻(ハコネツジ）

橋上(ハシウエ）

肱鉾山(ハタポコヤマ）

鉢打場(ハチウチバ）

八幡前(ハチマンマエ）

林(ハヤシ）

原(ハラ）

東神成尾(ヒガシカミナルオ）

ピシ免(ピシメン）

| |向小谷（ヒナタゴヤ）

| |向塚(ヒナタヅカ）

| I向|｣I（ヒナタヤマ）

平石（ヒライシ）

平石｢'（ヒライシグチ）

平土(ヒラド）

ピワクピ(ピワクピ）

深良ケ嶽(フカラカ．タケ）

吹上(フキアケ）

吹上山(フキアケヤマ）

フグリ塚(フグリヅカ）

群台(ブタイ）

二瀬畑(フタセバタ）

ニツ塚(フタツヅカ）

ニツ塚下(フタツヅカシタ）

淵ノ上(フチノウエ）

仏供免(ブツクメン）

降旧（フリダ）

豊後(ブンゴ）

ヘキ石(ヘキイシ）

法ノ木ケ尾(ホウノキガオ）

細尾上(ホソオウエ）

細尾'三l蔭(ホソオヒカケ）

llI畑山(ホ､ノバタケヤマ）

堀切(ホリギリ）
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農
家
の
専
業
・
兼
業
別
描
成
を
み
る
と
、
一
九
六
○
年
に
既

に
兼
業
に
重
点
を
置
い
た
第
二
種
兼
業
農
家
が
二
二
戸
で
、

農
家
の
六
三
粁
セ
を
占
め
て
い
た
。
農
業
を
し
つ
つ
兼
業
に
も

従
事
し
て
い
る
第
一
種
兼
業
農
家
は
九
六
戸
で
、
二
九
評
セ
で

あ
っ
た
。
も
は
や
専
業
農
家
は
一
○
粁
セ
に
満
た
な
か
っ
た
。

一
九
九
○
年
に
は
興
味
深
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第
一

種
兼
業
農
家
が
わ
ず
か
七
戸
に
な
り
、
圧
倒
的
に
第
二
種
兼
業

農
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
一
種
兼
業
農
家
の
減
少
率

は
九
三
瀞
セ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
専
業
に
踏
み
と
ど
ま
っ

て
い
る
農
家
が
一
六
戸
あ
り
、
そ
の
減
少
率
は
四
五
軒
セ
で
あ

る
。
深
良
は
、
第
二
種
兼
業
農
家
と
し
て
主
要
な
働
き
手
が
農

業
以
外
に
働
き
に
出
て
、
そ
の
収
入
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る

家
と
農
業
を
専
業
と
す
る
家
に
大
き
く
二
分
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

た
。
住
宅
団
地
が
で
き
た
上
原
や
新
田
で
は
農
家
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
耕
地
は
水
田
が
多
く
、
畑
は
少
な

l‘，
○

天
田
上
と
南
北
に
長
い
地
域
に
い
く
つ
も
の
集
落
を
散
在

天
田
下
さ
せ
て
い
る
深
良
に
は
、
特
に
大
規
模
な
中
心

集
落
は
な
い
。
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
集
落
を
基
礎
に
最
寄
が
あ
り
、

各
最
寄
を
単
位
に
生
活
や
生
産
の
共
同
が
見
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
深
良
全
体
が
一
つ
の
村
落
と
し
て
存
在
し
て
き
た
と
は
言

え
な
い
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
深
良
全
体
を
統
一
す
る
氏

神
が
近
世
以
来
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

深
良
を
二
分
し
て
把
握
し
た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
ま
だ
う
え
あ
ま
だ
し
た

多
い
。
そ
れ
を
天
田
上
、
天
田
下
と
い
う
。
こ
の
区
分
は
、
深

良
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
古
川
（
深
良
川
）
に
架
か
る
天
田
橋
が
境
と

な
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
二
区
分
は
す
で
に
近
世
に
存
在
し
、
名
主

以
下
の
村
役
人
も
二
組
で
あ
っ
た
。
昔
か
ら
対
抗
し
た
り
、
競

争
す
る
関
係
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
町
村
制
の
も
と
で
成
立
し
た
深
良
村
（
深
浪
村
）
も
こ
の

二
区
分
を
採
用
し
た
。
そ
れ
に
大
字
岩
波
を
加
え
て
、
深
良
村

を
大
き
く
三
区
分
と
し
た
。
’
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
の

「
深
良
村
村
内
取
締
同
盟
規
約
書
」
は
そ
の
第
一
条
で
「
本
村
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ヲ
三
分
、
ン
（
壱
部
天
田
上
、
壱
部
天
田
下
、
壱
部
大
字
岩
波
）
各
壱

部
二
正
副
取
締
各
壱
名
宛
ヲ
置
キ
、
三
部
ヲ
左
ノ
拾
区
一
一
小
分

、
ン
一
区
一
一
各
一
名
宛
ノ
世
話
係
リ
ヲ
置
ク
」
と
規
定
し
て
、
現

在
と
同
じ
よ
う
に
天
田
上
、
天
田
下
に
配
属
さ
れ
る
最
寄
を
示

簔簔妻

写真3－7天田橋

し
て
い
る
。

深
良
村
は
、
ゞ
｝
の
天
田
上
と
天
田
下
の
境
に
な
る
天
田
橋
の

北
側
に
村
役
場
を
設
け
た
。
こ
れ
が
現
在
の
市
役
所
の
深
良
支

所
で
あ
る
。
ま
た
深
良
小
学
校
も
そ
の
隣
に
開
設
さ
れ
、
実
質

的
に
天
田
上
と
天
田
下
の
境
が
深
良
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
現

在
支
所
は
深
良
財
産
区
の
事
務
所
で
あ
り
、
ま
た
コ
ミ
ュ
’
一
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
セ
ン
）
で
も
あ
り
、
深
良
の
人
食
は
何
か
に

つ
け
て
こ
の
場
所
を
訪
れ
る
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
常
設
委
員
が

常
設
委
員
と
区

置
か
れ
て
い
た
。
「
深
良
村
常
設
委
員
条

図表3－8深良の内部区分

岐寄 区

原 原

須 釜 上 須

上 丹

深良新田深良新田

上 原上 原

切久保切久保

遠道原遠道原

和 田和 市

市 場

南 堀南 堀

町 田町震一

震 橋町震二

…上原団地
一柳端団地
一舞台団地

'二 須

和 市

組・班

l～7

l～9

６１

６
６
６

）
一
一
一

《

可

Ｉ

ユ

で
１
１
イ
ー
上
司
１
４

1 F

l～、

l～10

・
３

９
’
１

）
二
》

（
一
（

勺
Ｉ
且
一
旬
Ｉ
上

哩
一
Ｈ

Ｈ

貝ワ1
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例
」
で
は
そ
の
定
員
を
一
○
名
と
し
て
い
る
。
一
九
○
四
（
明

治
三
十
七
）
年
の
「
深
良
村
改
革
誌
」
で
は
、
新
田
、
上
丹
須

釜
、
原
、
上
原
、
切
久
保
、
遠
道
原
、
和
田
市
場
、
南
堀
、
町

田
の
各
常
設
委
員
が
署
名
捺
印
し
て
い
る
。
最
寄
単
位
に
常
設

委
員
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
初
は
複
数
の
最
寄
が
単
位
と

な
る
場
合
は
、
最
寄
の
名
前
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
表

記
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
に
上
須
と
か
和
市
と
い
う
略

称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
『
市
史
』
四
‐
五
五
二
号
）
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
区
も
原

則
と
し
て
最
寄
を
単
位
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
さ
い
最
寄

は
い
く
つ
か
ま
と
め
て
一
つ
の
区
に
な
っ
た
。
天
田
上
は
新
田
、

上
原
、
原
そ
れ
に
上
須
で
あ
る
。
新
田
、
上
原
、
原
は
そ
れ
ぞ

れ
近
世
以
来
の
最
寄
で
あ
る
が
、
上
須
は
そ
う
で
は
な
い
。
上

須
は
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
上
丹
と
須
釜
が
一
つ
に
な
っ

た
区
で
あ
る
。

天
田
下
は
切
久
保
、
和
市
、
南
堀
、
町
震
、
遠
道
原
の
五
つ
の

区
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
切
久
保
、
南
堀
、
遠
道
原
は

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
最
寄
で
あ
る
が
、
和
市
、
町
震
は
合
成
さ
れ

た
名
称
で
あ
る
。
和
市
は
和
田
と
市
場
、
町
震
は
町
田
と
震
橋

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ゞ
｝
れ
ら
の
合
成
名
称
を
付

け
た
区
は
、
互
い
に
隣
接
す
る
や
や
小
規
模
な
最
寄
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
第

二
次
大
戦
前
か
ら
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
上
須
、
和
市
、
町

震
と
い
う
呼
び
名
も
違
和
感
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
現
在
の
深
良
の
区
は
全
部
で
一
三
と
な
っ
て
い

る
。
住
宅
地
化
が
進
み
、
戸
数
が
増
え
た
の
に
対
応
し
、
旧
来

の
区
が
分
割
さ
れ
て
複
数
の
区
に
な
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
家

の
無
か
っ
た
所
に
新
し
く
住
宅
団
地
が
で
き
て
き
た
た
め
で
あ

る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
町
震
が
町
震
一
、
町
震
二
の
二
つ

に
な
っ
て
お
り
、
後
者
の
例
で
は
舞
台
団
地
、
柳
端
団
地
、
上

原
団
地
な
ど
が
あ
る
。
舞
台
団
地
と
柳
端
団
地
が
区
と
な
っ
た

の
は
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
で
あ
り
、
上
原
団
地
は
一
九

七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
の
〉
｝
と
で
あ
っ
た
。

最
寄
を
単
位
に
し
て
幾
つ
か
が
連
合
す
る
方
式
は
行
政
的
な

貝ワワ
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き
り
え
ん
わ
い
ち

区
だ
け
で
は
な
い
。
天
田
下
で
は
切
遠
和
市
と
町
震
南
堀
と
い

う
二
区
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
切
遠
和
市
（
切

久
保
、
遠
道
原
、
和
田
、
市
場
）
が
北
部
、
町
震
南
堀
（
町
田
、
震

橋
、
南
堀
）
が
南
部
と
い
う
区
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
行

事
を
し
た
と
い
う
。
ま
た
昭
和
初
年
か
ら
深
良
村
で
は
運
動
会

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
地
区
対
抗
の
区
分
は
全
部
で
六
つ

で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
天
田
上
は
岩
波
、
新
田
上
原
、

上
須
原
の
三
地
区
、
天
田
下
は
南
堀
和
市
、
町
震
、
切
遠
の
三

地
区
で
あ
っ
た
。最

寄
に
は
固
有
の
名
前
が
あ
る
。
基
本
的
に
は

最
寄

家
左
の
集
合
し
た
集
落
が
一
つ
の
最
寄
と
な
っ
て

い
て
、
最
寄
で
あ
る
〉
）
と
を
名
前
で
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

北
か
ら
須
釜
、
上
丹
、
原
、
新
田
、
上
原
、
切
久
保
、
和
田
、

市
場
、
遠
道
原
、
南
堀
、
町
田
、
震
橋
の
一
二
で
あ
る
。
最
寄

が
い
つ
ご
ろ
か
ら
成
立
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
近

世
の
文
書
に
も
現
在
の
最
寄
に
あ
た
る
名
称
ご
と
に
百
姓
が
連

署
し
た
り
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
「
深
良

村
戸
長
事
務
引
継
演
説
書
」
に
は
「
本
村
ノ
都
合
一
一
寄
り
村
内

ヲ
拾
ケ
最
寄
二
区
分
シ
、
各
最
寄
へ
最
寄
惣
代
兼
村
会
議
員
壱

員
ヲ
置
キ
、
至
急
ヲ
要
ス
ル
御
布
告
・
御
布
達
等
何
レ
モ
該
員

へ
達
示
シ
、
該
員
ヨ
リ
ー
村
人
民
へ
通
知
ス
ル
事
ア
リ
」
と
説

明
し
て
お
り
、
明
治
初
年
以
来
最
寄
が
行
政
上
も
利
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
『
市
史
』
四
一
五
二
号
）
。
明
治
期
の
各

種
資
料
に
よ
れ
ば
、
深
良
の
最
寄
は
全
部
で
九
で
あ
っ
た
。

行
政
上
は
大
き
な
最
寄
は
単
独
で
、
小
さ
い
最
寄
は
組
み
合

わ
さ
れ
て
単
位
と
な
っ
て
き
た
。
後
者
は
上
須
、
和
市
、
町
震

等
と
い
う
合
成
名
称
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
最
寄
の
合

併
を
意
味
し
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
最
寄
と
区
を
使
い
分
け
て

き
た
。
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
本
来
の
最
寄
単
位
に
行

事
を
行
い
、
ま
た
神
社
を
ま
つ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

深
良
の
地
域
生
活
は
最
寄
を
基
本
と
し
、
ほ

深
良
財
産
区

ぽ
そ
れ
に
一
致
す
る
区
が
行
政
上
の
単
位
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
深
良
と
い
う
名
称
は
単
な
る
大
字

と
い
う
土
地
区
分
を
示
す
だ
け
で
、
社
会
的
に
意
味
が
な
い
存
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在
に
思
え
る
が
、
実
は
深
良
と
い
う
大
字
も
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
深
良
財
産

区
で
あ
る
。
市
役
所
の
深
良
支
所
は
深
良
財
産
区
の
事
務
所
で

も
あ
る
。

深
良
財
産
区
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
も
と
も
と
近
世
の
深
良
村
を
単
位
に
し
て
入
会
山

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
、
官
民
有
区
分

で
は
民
有
地
に
編
入
さ
れ
、
地
元
の
山
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
。
一
般
に
深
良
山
と
呼
ば
れ
る
。
一
九
五
六
年
に
深
良
村
が

裾
野
町
に
合
併
し
た
こ
と
で
、
深
良
と
い
う
地
域
で
旧
来
の
権

利
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
い
て
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
財
産
区
を
設
立

し
、
そ
こ
が
管
理
す
る
山
と
し
た
。
財
産
区
が
管
理
す
る
土
地

は
、
公
営
地
・
貸
付
地
・
入
会
地
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
公
営
地
と
貸
付
地
は
、
基
本
的
に
植
林
地
で
あ
る
。

入
会
地
は
雑
木
竹
林
地
区
と
萱
苅
地
区
と
に
分
け
ら
れ
、
一
九

五
七
年
四
月
か
ら
施
行
し
た
「
深
良
財
産
区
一
般
入
会
地
入
山

方
法
お
よ
び
制
限
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
深
良
山
の
利
用
方

法
を
詳
細
に
決
め
て
い
る
（
『
市
史
』
五
‐
二
七
一
号
）
。
管
理

の
責
任
は
市
役
所
深
良
支
所
長
が
実
務
を
行
っ
て
い
る
。
財
産

区
に
は
議
員
が
い
る
が
、
そ
の
選
挙
権
は
山
を
利
用
で
き
る
旧

戸
と
呼
ば
れ
る
古
く
か
ら
の
家
に
限
ら
れ
て
い
る
。
条
例
で
は

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
二
月
現
在
大
字
深
良
に
居
住
し
て
い
た

者
に
限
定
し
、
そ
の
後
の
転
入
者
、
一
家
創
立
者
は
一
定
額
の

加
入
金
を
払
っ
て
権
利
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

財
産
区
の
管
理
に
あ
た
る
役
職
と
し
て
、
公
職
選
挙
法
で
選
出

さ
れ
た
一
三
人
の
財
産
区
議
員
が
い
る
。
ま
た
管
理
す
る
役
と

し
て
山
林
委
員
長
、
公
有
林
野
取
締
人
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
九
人
ず
つ
で
、
最
寄
単
位
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
深

良
山
は
実
際
は
各
最
寄
が
山
の
一
部
を
借
り
て
、
自
分
た
ち
の

利
用
す
る
薪
、
草
、
萱
の
採
取
地
と
し
て
き
た
。

地
区
組
織
大
字
と
し
て
の
深
良
は
財
産
区
と
し
て
一
つ
の

と
区
組
織
組
織
を
形
成
し
て
い
る
し
、
ま
た
区
長
会
を
組

織
し
、
各
区
の
区
長
が
集
ま
っ
て
、
協
議
し
、
深
良
全
体
の
事
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柄
に
つ
い
て
決
定
し
、
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
区
長
会
に
は
岩

波
も
含
ま
れ
て
い
る
。
区
長
会
に
は
会
長
一
人
、
副
会
長
二
人

が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
九
月
に
は
区
長
会
主
催
で
深
良
地

区
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
深
良
用
水
の
管
理
に
あ
た

る
水
利
組
合
の
役
職
で
あ
る
水
配
人
は
、
水
利
組
織
を
構
成
す

か
み
ご
う
な
か
ご
う
し
も
ご
う

る
上
郷
、
中
郷
、
下
郷
各
郷
か
ら
二
人
ず
つ
計
六
人
い
る
が
、

そ
の
う
ち
深
良
が
属
す
る
上
郷
の
水
配
人
に
は
必
ず
一
人
は
深

良
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
深
良
で
は
上
原
か
新
田
か

ら
就
任
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
各
区
は
区
長
を
中
心
に
多
く
の
役
職
者
が
あ
り
、
最

寄
を
基
礎
と
し
て
日
常
的
な
問
題
の
処
理
や
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
各
区
は
そ
の
内
部
を
い
く
つ
か
の
組
あ
る
い
は
班
に
分
け

て
い
る
。
組
は
古
く
か
ら
の
区
分
で
、
班
は
戦
時
体
制
下
に
設

け
ら
れ
た
。
多
く
は
、
最
寄
が
上
、
下
な
ど
い
く
つ
か
の
組
に

区
分
さ
れ
、
各
組
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
班
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。
班
に
は
組
を
こ
え
て
通
し
番
号
が
付
け
ら
れ
て
、
班
の
名

称
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
南
堀
は
大
き
く
上
と
下
の
二
組

に
分
か
れ
、
上
組
に
は
一
班
と
二
班
、
下
組
に
は
三
班
、
四
班
、

五
班
が
属
し
て
い
た
。
現
在
で
は
戸
数
も
増
え
、
全
部
で
一
○

班
と
な
っ
て
い
る
。
町
田
で
も
や
は
り
上
組
と
下
組
の
二
組
編

成
で
あ
っ
た
。

深
良
全
体
を
統
合
す
る
氏
神
は
存
在
し
な
い
・

神
社
と
寺
院

現
在
、
地
域
の
氏
神
と
し
て
存
在
す
る
の
は
、

天
田
上
の
赤
子
神
社
と
天
田
下
の
深
良
神
社
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
者
は
天
田
上
全
体
の
氏
神
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
上
原
と
新

田
の
二
つ
の
最
寄
の
み
で
ま
つ
っ
て
い
る
。
天
田
上
の
他
の
最

寄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
氏
神
が
あ
る
。
原
は
須
釜
と
共
に
駒
形

神
社
を
、
上
丹
は
大
神
宮
を
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
天
田
下
は
一
応
全
体
で
深
良
神
社
を
ま
つ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
深
良
神
社
と
い
う
名
称
が
示
す
よ
う
に
、

必
ず
し
も
古
く
か
ら
の
存
在
で
は
な
い
。
も
と
も
と
現
在
の
深

良
神
社
の
社
地
に
は
神
明
宮
が
あ
り
、
町
田
の
氏
神
で
あ
っ
た
。

一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
に
神
社
合
祀
が
行
わ
れ
て
、
神
明

宮
、
八
幡
宮
、
浅
間
社
、
天
神
社
を
ま
と
め
て
深
良
神
社
と
し
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た
。
合
祀
さ
れ
た
南
堀
の
八
幡
宮
は
元
の
社
殿
に
お
い
て
も
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
村
明
細
帳
に
は
神

社
が
三
○
社
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
神
社

が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
最
寄
で
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
近
世
の
村

で
あ
る
深
良
を
統
合
す
る
氏
神
が
な
く
、
最
寄
単
位
の
氏
神
が

写真3－8赤子神社

罰 吾
一

り

』

同
じ
く
曹
洞
宗
興
禅
寺
末
の
文
明
寺
で
あ
る
。

上
原
に
は
西
福
寺
跡
に
明
治
年
間
に
建
て
ら
れ
た
「
車
返
の

霊
場
」
と
な
の
る
堂
が
あ
る
。
ま
た
一
九
九
七
年
、
深
良
の
北

そ
う
ざ
い
じ

端
部
の
深
良
川
の
谷
筋
に
日
蓮
宗
の
総
在
寺
が
新
設
さ
れ
た
。

曇
－
劃

●
翅
》
グ
ｒ
一
二

●
４
尾

銀

謬
１
１

勝祷 掻
愚､＝ 駝

率
癖

B 一
ー魂一q 今

塞琴． 一二認認議

写真3－9深良神社

基
本
で
あ
る
こ
と
が
深
良
の
地

域
組
織
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

古
く
か
ら
の
寺
院
は
す
で
に

紹
介
し
た
よ
う
に
四
か
寺
あ
る
。

近
世
に
す
で
に
存
在
し
た
四
つ

の
寺
院
が
そ
の
ま
ま
存
続
し
て

い
る
の
も
珍
し
い
と
い
え
る
。

ぞ
う

四
か
寺
は
町
田
の
浄
土
宗
増

じ
よ
』
つ
じ

上
寺
末
の
松
寿
院
、
切
久
保
に

あ
る
同
じ
く
浄
土
宗
増
上
寺
末

の
西
安
寺
、
南
堀
の
曹
洞
宗
定

輪
寺
末
興
禅
寺
、
町
田
に
あ
る

庁dlr，
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深
良
全
体
で
ま
つ
る
氏
神
が
存
在
し
な
い
代
わ

吉
田
さ
ん

り
に
、
吉
田
さ
ん
が
深
良
全
体
で
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。
吉
田
さ
ん
に
は
、
固
定
し
た
建
物
や
社
地
が
な
い
。
天

田
上
と
天
田
下
が
一
年
交
代
で
交
互
に
ま
つ
っ
て
い
る
。
天
田

上
で
は
上
丹
の
大
神
宮
の
境
内
に
建
物
が
あ
り
、
天
田
下
で
は

同
様
に
深
良
神
社
の
境
内
に
ソ
ト
ミ
ャ
（
外
宮
）
と
呼
ば
れ
る
建

物
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
一
年
交
代
で
吉
田
さ
ん
の
ウ

チ
ミ
ャ
（
内
宮
）
と
呼
ば
れ
る
祠
が
安
置
さ
れ
る
。
天
田
上
、
天

田
下
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
を
最
寄
を
基
準
に
三
つ
に
区
分
し
、

そ
れ
が
順
番
に
当
番
と
な
っ
て
、
六
年
に
一
回
世
話
を
し
て
い

る
。
祭
は
毎
年
九
月
一
日
で
、
当
番
地
区
が
祭
儀
を
行
い
、
そ

の
後
翌
年
の
当
番
地
区
に
内
宮
を
引
き
渡
す
。

こ
の
よ
う
に
、
深
良
の
地
域
を
統
合
す
る
機
能
が
あ
る
吉
田

さ
ん
は
決
し
て
古
く
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
幕
末
の
一
八
五

八
（
安
政
五
）
年
に
新
た
に
京
都
の
吉
田
神
社
か
ら
勧
請
し
て
き

た
。
こ
れ
は
当
時
伝
染
病
の
コ
ロ
リ
が
大
流
行
し
て
、
そ
れ
に

恐
れ
お
の
の
い
た
村
人
が
種
々
祈
願
を
し
た
揚
句
、
京
都
の
吉

田
さ
ん
を
勧
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
実
際
に

こ
の
よ
う
な
形
で
吉
田
さ
ん
を
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
。

み
し
ま

中
駿
大
念
仏
講
と
中
駿
大
念
仏
講
は
御
殿
場
市
か
ら
三
島

中
駿
大
題
目
講
市
に
わ
た
る
広
域
的
に
組
織
さ
れ
た
念

仏
講
で
あ
る
が
、
講
員
も
少
な
く
な
り
、
深
良
の
上
須
、
上
原

と
久
根
、
公
文
名
で
ヤ
ド
を
提
供
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
公
民

館
を
会
場
に
し
て
、
念
仏
講
が
行
わ
れ
た
。
一
月
十
八
日
が
初

講
で
、
三
、
七
、
九
、
十
一
月
に
開
催
し
た
。
ゞ
）
の
念
仏
講
は

ゆ
い
れ
ん

唯
念
さ
ん
の
念
仏
識
だ
と
い
わ
れ
、
唯
念
と
の
関
係
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
唯
念
は
幕
末
に
駿
東
地
方
で
念
仏
を
広
め
、
信
仰

を
集
め
た
僧
で
、
彼
の
書
い
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名

号
が
碑
文
と
し
て
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
深
良
に
も
八
基
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ゞ
）
の
中
駿
大
念
仏
講
は
講
員
の
高
齢
化
と
減

少
に
よ
っ
て
、
一
九
九
四
年
に
つ
い
に
解
散
し
た
。

中
駿
大
題
目
諾
は
念
仏
講
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
で
組
織
さ
れ
、

一
月
二
十
日
の
初
講
、
十
一
月
十
八
日
の
御
会
式
な
ど
に
宿
に
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図表3－9深良の集落
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第2章深 良

写真3-11 町田の庚申誰

写真3-1(） 和田の双体道祖神

集
ま
り
、
題
目
を
唱
え
る
。
深
良
で
は
南
堀
、
町
田
、
上
原
、

上
丹
、
新
田
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
講
は
一
九
○

三
年
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
意
外
に
新
し
い
・

最
寄
に
は
一
か
所
必
ず
の
よ
う
に
仏
像
を
ま
つ

堂
と
神
仏

っ
た
堂
が
あ
る
。
信
仰
的
な
行
事
が
行
わ
れ
る

場
で
あ
る
が
、
近
年
は
集
会
所
に
建
て
替
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

き
し
ょ
う
あ
ん

上
須
で
は
公
民
館
の
脇
に
祖
師
堂
（
帰
正
庵
）
が
あ
る
。
原
に
は

地
蔵
堂
、
遠
道
原
と
和
田
に
は
観
音
堂
が
あ
る
。
〉
）
れ
ら
は
戦

前
に
は
倶
楽
部
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
青
年
会
の
集

会
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
上
原
の

庚
申
堂
と
町
田
の
観
音
堂
は
、
現
在
公
民
館
と
し
て
建
て
替
え

ら
れ
て
い
る
。
な
お
上
丹
に
も
祖
師
堂
が
あ
っ
た
が
取
り
壊
さ

れ
た
た
め
、
本
尊
の
祖
師
像
は
日
蓮
宗
の
総
在
寺
に
安
置
さ
れ

て
い
る
。

お
堂
の
脇
に
は
必
ず
の
よ
う
に
石
造
物
が
並
ん
で
い
る
。
順

礼
供
養
塔
、
庚
申
塔
、
地
蔵
が
目
立
つ
。
ま
た
特
色
あ
る
字
体

の
唯
念
の
名
号
碑
も
目
を
ひ
く
。
も
と
も
と
信
仰
の
拠
点
で
あ
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第3節地域社会と生活

道
路
の
三
叉
路
や
四
辻
に
も
庚
申
塔
が
目
立
つ
。
ま
た
双
体

道
祖
神
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。
上
丹
に
は
庚
申
塔
が
四
基
、
順

礼
供
養
塔
が
五
基
な
ど
石
造
物
が
ま
と
ま
っ
て
建
て
ら
れ
て
い

る
場
所
が
あ
る
（
図
表
３
９
参
照
）
。
ま
た
、
町
田
の
三
叉
路

っ
た
堂
の
脇
に
建
て
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
道
路
の
改
修
に

よ
っ
て
移
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
和
田
の
観
音
堂

じ
が
ん
あ
ん

（
慈
眼
庵
）
の
入
り
口
に
は
二
基
の
双
体
道
祖
神
が
あ
る
が
、
そ

の
一
体
は
一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年
の
銘
が
あ
り
、
市
域
で
も
古

い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
唯
念
の
名
号
碑
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
の
建
立
で
あ
る
。
順
礼
供
養
塔
も
四
基
あ

る
。
上
原
の
公
民
館
脇
に
は
八
体
の
石
造
物
が
並
ん
で
い
る
。

道
祖
神
、
名
号
碑
、
順
礼
供
養
塔
、
庚
申
塔
等
で
あ
る
。
遠
道

原
の
観
音
堂
の
横
に
も
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
。
一
八
二
四

（
文
政
七
）
年
建
立
の
道
標
が
あ
り
、
「
右
ハ
む
ら
ミ
ち
左
ハ

甲
州
ミ
ち
」
と
刻
し
て
い
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
一
八
五
○
年
建

立
の
唯
念
名
号
碑
が
あ
る
。
こ
こ
で
目
立
つ
の
は
七
体
の
地
蔵

で
幸
の
る
○

に
は
庚
申
塚
と
呼
ば
れ
る
塚
が
あ
り
、
一
六
七
○
（
寛
文
十
）
年

建
立
の
立
派
な
庚
申
塔
が
あ
る
。
寛
文
十
年
と
言
え
ば
深
良
用

水
が
完
成
し
た
年
で
あ
り
、
ゞ
｝
の
銘
文
に
も
大
庭
源
之
丞
の
名

前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献

『
深
良
の
民
俗
』
（
調
査
報
告
書
一
）
裾
野
市
史
編
さ
ん
室
一
九
九

三
年

rーd1T
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第1節地理的概要

図表3-10久根の位置

、
、
、

、
Ｊ
Ｊ
０
ｐ

Ｊ
Ｐ一

一

一、、

一
・
・
１
ノ
・
・
＄
、

、
、
、

１
１
１
．
０
１
１
，

１
１
１

、

、
、
、

、
、
、
。
。
■
１
１
０
０
．
１
１
１
０
０
．
１
ｔ
も

、

第
一
節
地
理
的
概
要

第
三
章
久
根

-ヘ
､

、

I 一
／
入

一
・
・

ヘ

田
畑
を
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を

箱
根
山
と
シ
シ
ボ
リ

除
け
る
た
め
の
土
手
を
、
こ
の
辺
り

で
は
、
ン
シ
ポ
リ
（
猪
堀
）
と
い
う
。
ま
た
ク
ネ
と
い
う
の
は
、
竹

な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
垣
の
こ
と
で
、
須
山
方
面
で
は
石
を
積

ん
だ
り
柵
を
作
っ
た
り
し
て
、
集
落
や
田
畑
を
囲
っ
て
害
獣
か

く
ね

な
が
お

ら
守
る
た
め
の
柵
を
い
っ
て
い
た
。
久
根
の
中
で
も
長
尾
地
区

は
こ
れ

い
ず
み

は
箱
根
山
麓
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
る
泉
川
に
面
し
て
い
る
。
箱

根
山
は
雑
木
や
竹
、
茅
や
草
を
採
る
利
用
価
値
の
高
い
山
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
生
棲
す
る
動
物
も
ま
た
多
く
、
集
落
や
耕
地
を

守
る
た
め
の
シ
シ
ボ
リ
は
箱
根
山
麓
一
帯
に
築
か
れ
て
い
た
。

久
根
は
、
裾
野
市
の
中
央
部
か
ら
北
東
に
位
置
し
、

位
置

東
西
約
三
・
八
陪
哩
南
北
約
八
○
○
脚
の
広
さ
が

ふ
か
ら

く
も
み
よ
う
い
な
り

あ
る
。
北
側
は
深
良
に
、
南
側
は
公
文
名
・
稲
荷
に
、
西
側
は

さ
の

ほ
ら
や
ま

佐
野
に
隣
接
し
て
い
る
。
東
側
は
、
海
抜
四
三
三
腕
洞
山
ま
で

ち
や
ば
た
け

細
長
く
延
び
て
お
り
、
こ
の
地
点
で
茶
畑
と
隣
接
し
て
い
る
。

F冗句

DOD



第3章ク 根

地
形
と
土
久
根
の
中
で
も
、
東
側
の
箱
根
山
中
は
ほ
と
ん

地
利
用
ど
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
る
。

山
麓
の
西
側
か
ら
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
ま
で
の
間
が
、
集
落
と
耕
地

と
な
っ
て
い
る
。
耕
地
の
多
く
は
水
田
と
な
っ
て
お
り
、
北
か

ら
南
へ
傾
斜
す
る
土
地
に
ゆ
る
や
か
な
棚
田
状
の
水
田
が
広
が

つ
か
ご
し

っ
て
い
る
。
深
良
と
隣
接
す
る
塚
越
に
溶
岩
の
露
出
す
る
地
域

が
あ
り
、
ゞ
）
こ
は
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
集
落
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

集
落

一
つ
は
深
良
に
隣
接
し
、
道
に
沿
っ
て
東
西
の
帯

状
に
広
が
る
。
ま
た
山
麓
西
側
を
泉
川
が
北
か
ら
南
へ
流
れ
、

こ
こ
に
も
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
今
一
つ
は
公
文
名
地
区

に
隣
接
し
、
わ
ず
か
な
戸
数
で
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
集
落
を
基
礎
に
深
良
寄
り
の
地
域
が
東
と
西
、
山
麓
地
域

が
長
尾
、
公
文
名
寄
り
の
地
域
が
久
根
の
内
と
い
う
モ
ョ
リ

（
最
寄
）
と
な
っ
て
い
る
。
》
｝
の
四
つ
の
最
寄
は
、
近
世
に
す
で

に
存
在
し
た
こ
と
が
残
さ
れ
た
文
書
か
ら
も
判
明
す
る
。

１
近
世

中
世
ま
で
久
根
か
ら
は
、
発
掘
調
査
を
と
も
な
う
遺
跡
は

の
久
根
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
中
世
以
前
の
状
況

に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
世
は
、
周
辺
地
域
と

同
様
に
し
て
佐
野
郷
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
久

根
に
つ
い
て
の
特
別
な
記
録
は
存
在
し
て
い
な
い
・

近
世
の
支
近
世
は
久
根
村
で
あ
り
、
ニ
ハ
一
三
一
（
寛
永
九
）

配
と
村
高
年
以
降
小
田
原
藩
領
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年

旗
本
稲
葉
氏
の
領
地
と
な
り
幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
。

近
世
の
検
地
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
村
高
は
、
正
保
郷
帳
三

一
八
石
余
、
元
禄
郷
帳
、
天
明
高
帳
、
天
保
郷
帳
は
四
二
五
石

余
で
あ
る
。

第
二
節
歴
史
概
要
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第2節歴史概要

あ
ん

久
根
に
は
現
在
は
寺
院
は
な
い
が
、
近
世
に
は
安

寺
院
ら
く
じ
か
ん
の
ん
じ

楽
寺
と
観
音
寺
が
あ
っ
た
。
『
駿
河
記
」
に
よ
れ

ほ
ん
み
よ
う
じ

ば
、
安
楽
寺
は
三
島
の
本
妙
寺
末
だ
っ
た
。
ま
た
観
音
寺
は
宗

派
の
記
載
が
な
く
、
不
明
で
あ
る
が
、
本
尊
の
観
音
は
聖
徳
太

P、

写真3-12観音堂(久根老人生きがいセンター）

子
の
作
と
し
て
い
る
。
観
音
寺
は
現
在
の
観
音
堂
（
久
根
老
人

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
）
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
久
根
村
の
小
前
百
姓
五

村
方
騒
動
や
へ

○
名
が
、
取
締
役
勝
又
弥
右
衛
門
・
名
主
弥
兵

』
え

術
の
不
正
を
訴
え
、
そ
の
役
職
の
罷
免
を
願
い
出
る
村
方
騒
動

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
勝
又
弥
右
衛
門
か
ら
は

根
拠
の
な
い
ゞ
）
と
で
あ
る
と
い
う
返
答
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

２
近
現
代

近
代
の
行
明
治
維
新
後
、
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一
八

政
単
位
七
四
（
明
治
七
）
年
久
根
は
静
岡
県
第
一
大
区
三

小
区
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区

町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
郡
町
村
が

行
政
区
画
と
し
て
復
活
す
る
と
、
久
根
は
再
び
駿
東
郡
久
根
村

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
官
選
戸

い
し
わ
き

い
ず
し
ま
た

長
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
久
根
は
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・

み
ず
く
ぼ
ふ
た
つ
や

む
ぎ
つ
か

ひ
ら
ま
つ

水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
・
深

信旬F
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第3章久 根

図表3 11久根の字

観
音
堂

上
ノ
畑

産

空
ノー

野 中
I

川

、
塚
越

市
〒
白
面

／４

－抄
罐
一 橇

、
ヲ
サ
ダ 一

寸
川
胃

田 山
田
ロ

上
長
尾

塚
口

田
塚
本西

神
戸

溝
代

篭
田
篭
田

堂
ノ
前

東
畑川

尻
榎
田

前
ノ
田

竹ノ鼻鼻
入
屋
敷

佐野道 圭
申
睡
司

圭
申
睡
司

圧
ノ
田

大
瀬
戸

ロ
モ
Ⅳ

玄
番

広
町

長
尾
前

／モ

④
ﾋﾉ田I

メメ

上ノ田

匡
垂
，
ノ
巨
尾

柳坪

や
が
蔵
面

羅的
場

Ｌ
一
，
ノ
山
閂

定
泉
田
泉
田

陳
ケ
洞

桜
田

カ
ツ
ヅ
畑

ソ
ソ

久
前
ノ
田

准
悸
Ⅷ
〃
ｖ

久
根
ノ
内

窪
常
画馬洗戸

可
潅
壁
ロ

西梨
子
木

後
畑

後
口

台
向
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図表3-12 久根の字一覧

相生原(アイショウバラ）

相ノ尾(アイノオ）

稲扱場(イネクバ）

入屋敷(イリヤシキ）

上ノ田(ウエノタ）

上ノ畑(ウエノハタ）

上ノ山(ウエノヤマ）

後口（ウシログチ）

後畑(ウシロバタ）

馬洗戸(ウマアライド）

榎田(エノキダ）

大久保(オオクポ）

大久保口(オオクポグチ）

大瀬戸(オオセド）

篭田(カゴダ）

カツヅ畑(カツヅハタ）

上長尾(カミナガオ）

雷松(カミナリマツ）

川尻(カヮシリ）

観音堂(カンノンドウ）

狐久保(キツネクボ）

楠ケ窪(クスガクポ）

九蔵面(クゾウメン）

久根ノ内(クネノウチ）

窪田(クポタ）

久前ノ田(クマエノタ）

玄番(ケンバン）

コモトメ（コモトメ）

桜田(サクラダ）

蓮窪(ザノクポ）

佐野道(サノミチ）

庄ノ田(ショウノタ）

陣ケ洞(ジンガドウ）

橇田（ソリダ）

竹ノ鼻(タケノハナ）

塚口（ツカグチ）

塚越(ツカゴシ）

塚本(ツカモト）

定泉In(テイセンダ）

寺道(テラミチ）

寺山(テラヤマ）

堂ノ前（ドウノマエ）

長尾ijij(ナガオマエ）

中ﾉ| | (ナカガワ）

中島(ナカジマ）

中坪(ナカツボ）

長ノ尾(ナガノオ）

梨子木(ナシコギ）

西江ノ浦(ニシエノウラ）

西神戸(ニシカンベ）

西舞台(ニシフ÷タイ）

子ノネII'沢(ネノカ、ミサヮ）

野田(ノダ）

東畑（ヒガシバタ）

東舞台（ヒガシブタイ）

広町（ヒロマチ）

鮒ケ沢(フナガサヮ）

洞山(ホラヤマ）

前ノIII (マエノタ）

孫右ヱ門川(マコ．ウエモンダ）

的場(マトバ）

ミヲサタ（ミオサタ）

満代（ミゾシロ）

南ノ沢（ミナミノサヮ）

向(ムカイ）

刺'1坪(ヤナギツポ）

矢ノ入(ヤノイリ）

山田(ヤマダ）

山田LI (ヤマダグチ）

枇道(ヨコミチ）

訳場(ワケバ）
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第3章久 根

い
わ
な
み

良
・
岩
波
と
と
も
に
、
同
一
の
戸
長
の
も
と
に
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
か
ら
施
行

と
み
ざ
わ

さ
れ
た
市
制
町
村
制
で
、
久
根
は
富
沢
・
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆

島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平

こ
い
ず
み

松
と
と
も
に
、
駿
東
郡
小
泉
村
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二

年
後
の
一
八
九
一
（
肌
治
二
十
四
）
年
、
こ
の
小
泉
村
は
二
つ
に

い
ず
み

分
村
し
、
小
泉
村
と
泉
村
に
な
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
分
村
に
よ
り
、

久
根
は
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
と
と
も
に
泉
村

に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
後
ま
で
、
こ
の
行
政
区
画
の
中
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二

十
七
）
年
、
泉
村
は
小
泉
村
と
合
併
し
駿
東
郡
裾
野
町
と
な
り
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
で
は
、
家
持
七
一
戸
、
社
一
座
、
寺
一

軒
人
口
三
二
四
人
（
男
一
六
○
人
・
女
一
六
四
人
）
、
職
分
は
僧

一
人
の
ほ
か
は
す
今
へ
て
農
で
あ
る
。
ま
た
一
八
八
九
（
明
治
二

十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
泉
村
）
」
で
は
七
五
戸
、

人
口
三
七
○
人
（
男
一
七
四
人
・
女
一
九
六
人
）
と
な
っ
て
い
る

（
『
市
史
』
四
‐
三
四
八
号
）
。

戦
後
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
一

六
四
世
帯
、
七
五
二
人
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、
二

七
四
世
帯
、
九
七
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町

産
業

村
調
査
（
泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
久
根
の
耕
宅
地
四

町
五
反
一
畝
、
山
林
原
野
雑
種
地
九
町
六
反
三
畝
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
内
訳
は
、
田
二
町
九
反
余
、
畑
一
町
余
と
な
っ
て
お

り
、
田
は
畑
の
約
三
倍
近
く
の
面
積
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
著

名
物
産
と
し
て
は
、
薪
・
繭
・
木
材
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

久
根
で
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
公
布

学
校

に
よ
っ
て
、
翌
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
久
根
小

学
校
と
呼
ば
れ
る
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
久
根
小
学
校

か
ん
し
ん
し
や

は
、
七
五
（
明
治
八
）
年
岩
波
・
深
良
と
合
同
し
て
貫
信
舎
と
なさ

る
。
そ
の
後
、
こ
の
貫
信
舎
は
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
佐
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第3章久 根

一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
の
「
農
業
セ
ン

生
業
の
変
化

サ
ス
」
に
よ
る
と
、
総
農
家
数
は
八
四
戸
、

そ
の
う
ち
専
業
が
八
戸
、
第
一
種
兼
業
が
四
三
戸
、
第
二
種
兼

業
が
三
三
戸
と
な
っ
て
い
る
。
ゞ
）
れ
が
一
九
九
○
年
の
「
農
業

セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
総
農
家
数
は
六
二
戸
、
そ
の
う
ち
専

業
が
七
戸
、
第
一
種
兼
業
が
一
○
戸
、
第
二
種
兼
業
が
四
五
戸

と
、
三
○
年
前
に
比
、
へ
て
農
業
と
兼
業
に
す
る
戸
数
が
格
段
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
作
物
類
別
収
穫
面
積
で
比
較
す

る
と
、
稲
は
一
三
六
・
五
か
ら
四
二
四
・
四
心
タ
と
三
倍
余
り
増

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
麦
類
・
雑
穀
や
い
も
類
・
ま
め

の
は
ら

野
原
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に

は
佐
野
原
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度

的
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
の
裾
野
市
立
東
小
学
校
と

な
っ
た
（
第
六
章
茶
畑
参
照
）
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

類
は
二
分
の
一
近
く
に
減
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
畑
作
物
と
し
て

増
え
て
い
る
の
は
、
野
菜
類
や
花
き
類
な
ど
が
あ
る
。

内
部
区
分
久
根
は
、
久
根
全
体
で
久
根
区
を
形
成
し
て
い

と
組
織
る
。
徐
々
に
宅
地
化
も
進
行
し
て
い
る
が
、
南

側
の
公
文
名
・
稲
荷
・
佐
野
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
・

く
ね
う
ち

最
寄
は
東
と
西
、
長
尾
、
久
根
の
内
の
四
つ
に
分
か
れ
て
い

る
。
現
在
は
各
最
寄
が
「
組
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
西
最
寄
は

四
組
に
分
か
れ
て
い
る
。

区
の
役
職
は
、
三
役
が
区
長
・
副
区
長
（
兼
防
災
会
長
）
・
会

計
の
各
一
名
で
、
協
議
員
に
各
組
か
ら
二
名
ず
つ
計
一
四
名
が

出
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
共
有
財
産
の
管
理
運
営
を
任
さ
れ
る

共
有
管
理
委
員
長
一
名
、
委
員
が
各
最
寄
か
ら
二
名
ず
つ
出
る
。

な
お
、
久
根
に
は
最
寄
名
代
議
員
と
い
う
役
職
が
あ
り
、
最
寄

ご
と
に
世
帯
数
の
約
半
数
が
任
に
当
た
る
。
ゞ
）
れ
は
、
総
会
な

ど
の
区
の
決
定
事
項
を
議
決
す
る
際
に
、
最
寄
の
代
表
と
し
て

出
席
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
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』, ‐=全‘三

現
在
、
久
根
村
で
管
理
し
て
い
る
共
有
財
産
は
、

共
有
財
産

箱
根
山
の
植
林
地
と
水
田
・
山
の
神
・
公
民

館
・
共
同
墓
地
な
ど
で
あ
る
。
箱
根
山
は
戦
前
ま
で
雑
木
林
で

開
墾
し
た
り
、
桑
や
ク
ヌ
ギ
を
栽
培
し
た
り
し
て
い
た
。
さ
ら

、

鰯 茎藁＊『ヤ箸

． 駒璃司

・1℃乱

起し

索 蝋職
、
齢
７
玲
聯
癖

蕊鞠1劃 r

熟議識鰐蕊 a

翌

写真3－13久根の八幡宮

に
ハ
コ
ネ
ダ
ヶ
や
ス
ス
ダ
ヶ
な
ど
も
自
生
し
、
竹
材
業
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
茅
刈
り
場
や

草
刈
り
場
が
あ
り
、
屋
根
材
や
飼
料
・
堆
肥
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
に
一
部
を
植
林
し
、
残
り

は
一
九
六
○
年
代
に
売
却
な
ど
し
て
現
在
に
至
る
。

久
根
の
氏
神
は
八
幡
宮
で
あ
る
。
「
神
社
明

神
社
と
寺
院

細
帳
」
に
よ
れ
ば
、
創
立
年
月
は
不
詳
だ
が
、

一
七
三
六
（
元
文
元
）
年
八
月
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
祭
日
は
、

十
月
八
日
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
秋
の
彼
岸
の
中
日
に
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
一
八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
に
建
立
さ
れ
た
社
殿
は
、

や
ぎ
さ
わ
と
い

豆
州
君
沢
郡
八
木
沢
（
土
肥
町
八
木
沢
）
の
大
工
弥
次
郎
が
建
立

し
た
。
ま
た
境
内
に
は
、
一
○
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
吉
田
さ

ん
の
仮
殿
が
あ
る
。

い
り
や
し
き

長
尾
で
は
金
刀
比
羅
神
社
と
山
神
社
（
入
屋
敷
）
、
西
・
東
最

寄
と
で
は
山
神
社
（
洞
山
）
を
ま
つ
る
。
子
神
社
は
公
文
名
堤
の

北
西
、
中
堤
に
あ
る
。
公
文
名
と
久
根
の
内
で
ま
つ
っ
て
い
る

が
、
祭
事
等
は
別
々
に
行
っ
て
い
る
。
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寺
院
は
現
在
は
な
い
が
『
戦
前
に
は
日
蓮
宗
安
楽
寺
が
東
部

の
山
裾
に
あ
っ
た
。
ゞ
｝
の
寺
は
一
四
一
六
（
応
永
二
十
三
）
年
に

真
言
宗
の
寺
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
が
、
一
五
七
三
（
天
正
元
）

年
に
日
蓮
宗
に
改
宗
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
後
は
無
住
の
状
態
が

続
き
、
一
九
八
九
年
に
は
建
物
は
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、

境
内
は
本
妙
寺
の
分
譲
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
境
内
に
隣
接
し

た
屋
敷
地
に
は
成
田
不
動
と
天
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
成

田
不
動
は
成
田
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
八
月
二
十
八
日
と
一
月
二
十

八
日
に
祭
り
を
行
う
。
こ
の
成
田
さ
ん
は
一
八
八
○
（
明
治
十

三
）
年
に
新
た
に
ま
つ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
神
社
は
、
安
楽

や
な
ぎ
さ
わ
ぷ
ん
け
い

寺
の
寺
子
屋
師
匠
で
あ
っ
た
柳
澤
文
溪
に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
月
二
十
五
日
に
は
天
神
講
が
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
少
子
化
の
た
め
今
は
中
絶
し
て

一
般
に
は
観
音
堂
の
名
で
親
し
ま
れ
、
現
在
は
久
根
老
人
生

き
が
い
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
観
音
堂
は
、
も
と
観
音
寺
と

れ
ん
こ
う
じ

い
い
佐
野
の
時
宗
蓮
光
寺
末
で
あ
っ
た
。
現
在
は
八
月
十
八
日

い
る
。

に
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
八
月
十
日
で
あ
っ
た
。

こ
の
祭
り
に
は
多
く
の
人
達
が
参
詣
に
来
て
、
若
い
衆
が
浪
花

節
・
相
撲
・
芝
居
を
か
け
た
り
し
た
。
現
在
は
念
仏
講
が
ま
つ

る
の
み
で
あ
る
。

観
音
堂
の
西
、
塚
越
山
の
裾
に
、
通
称
穴
の
稲
荷
と
呼
ば
れ

る
稲
荷
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
は
二
月
の
二
の
午
に

行
う
。御

厨
横
道
観
音
堂
に
は
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
。
六
地
蔵

の
石
造
物
を
は
じ
め
、
順
礼
供
養
塔
な
ど
が
あ
る
。
と
く

み
く
り
や
よ
こ
ど
う

に
観
音
堂
が
御
厨
横
道
二
十
六
番
の
札
所
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

八
基
の
順
礼
供
養
塔
が
並
ん
で
い
る
。

道
祖
神
は
三
基
あ
る
が
、
西
・
東
・
長
尾
の
各
辻
に
ま
つ
ら

れ
、
久
根
の
集
落
の
境
界
を
示
し
て
い
る
。
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第1節地理的概要

図表3－14公文名の位置
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第
一
節
地
理
的
概
要

第
四
章
公
文
名

1

、

I 亀、_／
~

く
も
み
よ
う

公
文
名
と
公
文
名
と
い
う
地
名
は
珍
し
い
。
静
岡
県
内
に

き
く
が
わ

い
う
地
名
は
裾
野
市
の
公
文
名
以
外
に
、
菊
川
町
に
あ
る

く
も
ん

程
度
で
、
ほ
か
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
公
文
は
荘
園
の
下
級

荘
官
を
意
味
し
、
名
も
中
世
荘
園
制
下
の
土
地
編
成
の
単
位
で

あ
る
の
で
、
そ
の
由
来
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
そ
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
る
関
連
資
料
は
な
く
、
ま

た
地
名
の
由
来
に
関
す
る
伝
説
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
・

公
文
名
は
、
裾
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
東
側
に
位
置

位
置

し
、
東
西
約
一
・
五
膳
蝿
南
北
約
八
○
○
勝
の
広

ち
や
ぱ
た
け

い
な
り

さ
が
あ
り
、
北
側
を
久
根
に
、
南
側
を
茶
畑
に
、
西
側
を
稲
荷

に
隣
接
し
て
い
る
。
東
側
は
箱
根
山
に
細
長
く
伸
び
て
い
る
。

い
ず
み

地
形
と
土
公
文
名
は
、
自
然
景
観
か
ら
見
て
、
泉
川
を
境

地
利
用
と
し
て
東
と
西
と
に
分
け
ら
れ
る
。
東
は
箱
根

山
に
入
り
込
ん
だ
奥
行
約
八
○
○
勝
、
入
口
部
分
幅
約
六
五
○

屑
の
西
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
平
坦
な
谷
と
な
っ
て
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第4章公文名

い
る
。
こ
の
谷
奥
に
は
、
公
文
名
堤
と
呼
ば
れ
る
長
さ
約
一
○

○
燭
、
幅
約
五
○
腕
の
溜
池
が
あ
り
、
こ
の
溜
池
か
ら
西
側
に

公
文
名
の
水
田
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

公
文
名
地
内
を
北
か
ら
南
へ
流
下
す
る
泉
川
は
、
茶
畑
境
で

写真3 15石舟橋

た
き
が
し
ら

天
神
山
の
裾
部
を
蛇
行
し
、
茶
畑
の
地
籍
内
に
入
り
、
滝
頭
で

ふ
ど
う
た
き

さ
か
い

不
動
の
滝
と
な
り
、
さ
ら
に
境
川
に
合
流
し
て
い
る
・
河
床
は

い
し
ぶ
れ

岩
盤
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
石
舟
橋
は
そ
の
名
の

通
り
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
ダ
タ
ラ
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
が
あ
っ
た

た
め
に
、
そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
舟

橋
の
下
流
部
分
は
、
以
前
は
馬
洗
い
場
で
、
農
作
業
の
あ
と
帰

宅
す
る
前
に
馬
を
洗
う
場
所
で
あ
っ
た
。

泉
川
の
西
側
は
、
土
地
の
基
底
に
岩
盤
が
あ
る
た
め
に
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
で
そ
れ
が
露
出
し
て
い
る
。
北
か
ら
南
へ
ゆ
る
や

か
な
傾
斜
地
と
な
り
、
こ
の
地
域
の
大
部
分
は
水
田
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
宅
地
が
進
展
し
て
い
る
。

集
落
は
、
谷
の
入
口
部
分
の
泉
川
に
沿
っ
て
展
開

集
落

し
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
の
周
辺
に
は
畑
地
も
見

て
ん
じ
ん
や
ま

ら
れ
る
。
近
年
、
茶
畑
と
の
境
付
近
の
天
神
山
は
士
取
り
に
よ

っ
て
平
地
と
さ
れ
、
ま
た
、
谷
奥
の
公
文
名
堤
南
西
側
に
住
宅

団
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

集
落
は
大
き
く
四
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
鹿
嶋
神
社
周
辺
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１
中
世
以
前

日
向
遺
跡
と
公
文
名
か
ら
は
、
二
つ
の
旧
石
器
時
代
の
も

丸
山
Ⅱ
遺
跡
の
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ひ
な
た

ま
る
や
ま

裾
野
市
立
東
中
学
校
の
あ
る
丘
陵
上
に
あ
る
日
向
遺
跡
と
丸
山

Ⅱ
遺
跡
で
あ
る
。
と
も
に
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
も
あ
る
。
日
向

遺
跡
か
ら
は
黒
曜
石
製
ナ
イ
フ
型
石
器
・
頁
岩
製
石
刃
が
発
掘

さ
れ
、
丸
山
Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
縄
文
時
代
の
遺
物
が
出
土
す
る
黒

褐
色
土
層
下
部
の
ロ
ー
ム
層
か
ら
、
黒
曜
石
・
頁
岩
製
ナ
イ
フ

型
石
器
及
び
石
刃
状
剥
片
が
出
土
し
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

日
向
遺
跡
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
も
あ
る
。

と
光
明
寺
周
辺
に
あ
る
地
域
は
箱
根
山
麓
に
、
宇
久
根
ノ
内
境

と
茶
畑
の
滝
頭
境
に
あ
る
地
域
は
旧
道
沿
い
に
展
開
し
て
い
る
。

第
二
節
歴
史
概
要

日
向
遺
跡
は
縄
文
時
代
早
期
後
半
、
丸
山
Ⅱ
遺
跡
は
縄
文
時
代

早
期
前
半
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
双
方
と
も
、
中
期

の
土
器
片
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
う
み
よ
』
つ
じ

裾
野
市
立
東
中
学
校
の
北
側
、
光
明
寺
の
裏

丸
山
Ｉ
遺
跡

山
に
あ
た
る
場
所
に
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
と

し
て
丸
山
Ｉ
遺
跡
が
あ
る
。
丸
山
Ｉ
遺
跡
か
ら
は
土
器
片
が
発

掘
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
り
縄
文
時
代
終
末
期
か
ら
弥
生
時
代
初

頭
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
一
九
八
四

（
昭
和
五
十
九
）
年
頃
東
中
学
校
生
徒
が
丘
陵
斜
面
か
ら
土
器
を

た
む
き

発
見
し
た
公
文
名
田
向
遺
跡
も
あ
る
が
、
出
土
品
は
一
点
の
み

で
あ
り
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
公
文
名
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
・
弥
生

時
代
の
遺
跡
の
調
査
報
告
書
と
し
て
、
裾
野
市
教
育
委
員
会

『
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
書
』
（
一
九
七
五
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
古
墳
時

代
・
古
代
の
遺
跡
等
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
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公
文
名
で
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き

中
世

る
集
落
の
形
成
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

さ
の
ご
う

周
辺
地
域
と
と
も
に
佐
野
郷
に
含
ま
れ
て
い
た
。
佐
野
郷
は
、

え
ん
が
く
じ

円
覚
寺
文
書
に
よ
れ
ば
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
は
円
覚
寺
の

か
ず
ら
や
ま

造
営
料
所
で
あ
り
、
そ
の
後
、
葛
山
に
居
館
を
か
ま
え
て
い
た

葛
山
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
（
『
鎌
倉
市
史
』

史
料
編
二
）
。

２
近
世

近
世
の
公
文
名
村
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）

支
配
の
変
遷

年
か
ら
小
田
原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）

年
か
ら
幕
領
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
か
ら
再
び
小
田
原
藩
領

と
な
り
幕
末
ま
で
続
い
て
い
る
。
現
在
の
稲
荷
、
近
世
の
稲
荷

新
田
は
、
最
初
、
公
文
名
村
に
属
し
て
い
た
が
、
茶
畑
村
の

『
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
九
七
（
元
禄
十
）

年
に
公
文
名
村
か
ら
分
離
し
独
立
し
た
村
と
な
っ
て
い
る
。

す
人
と
一
つ

村
高
は
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
の
「
駿
州
駿
東

検
地
み
く
り
や

郡
御
厨
公
文
名
村
稲
荷
村
御
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、

三
三
七
石
二
升
二
合
で
あ
っ
た
。
う
ち
田
方
が
二
六
五
石
七
斗

七
升
四
合
で
あ
り
、
畑
地
よ
り
も
田
地
が
多
い
村
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
正
保
郷
帳
で
二
一
四
石
余
、
元
禄
郷
帳
で
二
八
一
石
余
、

天
明
高
帳
で
三
三
七
石
余
、
天
保
郷
帳
で
三
五
七
石
余
で
あ
っ

た
。

戸
数
・
人
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
の
「
駿
州
駿
東
郡
御
厨

口
・
寺
社
公
文
名
村
稲
荷
村
御
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、
公

文
名
村
の
家
数
五
七
軒
、
う
ち
名
主
一
軒
・
組
頭
二
軒
・
小
百

姓
一
九
軒
・
無
田
三
三
軒
・
借
家
二
軒
で
あ
る
。
人
口
は
二
九

六
人
う
ち
男
一
三
一
人
、
女
一
五
八
人
、
山
伏
四
人
、
出
家
三

人
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
数
字
は
公
文
名
村
だ
け
の
戸

数
、
人
数
で
は
な
く
、
稲
荷
村
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

公
文
名
に
所
在
す
る
寺
院
は
、
貞
享
三
年
の
差
出
帳
に
よ
れ

は
ん
に
や

ば
、
禅
宗
光
明
寺
の
み
で
あ
る
。
「
駿
河
記
』
は
、
般
若
山
光

明
寺
は
開
基
が
弘
法
大
師
で
、
古
く
は
真
言
宗
だ
っ
た
と
し
て
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図表3－15公文名の字

舟
ヶ
沢上

堤

矢
ノ
入

二子
ノノノ 尼ヶ季

′ ネ申
一入』
′ ネ申
一入』 相

生
原

陳
ヶ
洞

ニ
ツ
ー
ロ

古
自
ノ
ー
別

茨
原

尼
ヶ
坂坂

廃
．_戸

島 小
山
田

小
山

小
山
田

四
反
田

中
坪市
エ

〆
一

社
護
神
乞
六

九
尺

大
洞

芹

田

十
坐
〆ソ

リ
畑

田
向
田
向

屋

戸

壱
町
田

反
田屋

敷敷敷 内
田
内
田

栢
ノ
木
ノ
木

中
沢

大洞大

林
屋
敷

＝

角

三

角
丸
山舞

台

開
土

川
旱
に

山
剛
室
田
蝿
渇
画
雛

二筋道

天
暦戸坂

神神

山山 ⑤
『
ぬ
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図表3－16公文名の字一覧

相生原(アイショウバラ）

相ノ尾(アイノオ）

赤目（アカメ）

尼ケ季(アマガキ）

尼ケ坂(アマガサカ）

池ノ込(イケノコミ）

壱町田(イッチョウダ）

内田(ウチダ）

上堤(ウワヅツミ）

大谷辻(オオタニツジ）

大洞(オオポラ）

開土(カイド）

鹿島山(カシマヤマ）

蟹ケ窪(カニガクポ）

栢ノ木(カヤノキ）

九尺(クシヤク）

小山田(コヤマダ）

四反田(シタンダ）

社護神(シャコ等ジン）

須辺山(スベヤマ）

芹田(セリタ）

ソリ畑(ソリバタ）

竹競(タケクラベ）

田向(タムケ）

陳ケ洞(チンガドウ）

天神山(テンジンャマ）

中沢(ナカザヮ）

中坪(ナカツポ）

子ノ神入(ネノガミイリ）

林屋敷(ハヤシヤシキ）

茨原(バラーラ）

東江ノ浦山（ヒカ．シェノウラャマ）

吹上(フキアゲ）

藤坂(フジサカ）

舞台(ブタイ）

二筋道(フタスジミチ）

ニツ石(フタツイシ）

舟ケ沢(フネガサヮ）

丸l1l(マルヤマ）

三角（ミカド）

宮ノ前（ミャノマェ）

八ツ蕪(ヤツカブ）

谷戸(ヤト）

屋戸屋敷(ヤトヤシキ）

矢ノ入(ヤノイリ）

山下(ヤマシタ）

暦戸坂(レキトザカ）

六反田(ロクタンダ）

３
近
現
代

行
政
単
位
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一
八
七

の
変
遷
四
（
明
治
七
）
年
に
公
文
名
は
第
一

大
区
三
小
区
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
七
八
（
明
治

十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
大
区
小

区
制
が
廃
止
さ
れ
、
郡
町
村
が
行
政
区
画
と
し
て

い
る
。
寺
の
門
前
の
水
田
中
に
は
古
い
五
輪
塔
が

九
基
あ
る
が
、
誰
の
も
の
か
不
明
と
し
て
い
る
。

ま
た
貞
享
三
年
の
差
出
帳
は
宮
数
を
七
社
と
し

て
、
鹿
嶋
大
明
神
、
八
幡
宮
、
伊
勢
神
明
、
天
神
、

稲
荷
大
明
神
、
山
之
神
二
か
所
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
稲
荷
大
明
神
に
は
「
い
な
り
新
田
」
と

い
う
地
名
を
肩
に
付
け
て
い
る
。
稲
荷
社
が
稲
荷

の
神
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
差
出
帳
に
は
堂
二
軒
と
し
て
、
庚
申
堂
と
釈

迦
堂
を
掲
げ
て
い
る
。
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復
活
す
る
と
、
公
文
名
は
再
び
駿
東
郡
公
文
名
村
と
な
っ
た
。

ま
た
、
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
官
選
戸
長
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、

い
し
わ
き

い
ず
し
ま
た
み
ず
く
ぼ
ふ
た
つ
や
く

公
文
名
は
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
久

ね

む
ぎ
つ
か

ひ
ら
ま
つ
ふ
か
ら
い
わ
な
み

根
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
・
深
良
・
岩
波
と
と
も
に
、

同
一
の
戸
長
の
も
と
に
管
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
八
九
（
明
治

二
十
二
）
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
市
制
町
村
制
に
先
立
つ
大
幅
な

と
み
ざ
わ

町
村
合
併
で
、
富
沢
・
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ

ッ
屋
・
久
根
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
と
と
も
に
、
駿
東

こ
い
ず
み

郡
小
泉
村
に
属
し
、
大
字
公
文
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
年

後
の
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、
小
泉
村
は
二
つ
に
分
村
し
、
小

泉
村
と
泉
村
に
な
っ
た
が
、
こ
の
分
村
に
よ
り
公
文
名
は
久

根
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
と
と
も
に
泉
村
に
属
し
た
。

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
泉
村
は
小
泉
村
と
合
併
し
駿
東

郡
裾
野
町
と
な
り
、
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
に
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
で
は
、
家
持
七
四
戸
、
社
二
座
、
寺
一

軒
で
、
人
口
三
七
六
人
（
男
一
七
三
人
・
女
子
二
○
三
人
）
で
あ
る
。

職
分
は
僧
一
人
の
ほ
か
は
す
、
へ
て
農
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
八

九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
泉
村
）
」
で

は
戸
数
八
二
戸
、
人
口
四
四
五
人
（
男
二
○
七
人
、
女
二
三
八

人
）
と
あ
る
。
〉
）
れ
ら
の
統
計
は
、
す
、
、
へ
て
稲
荷
を
含
ん
だ
も

の
で
あ
る
（
「
市
史
』
四
‐
三
四
八
号
）
。

現
在
の
公
文
名
は
、
南
側
の
茶
畑
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
が
、

裾
野
市
東
部
の
他
の
地
区
と
同
様
に
し
て
宅
地
化
の
進
展
が
著

し
い
。
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
世
帯
数
と
人
口
は
一
九
八

世
帯
、
八
一
六
人
、
一
九
九
五
年
現
在
の
世
帯
数
と
人
口
は
三

○
二
世
帯
、
一
○
八
○
人
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

生
業

の
職
分
表
で
は
、
農
二
一
三
人
、
僧
一
人
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
三
年
頃
の
「
分
合
見

込
町
村
調
査
（
泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
公
文
名
の
耕
宅
地
三
九
町

一
反
、
山
林
原
野
雑
種
地
七
九
町
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
、
田
二
六
町
八
反
八
畝
二
歩
、
畑
八
町
三
反
八
畝
二
八
歩
、
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宅
地
三
町
七
反
八
畝
三
歩
、
池
沼
四
反
二
畝
六
歩
、
山
林
七
一

町
六
反
四
畝
二
歩
、
原
野
六
町
五
反
四
畝
八
歩
、
雑
種
地
四
反

一
○
歩
と
な
っ
て
い
る
。
池
沼
と
い
う
の
は
、
公
文
名
堤
の
こ

と
で
あ
る
。
な
お
、
著
名
物
産
と
し
て
薪
・
繭
・
木
材
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

公
文
名
で
は
『
学
制
公
布
（
一
八
七
二
年
）
後
の
一

学
校
か
ん
せ
い
し
や

八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
甘
静
舎
と
呼
ば
れ
る
小
学

校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
甘
静
舎
は
一
八
八
六

さ
の
は
ら

（
明
治
十
九
）
年
に
佐
野
原
小
学
校
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
一
八

八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
佐
野
原
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
そ
の
後

い
く
度
も
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
の
裾
野

市
立
東
小
学
校
と
な
る
（
第
六
章
茶
畑
参
照
）
。

な
お
、
裾
野
市
立
東
中
学
校
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年

に
現
在
地
に
移
転
し
新
築
さ
れ
た
。

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東

関
東
大
震
災

大
震
災
は
、
公
文
名
で
は
大
き
な
被
害
は
な

く
、
家
屋
か
ら
出
て
竹
藪
で
夜
を
明
か
す
程
度
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
震
の
と
き
に
は
、
泉
川
の
水
が
大
波
の

よ
う
に
上
昇
し
、
道
路
も
歩
行
困
難
な
ほ
ど
の
揺
れ
が
あ
っ
た

と
い
、
フ
。

関
東
大
震
災
の
あ
と
、
泉
川
な
ど
河
川
の
水
量
が
減
少
し
、

水
田
灌
概
の
た
め
の
用
水
に
困
難
が
生
じ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
カ
ヶ
バ
ン
（
掛
け
番
）
と
い
っ
て
取
水
を
順
番
に

行
い
、
堰
に
お
け
る
水
番
な
ど
も
交
替
で
行
っ
た
が
、
水
争
い

も
あ
っ
た
と
い
ゞ
フ
。

ま
た
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
水
量
の
減
少
は
、
生
活
用
水
に

も
影
響
を
与
え
た
。
公
文
名
は
、
地
下
の
基
盤
に
岩
盤
が
あ
る

た
め
に
井
戸
を
掘
る
〉
）
と
が
で
き
な
い
場
所
が
多
く
、
生
活
用

水
は
泉
川
や
深
良
用
水
の
水
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
河
川
の
水
量
の
減
少
は
、
関
東
大
震
災
後
、
生
活
用
水

の
確
保
に
不
便
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。

rーrー41
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第4草公文名

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
稲
荷
を
含

生
業
の
変
遷

め
た
公
文
名
の
総
戸
数
は
一
九
六
○
（
昭
和

三
十
五
）
年
現
在
一
○
○
戸
で
、
そ
の
う
ち
総
農
家
数
が
八
八

戸
（
専
業
一
四
・
第
一
種
兼
業
五
一
・
第
二
種
兼
業
二
八
）
と
、
圧

倒
的
に
農
業
が
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
○
年
後
の
一
九
九

○
年
の
総
計
で
は
、
総
戸
数
が
七
四
一
戸
と
激
増
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
総
農
家
数
は
七
一
戸
（
専
業
六
・
第
一
種
兼
業

八
・
第
二
種
兼
業
五
七
）
と
、
農
業
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

作
物
類
別
収
穫
面
積
で
比
較
す
る
と
、
稲
が
三
七
・
三
か
ら
八

七
・
○
〃
タ
と
増
加
し
た
も
の
の
、
麦
類
・
雑
穀
が
五
五
・
五
か

ら
一
・
三
〃
タ
、
い
も
類
が
二
八
・
二
か
ら
七
・
七
肪
夕
と
い
ず
れ

も
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
工
芸
作
物
類
や
野
菜
類
、

花
き
類
が
か
な
り
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
は
施
設
園
芸
を
営
む

農
家
数
が
○
か
ら
七
戸
に
な
っ
た
ゞ
｝
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

現
在
、
行
政
的
に
は
公
文
名
に
は
大
字
公

最
寄
と
行
政
区

文
名
と
大
字
稲
荷
が
含
ま
れ
て
お
り
、
両

者
合
わ
せ
て
公
文
名
区
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
の
な
か
で
大
字

公
文
名
は
三
区
と
四
区
と
い
う
区
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
大
字
稲
荷
が
一
区
と
二
区
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一

般
に
セ
キ
ス
イ
と
呼
ば
れ
る
公
文
名
団
地
が
五
区
で
あ
る
。
各

区
に
区
長
以
下
の
役
職
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
区
長
か
ら
選
ば

れ
た
大
区
長
が
公
文
名
全
体
を
代
表
し
、
管
轄
し
て
い
る
。
各

区
は
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
組
長
が
い
る
。
二
○
○
○
年
現

在
、
一
区
に
二
組
、
二
区
に
九
組
、
三
区
が
九
組
、
四
区
が

四
組
、
そ
し
て
五
区
が
四
組
と
な
っ
て
い
る
。

と
ゞ
）
ろ
で
、
公
文
名
に
は
こ
の
よ
う
な
区
に
分
け
る
以
前
に
、

モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
い
う
区
分
が
あ
っ
た
。
当
初
は
中
・
下
・

東
・
西
の
四
最
寄
で
あ
っ
た
が
、
東
と
西
の
一
部
で
上
最
寄
と

い
う
も
の
を
作
り
、
五
最
寄
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
最
寄
を
区

に
比
定
す
る
と
、
中
と
下
最
寄
が
三
区
に
、
東
と
上
と
西
最
寄

1J，
○
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図表3-18

公文名の内部区分

が
四
区
と
な
る
。
な
お
、
稲
荷
は
公
文
名
の
下
最
寄
の
中
に
属

し
て
い
て
、
戸
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
新
た
に
区
と
し
て
独

立
し
た
の
で
あ
る
。区

の
役
職
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

自
治
組
織

区
長
五
名
（
う
ち
大
区
長
一
名
・
会
計
一
名
）
、
各

区
組
長
な
ど
の
ほ
か
、
子
供
会
、
婦
人
会
の
役
員
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
共
有
財
産
の
管
理
を
す
る
山
岳
会
の
役
員
と
部
農

会
役
員
が
三
区
と
四
区
の
み
に
い
る
。

か
つ
て
箱
根
山
に
お
け
る
公
文
名
の
入
会
地
は
、

入
会
山

茶
畑
村
が
所
有
し
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
・
久

岐寄 劇I
mXL村 区

／

下
中
下
癖
一
↓

姥

／

／

五
菱

一
二
三
匹
名

率
埠
埠

》

“
三

公
公
公 公文名三

公文名PLI

l～11

1～9

稲
荷

l～9

公
文
名

４
－
｝

■
ロ
ハ
ノ
臼
一
勺
１
１

３
－
一

Ｈ
｜
林／’

根
・
公
文
名
の
五
か
村
が
利
用
す
る
茶
畑
山
と
久
根
・
公
文
名

え
の
う
ら
や
ま

両
村
が
所
有
・
利
用
す
る
江
ノ
浦
山
が
あ
っ
た
。
久
根
・
公
文

名
両
村
は
、
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
に
江
ノ
浦
山
入
会
地
（
六

四
町
歩
余
）
を
東
西
に
分
割
し
、
村
境
を
定
め
た
。

現
在
公
文
名
で
は
、
九
六
軒
が
箱
根
山
に
ニ
ュ
ゥ
ヵ
イ
ザ
ン

（
入
会
山
）
の
権
利
を
持
ち
、
こ
れ
を
山
岳
会
が
管
理
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
ト
オ
ャ
マ
（
遠
山
）
が
公
文
名
全
体
の
共
有
地
で
、
そ

の
下
が
最
寄
ご
と
の
共
有
地
、
集
落
に
近
い
部
分
が
個
人
に
割

り
地
と
し
た
部
分
で
あ
る
。
ト
オ
ャ
マ
は
以
前
は
草
刈
り
場
と

な
り
、
ま
た
ハ
コ
ネ
ダ
ヶ
が
群
生
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

公
文
名
の
氏
神
は
鹿
嶋
神
社
で
あ
る
。
祭
日
は

鹿
嶋
神
社

十
月
九
日
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
前
後
の
日
曜

日
に
な
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
祭
り
の
と
き
に
は
、
以
前
は
、
役
者

を
や
と
い
芝
居
を
か
け
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。
鹿
嶋
神
社
に

は
神
明
宮
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
子
は
公
文
名
区
全

五
区
の
ほ
か
、
久
根
の
久
根
の
内
も
氏
子
と
な
っ
て
い
る
。
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公
文
名
に
は
、
寺
院
と
し
て
光
明
寺
（
曹
洞
宗
）
が

光
明
寺

あ
る
。
古
く
は
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
わ

も
も
ぞ
の
じ
よ
う
り
ん
じ

れ
る
が
、
約
四
○
○
年
前
桃
園
の
定
輪
寺
七
世
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

写真3-16毘沙門さん

光
明
寺
境
内
に
観
音
堂
が
あ
る
。
堂
内
に
は
毘
沙

観
音
堂

門
天
や
不
動
、
観
音
な
ど
多
く
の
仏
像
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
一
月
八
日
が
毘
沙
門
天
の
祭
り
の
日
で
（
現
在
で

は
付
近
の
日
曜
日
）
、
達
磨
の
市
が
立
つ
。
こ
れ
は
、
最
寄
ご
と

す
ず
か
わ
ふ
じ
よ
し
わ
ら

に
当
番
が
順
番
で
ま
わ
り
、
当
番
が
鈴
川
（
富
士
市
吉
原
）
か
ら

購
入
し
て
来
た
達
磨
を
売
る
。
以
前
は
コ
リ
を
背
負
い
年
寄
が

鈴
川
ま
で
買
い
に
行
っ
た
が
、
現
在
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
購
入
し

に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
〉
｝
の
毘
沙
門
天
の
祭
り
は
、
以
前
は

念
仏
講
が
主
催
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
光
明
寺
と
東
最
寄
と

上
最
寄
の
有
志
が
主
催
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
公
文
名
は
祭
り
が
多
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
ま

の
神
社
つ
ら
れ
て
い
る
社
寺
が
多
い
。
氏
神
の
鹿
嶋
神

社
の
ほ
か
、
穂
見
神
社
（
高
尾
さ
ん
）
、
金
刀
比
羅
神
社
、
山
の

神
、
子
神
社
、
水
神
、
馬
頭
観
音
、
道
祖
神
な
ど
の
祭
り
が
あ

る
。
ま
た
、
個
人
で
ま
つ
る
八
幡
神
社
や
御
嶽
神
社
な
ど
も
あ

る
。
鹿
嶋
神
社
の
境
内
に
は
、
金
刀
比
羅
神
社
の
ほ
か
天
王

社
・
龍
爪
社
な
ど
が
と
も
に
ま
つ
ら
れ
、
一
○
年
に
一
度
巡
っ

rーFハ
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て
く
る
吉
田
神
社
を
納
め
る
祠
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

穂
見
神
社
の
祭
り
は
十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
公
文
名
の

祭
り
の
中
で
も
盛
大
で
あ
る
。
ま
た
山
の
神
は
、
中
・
下
・
東

最
寄
で
ま
つ
る
山
の
神
と
、
上
・
西
最
寄
と
久
根
の
内
で
ま
つ

＝

雲；鐸

澪
詮逢

Z
r ‘
〆#~､ 、

畔_韮

『
ｊ
■
〃
｝
品
辞

雲《崔=f軍予
熱趣犠や類＄

写真3-17吉IIIﾈ'l'社の祭り

る
山
の
神
と
が
あ
る
。
こ
の
上
・
西
最
寄
と
久
根
の
内
で
ま
つ

る
山
の
神
は
『
地
籍
は
久
根
に
あ
り
、
子
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。

天
神
山
に
は
天
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
下
最
寄
の
一
部

の
家
が
ま
つ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
は
、
二
月
に
子

ど
も
達
の
天
神
講
が
あ
っ
た
。
ゞ
）
の
天
神
講
の
と
き
に
は
、
天

神
社
に
参
詣
し
た
あ
と
、
オ
フ
ル
マ
イ
（
お
振
る
舞
い
）
が
あ
っ

た
。

く
も
い
け

谷
の
奥
に
あ
る
公
文
名
堤
は
、
蜘
蛛
が
池
と
も

公
文
名
堤

呼
ば
れ
、
蜘
蛛
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
伝
説
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ゞ
）
の
池
で
釣
り
を
し
て
い
た
男
が
、

湧
い
て
来
た
よ
う
な
蜘
蛛
の
大
群
に
襲
わ
れ
昏
倒
し
た
と
い
う

も
の
で
（
植
松
春
雄
「
蜘
蛛
が
池
」
「
史
話
と
伝
説
駿
東
の
巻
』
）
、

も
う
一
つ
は
、
釣
り
を
し
て
い
た
若
者
が
池
に
沈
み
、
あ
と
に

は
蜘
蛛
の
糸
が
か
ら
ま
り
つ
い
た
草
履
が
浮
か
ん
で
い
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
加
藤
は
な
「
伝
説
蜘
蛛
が
池
」
『
裾
野
郷
士
研

究
』
七
）
。
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公
文
名
堤
よ
り
西
側
、
箱
根
山
に
入
り
込
ん
だ
谷

ハ
ダ
イ

に
形
成
さ
れ
て
い
る
水
田
は
、
こ
の
あ
た
り
で
ハ

タ
イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
湿
田
が
多
か
っ
た
。
股
ま
で
潜
る
よ
う

な
湿
田
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
竹
の
棒
を
入
れ
て
そ
の
上
を
歩
き

田
植
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
田
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
の
湿
田
は
、
東
中
学
校
建
設
の
際
に
、
残
土
を
運
び
湿
田

に
土
入
れ
を
し
た
た
め
に
、
現
在
で
は
乾
田
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
公
文
名
の
ハ
ダ
イ
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原

攻
め
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
小
田
原
攻
め
に

際
し
て
、
光
明
寺
に
火
が
つ
け
ら
れ
た
た
め
に
、
光
明
寺
の
不

動
尊
が
自
ら
こ
の
ハ
ダ
イ
に
入
り
（
寺
の
僧
侶
が
埋
め
た
と
も
い

う
）
、
そ
の
と
き
に
、
不
動
尊
が
「
痛
い
、
痛
い
」
と
言
っ
て

居
場
所
を
示
し
た
と
い
う
。
ゞ
）
う
し
て
、
こ
こ
の
ハ
ダ
イ
に
は

不
動
尊
が
埋
ま
っ
た
ゞ
）
と
が
あ
る
の
で
、
「
ハ
ダ
イ
の
ヒ
ー
ル

（
蛭
）
は
く
っ
つ
か
な
い
（
吸
い
付
か
な
い
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
前
は
、
冬
場
の
仕
事
と
し
て
、
箱
根
山
に
群
生

箱
根
竹

し
て
い
る
箱
根
竹
の
採
取
が
あ
っ
た
。
伊
豆
島
田

に
ス
テ
ッ
キ
の
加
工
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
採
取
し
た
箱
根
竹
を

卸
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
パ
イ
ス
ヶ
を
編
む
竹

て
ん
り
ち
よ
う

に
す
る
こ
と
も
多
く
、
パ
イ
ス
ヶ
屋
は
茶
畑
の
天
理
町
に
あ
っ

た
た
め
、
ゞ
）
こ
に
卸
し
て
い
た
と
い
う
。

庚
申
堂
と
公
文
名
公
民
館
前
に
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年

ゆ
い
れ
ん

五
輪
塔
群
建
立
の
唯
念
名
号
碑
が
あ
る
。
正
面
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏
唯
念
〔
花
押
〕
」
、
左
側
面
に
「
慶
応
四
辰
三
月
造

立
念
仏
講
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
所
に
は
、
一
七
一
三

（
正
徳
三
）
年
の
自
然
石
の
横
堂
（
横
道
）
順
礼
供
養
塔
が
あ
る
。

こ
の
公
文
名
公
民
館
は
も
と
庚
申
堂
で
、
建
物
内
に
は
二
基
の

ぷ
た
い

庚
申
塔
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ゞ
）
の
ほ
か
字
舞
台
に
は
、
完
形

で
は
な
い
が
宝
筐
印
塔
五
基
、
五
輪
塔
五
基
な
ど
多
く
の
石
塔

が
並
ぶ
。
地
元
で
は
五
輪
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

馬
頭
観
音
は
三
か
所
で
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ウ
マ
ッ

ク
ロ
イ
今
ハ
に
あ
る
ト
マ
グ
チ
の
馬
頭
観
音
、
一
つ
は
テ
ッ
ポ
ウ

寺
ハ
、
ハ
の
馬
頭
観
音
、
一
つ
は
鹿
嶋
神
社
前
の
馬
頭
観
音
で
あ
る
。

テ
ッ
ポ
ウ
尋
〈
、
ハ
と
い
う
の
は
共
有
地
入
口
に
あ
り
、
こ
の
馬
頭
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所
を
巡
っ
て
念
仏
を
あ
げ
て
い
る
。

お
に
か
げ

観
音
は
「
鬼
鹿
毛
馬
頭
観
音
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

お
や
ま
あ
ら
し
ぱ
え
ん
つ
う
じ

小
山
町
新
柴
の
円
通
寺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
本
尊
の
名
で
あ
る
。

一
｝
れ
ら
馬
頭
観
音
の
祭
り
は
、
七
月
一
八
日
に
念
仏
講
が
三
か

写真3-18五輪塔群

雛-窪

:鰊,懸蝋、

写真3-19鬼鹿毛馬頭観音の祭り
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第1節地理的概要

図表3 19稲荷の位置

．
１
ｔ
、

、
Ｊ
１
、
、

ノ
ー

一

一、、

一

・

、

ロ

ー

Ｊ

Ｊ

０

。

、

．

、

、

、、、
、
、

１
。
．
！

、

、

、
、
、

、
、
、
ｏ
０
Ｑ
１
１
９
＄
１
１
１
０
．
０
日
１
１

、 第
一
節
地
理
的
概
要

第
五
章
稲
荷

《
Ｊ

■
Ｔ
、
■
ｌ

亥
伽
，

、
川Ｉ

へ

、

、
、
入

臼
人
●
ｘ
、
／

八
ｔ
Ⅸ
１
－
一

、

’

､＜

k、

裾
野
赤
十
字
病
院
の
所
か
ら
右
に
曲
が
り
、

住
宅
地
の
稲
荷
ご
て
ん
ぱ

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
を
渡
る
と
市
民
体
育
館
が

い
な
り

あ
る
。
ゞ
）
こ
か
ら
農
免
道
路
に
向
か
う
道
路
の
両
側
が
稲
荷
で

あ
る
。
稲
荷
は
も
ち
ろ
ん
稲
荷
社
か
ら
付
い
た
名
前
で
あ
り
、

稲
荷
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
今
で
は
農
地
は
わ
ず
か
に
な

っ
て
、
ほ
ぼ
住
宅
地
化
し
た
地
域
で
あ
る
。

稲
荷
は
、
裾
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
東
側
に
位
置
し
、

位
置

東
西
約
五
○
○
屑
、
南
北
約
八
○
○
脚
の
広
さ
が

く
ね

く
も
み
よ
う

ち
や
ぱ
た
け

あ
る
。
北
側
は
久
根
に
、
東
側
は
公
文
名
に
、
南
側
は
茶
畑
に

さ
の

隣
接
し
、
西
側
は
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
を
境
と
し
て
佐
野
と
隣
接
し

て
い
る
。

地
形
と
土
稲
荷
で
は
、
ダ
タ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
岩
盤
が

地
利
用
露
出
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
ま
た
、
シ
イ
・

カ
シ
・
ク
ス
等
の
常
緑
樹
、
ケ
ヤ
キ
等
の
落
葉
樹
が
混
生
し
た

林
を
形
成
し
、
原
景
観
を
残
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
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所
は
、
社
地
・
墓
地
・
宅
地
な
ど
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
以
外

の
場
所
は
、
岩
屑
・
火
山
灰
な
ど
が
堆
積
し
、
そ
の
表
土
の
腐

植
土
を
利
用
し
て
、
水
田
・
畑
地
と
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
現

在
で
は
、
住
宅
地
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

現
在
の
住
宅
地
化
し
た
景
観
か
ら
は
わ
か
り
に
く

集
落

い
が
、
稲
荷
の
旧
戸
の
集
落
は
公
文
名
公
民
館
か

ら
南
へ
向
か
う
道
沿
い
、
西
側
に
並
ん
で
い
る
。
道
を
は
さ
ん

で
東
側
は
公
文
名
の
シ
モ
モ
ョ
リ
（
下
最
寄
）
で
あ
り
、
稲
荷
の

旧
戸
は
ゞ
｝
の
下
最
寄
と
の
つ
き
あ
い
が
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
。

１
中
世
以
前一

九
九
六
年
字
稲
荷
に
お
け
る
建
築
工
事
に
と

稲
荷
遺
跡

も
な
う
発
掘
調
査
の
結
果
、
大
小
二
つ
の
重
複

し
た
住
居
吐
・
土
坑
五
か
所
・
焼
土
祉
六
か
所
が
確
認
さ
れ
、

第
二
節
歴
史
概
要

２
近
世

近
世
の
稲
荷
は
、
最
初
、
公
文
名
村
の
中
の

支
配
の
変
遷
か
し
わ
ざ
じ
ん

稲
荷
新
田
で
あ
っ
た
。
茶
畑
の
『
柏
木
甚
右

え
も
ん

衛
門
覚
書
帳
』
（
叢
書
１
）
に
よ
れ
ば
、
独
立
し
た
村
と
な
っ
た

の
は
、
一
六
九
七
（
元
禄
十
）
年
で
あ
る
。

近
世
の
検
地
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
石
高
は
、
公

検
地

文
名
村
か
ら
の
分
村
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
六

す
ん
と
う
み
く
り
や

八
六
（
貞
享
三
）
年
の
「
駿
州
駿
東
郡
御
厨
公
文
名
村
稲
荷
村
御

差
出
帳
」
（
『
市
史
』
二
〒
四
八
号
）
に
よ
れ
ば
稲
荷
村
の
村
高
は
、

一
四
二
石
三
斗
一
升
九
合
で
あ
り
、
う
ち
田
方
が
二
三
石
三

土
師
器
片
・
須
恵
器
片
が
出
土
し
た
。
住
居
趾
の
描
造
と
遺
物

か
ら
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
集
落
の
一
端
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
世
の
稲
荷
は
佐
野
郷
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら

中
世

れ
る
が
、
資
料
は
存
在
し
て
い
な
い
（
佐
野
郷
に

つ
い
て
は
茶
畑
・
公
文
名
の
章
参
照
）
。
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第2節歴史概要

図表3 20稲荷の字

１
冊

江
川
立
口部

九

赤
目
赤
目

尺

松

ケ

供
養
塚

供
養
塚

窪

中沢

中
稲
荷
後

壷
日

稲ポ稲
荷

根 －
何
一
別

ｲ『

今

月
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図表3-21稲荷の字一覧斗
九
升
八
合
で
あ
り
、
畑
地
よ
り
も
田
地
の
多
い
村
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
正
保
郷
帳
で
一
七
石
三
斗
、
元
禄
郷
帳
で
三
六
石
余
、

天
明
高
帳
で
一
四
二
石
余
、
天
保
郷
帳
で
一
四
四
石
余
で
あ
っ

た
。

戸
数
お
よ
び
人
口
は
わ
か
ら
な
い
が
、
前
出

稲
荷
大
明
神

の
差
出
帳
に
よ
れ
ば
「
い
な
り
新
田
稲
荷

大
明
神
」
が
あ
り
、
六
反
四
畝
歩
の
除
地
が
あ
っ
た
と
す
る
。

赤目（アカメ）

稲荷(イナリ）

稲荷後(イナリウシロ）

稲荷前(イナリマエ）

刑部(ギヨウブ）

九尺(クシヤク）

供養塚(クヨウヅカ）

中沢(ナカザワ）

｢|噌根(ナカソネ）

松ケ窪(マツカクポ）

３
近
現
代

近
代
の
行
明
治
維
新
後
、
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一
八

政
単
位
七
四
（
明
治
七
）
年
稲
荷
は
静
岡
県
第
一
大
区
三

小
区
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
七
八
（
明
治
十
一
）
年

の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
郡

町
村
が
行
政
区
画
と
し
て
復
活
す
る
と
、
稲
荷
は
再
び
駿
東
郡

稲
荷
村
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
官
選

い
し
わ
き

い
ず
し
ま

戸
長
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
稲
荷
は
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島

た
み
ず
く
ぼ
ふ
た
つ
や

む
ぎ
つ
か

ひ
ら

田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平

ま
つ
ふ
か
ら
い
わ
な
み

松
・
深
良
・
岩
波
と
と
も
に
、
同
一
の
戸
長
の
も
と
に
管
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
か
ら
施

と
み
ざ
わ

行
さ
れ
た
町
村
制
に
先
だ
つ
町
村
合
併
で
、
稲
荷
は
富
沢
・
石

脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
久
根
・
公
文
名
・

こ
い
ず
み

麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
と
と
も
に
、
駿
東
郡
小
泉
村
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
二
年
後
の
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、
こ
の
小
泉
村
は

い
ず
み

二
つ
に
分
村
し
、
小
泉
村
と
泉
村
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
村
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第5章稲 荷

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
資
料
で
は

戸
数
と
人
口

戸
数
・
人
口
と
も
公
文
名
に
含
ま
れ
て
お
り
、

稲
荷
単
独
の
統
計
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
の
稲
荷
は
、
宅
地
の

進
展
が
著
し
い
。
世
帯
数
と
人
口
の
変
遷
は
一
九
七
五
（
昭
和

五
十
）
年
に
は
三
五
○
世
帯
、
一
三
一
八
人
で
あ
っ
た
が
、
一

九
九
五
年
現
在
の
世
帯
数
と
人
口
は
、
六
四
八
世
帯
、
一
七
八

三
人
と
急
増
し
て
い
る
。一

八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
二
月
作
成
の

田
畑
半
々
の
村

「
第
三
模
範
区
丁
組
合
田
方
収
穫
表
・
畑

方
収
穫
表
・
宅
地
地
価
表
」
（
『
市
史
』
四
上
二
九
号
）
に
よ
れ
ば
、

稲
荷
村
の
田
の
面
積
は
九
町
九
畝
二
四
歩
で
、
畑
は
一
○
町
四

に
よ
り
、
稲
荷
は
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・
茶
畑
・
平
松
と
と

も
に
泉
村
に
属
す
る
ゞ
）
と
に
な
り
、
戦
後
ま
で
、
こ
の
行
政
区

画
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
十
七
）
年
、
泉
村
は
小
泉
村
と
合
併
し
駿
東
郡
裾
野
町
と
な

り
、
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

入
‐

r

畝
一
五
歩
で
あ
っ
た
。
田
畑
相
半
ば
で
あ
っ
た
。

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た

生
業
の
変
化

農
業
集
落
は
稲
荷
単
独
で
は
な
い
。
お
そ
ら

く
公
文
名
の
一
集
落
で
あ
る
公
文
名
下
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、

一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
現
在
の
総
戸
数
は
二
三
戸
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
総
農
業
数
は
二
一
戸
で
、
ほ
と
ん
ど
が
農

業
に
従
事
し
て
い
る
。
ゞ
）
れ
が
一
九
九
○
年
に
な
る
と
総
戸
数

は
五
一
二
戸
と
急
増
し
て
い
る
が
、
総
農
家
数
は
一
六
戸
と
ほ

と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
ま
た
作
物
は
、
稲
や
麦
類
・
雑
穀
、
い

も
類
な
ど
を
多
く
栽
培
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
野
菜
類
や
花

き
類
に
主
力
が
置
か
れ
て
い
る
。

稲
荷
は
、
も
と
も
と
公
文
名
の
中
の
稲
荷
新
田

内
部
区
分

と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
現

在
で
も
、
行
政
区
は
公
文
名
の
中
の
一
区
と
二
区
と
な
っ
て
い

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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る
。
以
前
は
、
公
文
名
の
中
の
下
最
寄
の
中
に
入
っ
て
お
り
、

現
在
も
祭
り
な
ど
に
古
い
つ
き
あ
い
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
、
稲
荷
地
区
の
北
部
に
三
菱
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
社
宅
が
で

き
、
こ
ゞ
｝
は
単
独
で
自
治
会
を
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
に
作

写真3 20稲荷神社

蕊与

ドー

ョ ､遭
舗

F~

IL
稲
荷
の
氏
神
は
稲
荷
神
社
で
あ
る
。
も
と
も
と

稲
荷
神
社

は
稲
荷
の
旧
戸
と
公
文
名
の
下
最
寄
の
何
軒
か

の
家
で
ま
つ
っ
て
い
た
。
以
前
は
、
境
内
に
ス
ギ
の
巨
木
が
あ

り
、
こ
れ
が
御
神
木
で
あ
っ
た
。
祭
日
は
三
月
彼
岸
の
中
日
で
、

以
前
は
稲
荷
だ
け
で
は
な
く
公
文
名
全
部
の
子
ど
も
が
幟
を
持

ち
参
詣
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

稲
荷
に
は
、
二
基
の
順
礼
供
養
塔
が
あ
る
。

順
礼
供
養
塔

か
つ
て
は
公
文
名
公
民
館
前
の
や
や
南
方
、

つ
た
○

暁

患
“

腿
・
＊
§
瞬
蟻

風

h

三

難撫脅

写真3-21 順礼供養塔
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南
北
に
の
び
る
道
路
の
端
に
あ
っ
た
丸
彫
座
像
で
、
現
在
は
道

路
西
側
の
屋
敷
内
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
基
は
一

七
六
七
（
明
和
四
）
年
の
西
国
順
礼
供
養
像
、
も
う
一
基
は
一
七

ち
ち
ぷ
ば
ん
ど
う
よ
こ
ど
う

七
六
（
安
永
五
）
年
の
秩
父
坂
東
横
道
供
養
像
で
あ
る
。
こ
れ
ら

二
基
の
順
礼
供
養
塔
は
、
建
立
者
の
記
名
の
中
に
女
性
名
が
含

ま
れ
て
い
る
。
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図表3－23茶klllの位置
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ｊ
Ｊ
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Ｊ
一

一

ゞ、

－
，
，
１
ノ
ー
‐
、

、

、

、

、

、

、

1

1

畑

ち
や
ば
た
け

茶
右
衛
門
・
畑
右
茶
畑
は
古
い
村
落
で
あ
る
。
そ
の
茶
畑

衛
門
・
村
右
衛
門
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
興
味
深
い
話
が
あ
る
。
茶
右
衛
門
、
畑
右
衛
門
、
村
右
衛
門

の
三
人
が
ゞ
）
の
地
を
開
発
し
た
の
で
、
そ
の
三
人
の
頭
文
字
か

ら
茶
畑
村
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
柏
木
屋
敷

に
居
住
し
た
柏
木
家
が
中
世
以
来
の
家
で
あ
る
こ
と
も
ま
ち
が

い
な
い
・

さ
か
い

茶
畑
は
、
裾
野
市
の
南
部
に
位
置
し
、
南
側
は
境

位
置
み
し
ま
さ
の
い
ず

川
を
境
と
し
て
三
島
市
佐
野
（
伊
豆
佐
野
）
に
、
東

側
は
箱
根
山
中
で
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
に
隣
接
し
て
い

る
。
茶
畑
は
旧
駿
河
国
、
三
島
市
佐
野
は
旧
伊
豆
国
、
箱
根
町

は
旧
相
模
国
で
あ
る
の
で
、
国
境
の
村
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

く
も
み
よ
う
い
な
り

裾
野
市
域
の
中
で
は
、
茶
畑
の
北
側
に
公
文
名
・
稲
荷
、
西
側

ひ
ら
ま
つ

む
ぎ
つ
か

に
佐
野
・
平
松
、
南
側
に
麦
塚
が
位
置
し
て
い
る
。
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第6章茶 畑

地
形
と
土
茶
畑
は
、
土
地
の
高
低
差
が
顕
著
で
あ
る
。
裾

な
か
ま
る
て
ん
り
ち
よ
う

地
利
用
野
駅
東
口
の
東
側
に
あ
た
る
中
丸
と
天
理
町
は

な
だ
ら
か
な
台
地
状
の
土
地
で
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
住
宅
地
と
な

っ
て
い
る
。
宅
地
化
が
す
す
む
前
は
お
も
に
畑
が
広
が
っ
て
い

た
。
こ
の
台
地
状
の
土
地
と
、
平
松
と
の
境
界
線
付
近
は
、
や

や
高
く
な
り
、
現
在
で
は
墓
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
丸
か
ら

ほ
ん
ち
や
た
き
が
し
ら

東
側
の
本
茶
・
滝
頭
の
付
近
も
台
地
状
の
土
地
で
あ
る
が
、
と

ふ
か
ら

く
に
裾
野
市
立
東
小
学
校
の
東
側
に
は
深
良
用
水
を
利
用
し
た

水
田
が
ゆ
る
や
か
な
棚
田
状
で
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
か
ら
東
側
の
地
域
、
現
在
の
農
免
道

む
か
い
だ

す
ず

滝
路
が
通
っ
て
い
る
付
近
か
ら
裾
野
市
立
向
田
小
学
校
、
鈴

唖
厩
の
あ
た
り
は
低
地
で
あ
り
、
現
在
で
も
水
田
が
多
い
。

２
滝
頭
の
名
前
の
由
来
で
も
あ
る
不
動
の
滝
は
、
こ
の
高
低

２許
差
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
顕
著
な
場
所
で
あ
る
。
と
く
に
不

真写
動
の
滝
か
ら
東
側
の
地
域
、
な
か
で
も
向
田
小
学
校
の
付

近
は
、
か
つ
て
は
水
は
け
の
悪
い
湿
田
で
あ
っ
た
と
い
う
。

用
水
の
利
用
は
、
東
小
学
校
付
近
の
水
田
が
深
良
用
水
に

よ
る
灌
概
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
低
地
は
箱
根
山
を
水
源

い
Ⅱ
〃
た

と
す
る
入
田
川
・
境
川
か
ら
取
水
し
灌
概
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

水
田
の
潅
概
方
法
が
台
地
状
の
土
地
で
は
深
良
用
水
、
低
地
で

は
自
然
河
川
か
ら
と
い
う
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

茶
畑
に
は
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ば
れ
る
古
く
か
ら

集
落

の
集
落
が
六
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
最
寄
は
、
そ
れ

ぞ
れ
地
形
に
制
約
さ
れ
て
立
地
し
て
い
る
。
ま
ず
滝
頭
、
本
茶
、

中
丸
は
台
地
上
に
形
成
さ
れ
た
畑
作
の
集
落
で
あ
る
。
一
方
、
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第2節 歴史概要

み
ち
う
え

道
上
と
本
茶
の
一
部
は
前
述
の
低
地
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
土
地
の
高
低
に
つ
い
て
は
、
台
地
状
の
場
所
と
水
田

の
あ
る
低
地
と
で
は
地
震
の
と
き
の
揺
れ
が
異
な
り
、
水
田
の

あ
る
方
が
揺
れ
が
激
し
い
と
い
う
人
も
い
る
。

道
上
の
低
地
か
ら
徐
々
に
東
側
の
土
地
、
最
寄
で
い
え
ば
、

み
ね
し
た
い
ち
の
せ

峰
下
と
市
ノ
瀬
は
箱
根
山
も
近
く
な
り
、
山
麓
の
た
た
ず
ま
い

を
見
せ
て
い
る
。
峰
下
と
市
ノ
瀬
は
、
境
川
の
拓
い
た
谷
に
集

落
を
形
成
し
て
い
る
。
緩
や
か
な
傾
斜
を
段
々
畑
や
水
田
に
か

え
、
水
田
に
つ
い
て
は
境
川
か
ら
の
取
水
に
よ
っ
て
灌
概
を
行

っ
て
お
り
、
一
部
の
畑
地
で
は
芝
の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。

茶
畑
に
あ
る
公
共
施
設
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

施
設

も
の
が
あ
る
。
小
学
校
と
し
て
、
中
丸
に
裾
野
市

む
か
い
だ

立
東
小
学
校
（
茶
畑
三
三
九
）
、
字
名
で
向
田
に
裾
野
市
立
向
田

小
学
校
（
茶
畑
二
三
三
）
、
そ
の
西
側
農
免
道
路
沿
い
に
茶
畑

交
番
が
あ
り
、
本
茶
に
裾
野
市
消
防
署
茶
畑
分
遣
所
（
茶
畑
八

か
い
ら
く
え
ん

五
○
‐
一
）
が
あ
る
。
ま
た
、
滝
頭
の
偕
楽
園
や
、
後
述
す
る

「
柏
木
屋
敷
跡
」
も
現
在
で
は
裾
野
市
の
管
理
す
る
公
園
で
あ

１
中
世
以
前

縄
文
中
期
の
道
場
山
遺
跡
茶
畑
か
ら
は
、
旧
石
器
時
代
の

と
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、

縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
遺
跡
の

ど
う
ば
や
ま

て
ん
じ
ん
や
ま
ど
ん
や
し
き

う
ち
道
場
山
遺
跡
、
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡
は
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
道
場
山
遺
跡
は
浅
間
神
社
の
あ
る
独
立
丘
上

に
あ
る
縄
文
中
期
の
遺
跡
、
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡
は
向
田
小

学
校
北
側
の
丘
陵
上
に
あ
る
縄
文
中
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、

毒
｝
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
、
少
量
の
土
師
器
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
す
で
に
戦
前
の
段
階
で
、
官
幣
大
社
浅
間

神
社
社
務
所
「
富
士
の
遺
跡
』
（
一
九
二
九
、
古
今
書
院
）
と
「
静

岡
県
史
料
」
第
一
輯
（
一
九
三
○
、
静
岡
県
）
の
中
で
紹
介
さ
れ
、

る
C

第
二
節
歴
史
概
要
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第6章茶 畑

戦
後
の
調
査
報
告
書
と
し
て
は
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
「
裾
野

市
屯
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
（
一
九
七
四
）
、
同
『
裾
野

市
茶
畑
道
場
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
（
一
九
七
六
）
が
あ
る
。

道
場
山
遺
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
は
裾
野
市
教
育
委
員
会
、
天
神

山
・
屯
屋
敷
遺
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
は
裾
野
市
教
育
委
員
会
・

ぬ
ま
づ

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
茶
畑
の
中
で
、
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
縄

あ
い
し
よ
う
ば
ら

文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、
峰
下
遺
跡
（
峰
下
）
・
相
生
原
遺
跡

あ
お
ば
だ
い

お
お
い
り

（
青
葉
台
団
地
北
側
山
中
）
・
茶
畑
大
入
遺
跡
（
青
葉
台
団
地
内
）
・

ひ
が
し
え
の
う
ら
や
ま

東
江
ノ
浦
山
遺
跡
（
青
葉
台
団
地
北
側
山
中
）
が
あ
る
。

「
塚
」
と
呼
ば
れ
た
中
茶
畑
か
ら
は
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
は

丸
・
｜
ニ
ッ
石
古
墳
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
墳
時
代

み
つ
い
し

の
遺
跡
と
し
て
中
丸
・
三
シ
石
古
墳
が
あ
る
。
中
丸
・
三
シ
石

古
墳
は
、
東
小
学
校
の
北
側
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
、

み
や

茶
畑
で
は
「
塚
」
と
呼
ば
れ
、
な
か
で
も
中
央
の
一
基
は
「
宮

か
た
づ
か

方
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
中
丸
・
三
シ
石
古
墳
は
、

『
静
岡
県
史
料
』
第
一
輯
編
さ
ん
に
際
し
て
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
一
号
墳
・
二
号
墳
今
宮
方
塚
」
）
・
三
号
墳
・
三
シ
石
古
墳

と
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。

『
駿
河
記
』
に
記
「
駿
河
記
』
の
茶
畑
の
項
に
は
「
十
三
塚
」

さ
れ
た
十
一
一
一
塚
の
記
載
が
あ
る
。
『
駿
河
記
』
の
編
者
は

こ
の
塚
を
南
朝
方
武
士
の
戦
死
者
墳
墓
と
し
て
い
る
が
、
内
容

か
ら
判
断
し
て
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
十
三
塚
茶
畑
平
松
の
界
に
あ
り
。
建
武
二
年
乙
亥
十

二
月
十
二
日
足
柄
合
戦
官
軍
戦
死
の
地
な
り
。

大
小
の
塚
二
つ
あ
り
。
小
塚
は
先
年
里
人
塚
を
発
し
に
、

石
櫃
に
片
石
の
蓋
あ
り
。
内
に
朽
骨
計
り
に
て
分
明
な
ら

ず
。
ま
た
元
の
如
く
埋
置
し
と
云
。
古
五
輪
あ
り
。
村
老

は
中
将
為
冬
卿
の
御
塚
な
り
と
云
伝
へ
た
り
。
親
塚
と
云

は
あ
ま
た
の
亡
卒
を
集
て
埋
た
る
と
見
ゆ
。
総
て
不
浄
の

者
あ
た
り
へ
行
ば
必
崇
を
な
す
と
て
里
人
恐
れ
あ
へ
り
。

さ
の
は
ら

又
俗
に
座
頭
塚
と
云
。
此
辺
を
む
か
し
は
佐
野
原
と
唱
へ
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し
に
や
あ
ら
ん
。

中
世
の
茶
畑
茶
畑
の
場
合
、
集
落
の
形
成
は
、
中
世
ま
で

と
柏
木
家
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
茶
畑

と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
は

写真3 23柏木屋敷

で
き
な
い
が
、
茶
畑
は
周
辺
地
域
と
と
も
に
佐
野
郷
に
含
ま
れ

え
ん
が
く
じ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
佐
野
郷
は
、
円
覚
寺
文
書

（
『
鎌
倉
市
史
』
二
）
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
は
円
覚

か
ず
ら
や
ま

寺
の
造
営
料
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
葛
山
に
居
館
を
か
ま
え
て

い
た
葛
山
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
近
世
、

茶
畑
村
の
名
主
で
あ
っ
た
柏
木
家
に
残
さ
れ
た
三
○
○
○
点
を

超
え
る
柏
木
家
文
書
の
中
に
、
六
点
の
中
世
文
書
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
六
点
の
文
書
は
、
す
で
に
戦
前
『
静
岡
県
史
料
』

第
一
帽
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
四
点
は
、

佐
野
郷
浅
間
宮
神
領
・
修
造
な
ど
に
つ
い
て
の
葛
山
氏
元
発
給

文
書
で
あ
り
、
時
期
は
一
五
五
一
（
天
文
二
十
）
年
か
ら
一
五
五

八
（
永
禄
元
）
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
受
取
人
が
柏

木
宮
内
尉
で
あ
る
の
で
、
室
町
時
代
の
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
は
、
葛
山
氏
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
ゞ
｝
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
ゞ
｝
の
柏
木
家
の
屋
敷
は
境
川
の
横
に
あ
り
、
現
在
で
は

「
柏
木
屋
敷
跡
」
と
し
て
裾
野
市
が
管
理
す
る
公
園
と
な
っ
て

い
る
が
『
今
で
も
外
側
を
囲
む
土
塁
祉
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
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第6章茶 畑
き
る
。２

近
世

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
茶
畑
で
も
検
地
が
行

支
配
の
変
遷

わ
れ
た
。
最
初
の
検
地
は
、
一
六
○
九
（
慶

長
十
四
）
年
で
、
》
）
の
検
地
帳
で
は
じ
め
て
「
茶
畑
村
」
と
い

う
名
称
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
検
地
は
、
徳
川

い
な
た
だ
つ
ぐ

家
康
の
代
官
頭
伊
奈
忠
次
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

と
く
が
わ

よ
っ
て
、
茶
畑
は
家
康
の
蔵
入
地
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
徳
川

よ
り
の
ぷ

た
だ
な
が

頼
宣
（
の
ち
の
紀
州
徳
川
家
）
領
、
駿
河
大
納
言
徳
川
忠
長
領
、

幕
領
の
時
代
を
経
て
、
一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
以
降
は
小
田
原

藩
領
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
か

ら
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
ま
で
天
領
で
あ
っ
た
時
代
を
除
け
ば
、

幕
末
ま
で
一
貫
し
て
小
田
原
藩
領
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
の

ひ
ら
ま
つ
し
ん
で
ん

平
松
、
近
世
の
平
松
新
田
は
、
最
初
、
茶
畑
の
中
に
含
ま
れ
て

か
し
わ
ぎ
じ
ん
え
も
ん

い
た
が
、
『
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
』
（
叢
書
１
）
に
よ
れ
ば
、
一

六
九
七
（
元
禄
十
）
年
に
茶
畑
か
ら
分
村
し
て
い
る
。

近
世
の
検
地
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
村
高
は
、
一

検
地

六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
田

方
五
一
町
九
反
一
畝
歩
、
畑
方
三
八
町
三
反
五
畝
一
二
歩
、
平

松
新
田
分
の
畑
反
別
二
五
町
八
反
五
畝
二
四
歩
で
、
高
七
一
四

石
七
斗
二
升
八
合
で
あ
っ
た
。
三
年
後
の
一
六
八
○
（
延
宝
八
）

年
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
耕
地
面
積
に
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
な
い
が
、
村
高
に
増
加
が
見
ら
れ
、
田
畑
反
別
二
町
六
反

一
○
歩
、
高
九
七
二
石
七
斗
七
升
四
合
と
な
っ
て
い
る
。
平
松

新
田
が
分
村
し
た
後
の
石
高
は
、
正
保
郷
帳
四
六
○
石
余
、
元

禄
郷
帳
六
二
三
石
余
、
天
明
高
帳
七
五
七
石
余
、
天
保
郷
帳
七

六
四
石
余
と
な
っ
て
い
る
。

近
世
の
茶
畑
の
戸
数
と
人
口
は
、
軒
数
が
一

戸
数
と
人
口

三
○
軒
余
、
人
口
が
五
五
○
人
前
後
で
あ
り
、

近
世
を
通
じ
て
幕
末
ま
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
戸
数
の
内
訳
を
村
明
細
帳
に
よ
っ
て
見
る
と
、
一
六
七
七

（
延
宝
五
）
年
に
は
、
総
軒
数
一
二
一
軒
の
う
ち
、
名
主
二
軒
・

本
百
姓
三
九
軒
・
中
百
姓
二
四
軒
・
柄
在
家
四
五
軒
・
草
切
一

574



○
軒
・
平
松
新
田
組
頭
一
軒
と
い
う
描
成
を
見
る
）
｝
と
が
で
き

る
。
ゞ
｝
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
村
足
軽
一
軒
・
伯
楽
三
軒
・
医
者

一
軒
・
桶
屋
一
軒
・
定
使
一
軒
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
七
四
五

み
く
り
や
こ
い
ず
み

（
延
享
二
）
年
の
「
駿
州
駿
東
郡
御
厨
小
泉
庄
茶
畑
村
平
松
新
田

な
か
お

諸
色
害
上
帳
」
に
よ
れ
ば
、
茶
畑
は
中
尾
組
三
五
軒
・
滝
頭
組

三
二
軒
・
茶
畑
組
二
○
軒
・
仲
丸
組
三
四
軒
・
一
ノ
瀬
組
五
軒

の
合
計
一
二
六
軒
で
あ
り
、
大
工
一
人
．
医
師
一
人
．
鍛
冶
一

人
．
桶
屋
一
人
・
伯
楽
二
人
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
村
明
細
帳
に
は
、
近
世

村
の
姿

の
茶
畑
村
の
様
子
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
村
内
に
は
中
尾
組
・
滝
頭
組
・
中
丸
組
・
茶
畑

組
・
平
松
新
田
・
み
の
下
（
峯
下
）
・
市
ノ
瀬
と
い
う
集
落
が
あ

っ
た
。
神
社
や
小
祠
は
、
富
士
浅
間
神
社
（
除
地
九
斗
一
升
二

要
合
）
の
ほ
か
八
幡
・
十
二
天
・
神
明
宮
・
駒
方
・
天
神
・
金

概睡
山
・
舎
護
神
・
山
神
（
除
地
一
斗
三
升
三
合
）
な
ど
数
多
く
あ
る
。

が
ん
し
ょ
う
じ

節
寺
院
や
堂
は
時
宗
南
長
山
願
称
寺
（
除
地
二
石
四
斗
）
の
ほ
か
に
、

２

こ
う
げ
つ
じ

第
曹
洞
宗
伊
豆
江
月
寺
末
五
大
山
大
聖
庵
、
大
日
堂
（
除
地
六
斗

二
升
）
、
不
動
堂
な
ど
が
あ
る
。

名
主
の
柏
木
家
は
中
世
以
来
の
有
力
者
で
、
小
田
原
藩
領

村
々
の
元
締
め
的
役
割
を
長
く
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
屋
敷
跡

は
一
町
四
方
で
、
現
在
も
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。
と
く
に
寛
文

か
ら
元
禄
に
か
け
て
名
主
を
勤
め
た
柏
木
甚
右
衛
門
は
、
深
良

用
水
開
削
で
活
躍
し
、
一
六
八
八
（
元
禄
元
）
年
に
元
締
め
か
ら

み
し
ゆ
く

用
水
支
配
権
を
取
り
上
げ
た
際
、
領
主
か
ら
御
宿
村
平
次
郎
と

と
も
に
、
初
代
の
水
配
人
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記

録
、
「
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
』
が
あ
る
。

茶
畑
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
‐
七
三
）
に
開

深
良
用
水

削
さ
れ
た
深
良
用
水
に
よ
る
漉
概
地
域
で
あ
る
。

あ
し
の
こ

深
良
用
水
は
、
芦
ノ
湖
に
燧
道
を
掘
り
抜
き
、
芦
ノ
湖
水
を
通

水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裾
野
市
域
の
水
川
を
朧
慨
し
て
い
る
。

そ
の
開
削
は
、
一
六
六
六
（
寛
文
六
）
年
に
工
事
が
着
工
さ
れ
、

七
○
（
寛
文
十
）
年
に
竣
工
（
七
一
年
竣
工
と
い
う
異
説
も
あ
り
）
、

き
せ

し
ん

七
一
（
寛
文
十
一
）
年
に
燧
道
か
ら
黄
瀬
川
に
通
水
す
る
新
川
（
深

良
川
）
普
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
。
開
削
当
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第6章茶 畑

と
も
の
よ
え
も
ん

初
は
、
友
野
与
右
衛
門
等
元
締
の
管
理
下
に
あ
っ
た
が
、
八
八

（
貞
享
五
）
年
か
ら
は
用
水
を
利
用
す
る
村
々
か
ら
な
る
用
水
組か

み

織
、
井
組
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
井
組
は
、
上

ご
う
な
か
ご
う
し
も
ご
う

郷
・
中
郷
・
下
郷
に
分
か
れ
て
お
り
、
茶
畑
は
そ
の
う
ち
の
中

郷
に
属
し
て
い
た
。

『
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
』
は
、
こ
の
深
良
用
水
の
開
削
と

竣
工
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
二
つ
の

説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年
の

「
一
箱
根
堀
貫
未
八
月
朔
日
よ
り
初
、
亥
ノ
四
月
廿
二
日
二
出

来
候
、
水
通
り
候
事
、
廿
二
日
よ
り
通
り
候
」
と
い
う
記
述
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
と
は
年
月
が
異
な
り
矛
盾
す
る
が
、

一
七
一
九
（
享
保
四
）
年
の
「
箱
根
湖
水
堀
抜
之
儀
、
寛
文
六
年

午
ノ
七
月
堀
初
、
戌
年
迄
五
年
二
成
就
仕
候
」
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
ま
た
、
深
良
用
水
に
よ
る
耕
地
拡
張
は
、
茶
畑
の
場
合
、

荒
地
の
開
発
で
は
な
く
、
「
畑
成
田
」
と
呼
ば
れ
る
畑
地
か
ら

水
田
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
村
明
細

帳
は
、
そ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
耕
地
面
積

「
田
方
五
拾
壱
町
九
反
壱
畝
歩
」
の
う
ち
「
拾
五
町
八
反
余
箱

根
堀
貫
水
掛
り
畑
成
田
」
、
「
畑
方
三
拾
八
町
三
反
五
畝
廿
壱

歩
」
の
う
ち
「
拾
三
町
八
反
壱
畝
廿
歩
箱
根
堀
貫
水
一
一
而
亥

子
両
年
畑
成
田
」
と
な
っ
て
い
る
。

富
士
山
宝
一
七
○
七
（
宝
永
四
）
年
、
富
士
山
に
宝
永
山
が

永
の
噴
火
で
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
宝
永
の
噴
火
は
、
茶

畑
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
『
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書

帳
』
に
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
が
「
宝
永
四
亥
十
一
月
二
十
三

日
、
四
つ
時
分
よ
り
富
士
山
や
け
始
り
、
十
二
月
八
日
ノ
晩
迄

や
け
申
候
、
其
内
ハ
日
々
地
震
よ
り
御
厨
相
模
へ
砂
降
り
申

候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
十
一
月
四
日
か
ら
五

安
政
の
地
震

日
に
か
け
て
、
遠
州
灘
・
紀
伊
水
道
に
次
々

と
大
地
震
が
発
生
し
た
。
裾
野
市
域
の
場
合
は
、
遠
州
灘
に
震

源
を
持
つ
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
茶
畑
で
も
、

柏
木
家
文
書
の
「
地
震
潰
家
御
見
分
害
上
案
内
帳
」
に
よ
れ
ば
、

「
居
宅
本
潰
之
分
」
が
八
二
軒
を
数
え
て
い
る
（
『
市
史
』
三
‐
一
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図表3 24茶畑の字
室畳癌

吉
巨
堰

日 向

屯屋敷屋敷 鈴
原 逢

洞
立
弔

屯
勺
ａ
ｊ
Ｆ 引

地

引
地 金中 新谷御

所
海
道

御
所
海
道

滝
ケ
窪

滝
ケ
ノ

向
田

逢坂百百
一、

百百
一、

上
ノ
山

道
場
山

舞
台

丸 峰下

道上上

山
岸

中
尾金

山
本
馬
海
道

吉-L日ム
田一L九口
吉-L日ム
田一L九口

楠
橋坂

下西
原 野

添

予部
室
忍
幽
温
詞
謡

広
町道

添
境
川

西

西

原
｝
一
○

ｔ
ｔ
Ｌ



第6章茶 畑

中川原(ナカガワラ）

中御座尾(ナカコ、ザオ）

中平下(ナカダイラシタ）

中ノ入込(ナカノイリコミ）

中ノ尾(ナカノオ）

中丸(ナカマル）

中道(ナカミチ）

中見保(ナカミホ）

中八ツ蕪(ナカヤツカブ）

荷越(ニコシ）

西一本木(ニシイッポンギ）

西源太(ニシゲンタ）

西竹ノ倉(ニシタケノクラ）

西原(ニシハラ）

鶏窪(ニヮトリクボ）

野境(ノザカイ）

野添(ノゾエ）

花掛洞(ハナカケボラ）

花咲杉(ハナサキスギ）

日影林(ヒカケバヤシ）

東一本木（ヒガシイッポンギ）

東源太（ヒガシゲンタ）

東竹倉(ヒガシタケクラ）

引地(ヒキジ）

日向（ヒナタ）

日見ノ尾日影(ヒミノオヒカゲ）

日見ノ尾日向（ヒミノオヒナタ）

広町(ヒロマチ）

吹嵐日影(フキアラシヒカゲ）

吹嵐日向(フキアラシヒナタ）

吹嵐山(フキアラシヤマ）

藤沢洞(フジサヮポラ）

富士見台(フジミダイ）

舞台(プタイ）

ニツ塚(フタツヅカ）

太川（フトガヮ）

武名入(ブナイリ）

本洞(ホンポラ）

本馬海道(ホンマカイドウ）

前丸塚(マエマルヅカ）

|H1小見(マコ’ミ）

間小見日向(マゴミヒナタ）

|川小見l｣I(マゴミヤマ）

丸塚向(マルヅカムカイ）

丸日図(マルピズ）

三国峠(ミクニトウゲ）

水蕪山（ミズカブヤマ）

水見尾（ミズミオ）

水見尾日影（ミズミオヒカゲ）

水見尾日向（ミズミオヒナタ）

道上（ミチウエ）

道下（ミチシタ）

道添(ミチゾエ）

南コヤバ(ミナミコヤバ）

南沢（ミナミサワ）

南沢日影（ミナミサワヒカゲ）

南沢日向（ミナミサワヒナタ）

峰下(ミネシタ）

見砿山（ミヒロヤマ）

見洞（ミポラ）

向田(ムカイダ）

ﾘl治塚(メイジヅカ）

八ツ蕪(ヤツカブ）

lll岸(ヤマギシ）

l｣|伏峠(ヤマブシトウゲ）

ヨコテサガ(ヨコテサガ）

鎧義山(ヨロギヤマ） ’
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図表3 25茶畑の字一覧

相生原(アイショウバラ）

相ノ洞(アイノホラ）

朝縄洞(アサナワポラ）

鐙沢(アブミサワ）

新谷(アラヤ）

イケニンドウ場(イケニンドウバ）

石原洞(イシハラポラ）

市ノ瀬(イチノセ）

市場平(イチバダイラ）

芋平(イモダイラ）

岩水(イワミズ）

上ノ山(ウエノヤマ）

上ハタバコ（ウエハタバコ）

牛坂山(ウシザカヤマ）

後山(ウシロヤマ）

後呂山(ウシロヤマ）

姥山(ウバヤマ）

江洞(エポラ）

逢坂(オウサカ）

逢洞(オウポラ）

大入(オオイリ）

大久保(オオクポ）

大沢(オオサワ）

大平(オオダイラ）

大谷日影(オオタニヒカケ）

大谷| |向(オオタニヒナタ）

大緩(オオダルミ）

大符(オオブセ）

大符茅場(オオブセカヤバ）

大持場(オオモチバ）

奥嵯||賊(オクサガ）

金沢(カナザワ）

金敷場(カナシキバ）

金山(カナヤマ）

カニガ窪(カニカクポ）

カニガ窪日影(カニガクボヒカゲ）

上大久保(カミオオクボ）

神亀平(カミカメダイラ）

上北コヤバ(カミキタコヤバ）

上御座尾(カミコ評ザオ）

上嵯||脱(カミサガ）

上ノ入込(カミノイリコミ）

上武名入(カミブナイリ）

上前嵯峨(カミマエサガ）

上八ツ蕪(カミヤツカブ）

北ノ沢(キタノサワ）

木ノ根坂(キノネザカ）

楠橋(クスバシ）

広又戸(コウシャド）

鴻ノ巣(コゥノス）

御座尾(ゴザオ）

御座尾日影(ゴザオヒカケ）

御座尾l l向(ゴザオヒナタ）

御所海道(ゴショカイト≦ウ）

境川(サカイガヮ）

逆刈込(サカサカリコミ）

坂下(サカシタ）

志代(シシロ）

下ハタバコ（シタハタバコ）

下御座尾(シモゴザオ）

下ノ入込(シモノイリコミ）

下吹上(シモフキアゲ）

下前嵯峨(シモマエサガ）

杓子峠(シャクシトウゲ）

城I｣I(シロャマ）

新茅野(シンヵャノ）

新梨(シンナシ）

新梨H向(シンナシヒナタ）

菅沢(スゲサヮ）

菅ノ沢(スゲノサワ）

鈴原(スズハラ）

太鼓打場(タイコウチバ）

高堰(タカセギ）

滝ケ窪(タキガクポ）

滝頭(タキガシラ）

滝ノ沢(タキノサワ）

竹ノ倉(タケノクラ）

天U｣塚(テンメイヅカ）

道場山（ドウバヤマ）

道判坂（ドウハンサカ）

屯屋敷（トンヤシキ）

中尾(ナカオ）
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七
三
号
）
。

茶
畑
村
で
は
、
一
六
七
三
（
寛
文
十
三
）
年
に
十

村
の
事
件
い
ず
し
誤
た

分
一
税
の
掛
か
る
物
品
を
伊
豆
島
田
村
番
所
を

通
ら
ず
に
伊
豆
佐
野
村
道
を
通
り
三
島
へ
隠
し
輸
送
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
旨
、
惣
百
姓
が
連
印
し
て
名
主
甚
右
衛
門
・
八
左

衛
門
に
手
形
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
、

今
回
実
施
さ
れ
た
検
地
に
つ
き
色
付
（
田
畑
の
評
価
）
相
違
の
旨

村
内
覚
左
衛
門
が
訴
え
た
が
、
根
拠
を
示
せ
ず
、
詫
び
状
を
書

い
て
い
る
。
一
七
○
○
（
元
禄
十
三
）
年
二
月
十
五
日
に
は
、
苗

代
の
草
取
り
や
刈
敷
を
か
る
日
限
な
ど
の
村
議
定
を
行
っ
て
い

る
。

一
七
八
○
（
安
永
九
）
年
に
、
吉
右
衛
門
ら
四
名
が
タ
、
ハ
コ
の

火
の
不
始
末
か
ら
山
火
事
を
起
こ
し
て
村
役
人
に
詫
び
状
を
入

れ
て
い
る
。
一
七
八
三
（
天
明
三
）
年
に
も
、
中
尾
組
磯
右
衛
門

の
妻
子
が
タ
等
ハ
コ
に
よ
る
失
火
事
件
を
起
こ
し
内
林
を
四
五
か

所
焼
失
し
た
。
本
来
の
規
定
で
は
過
料
銭
一
貫
五
○
○
文
を
支

払
う
今
へ
き
と
〉
｝
ろ
、
女
と
一
五
歳
以
下
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
の

３
近
現
代

近
世
を
通
じ
て
ほ
ぼ
小
田
原
藩
領
で
あ
っ
た

行
政
の
変
遷

茶
畑
は
、
明
治
維
新
後
、
大
区
小
区
制
の
施

行
に
よ
っ
て
、
’
八
七
四
（
明
治
七
）
年
静
岡
県
第
一
大
区
三
小

区
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編

制
法
に
よ
っ
て
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
再
び
駿
東
郡
茶
畑

村
と
な
っ
た
。
ま
た
、
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
官
選
戸
長
制
が

い
し
わ
き

み
ず
く
ぼ
ふ
た
つ

実
施
さ
れ
、
茶
畑
は
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ

や
く
れ

い
わ
な
み

屋
・
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
平
松
・
深
良
・
岩
波
と

と
も
に
、
同
一
の
戸
長
の
も
と
に
管
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
八

九
（
明
治
二
十
二
）
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
町
村
制
に
先
立
つ
大
規

で
、
三
○
人
分
の
人
足
を
つ
と
め
る
こ
と
で
免
除
さ
れ
た
。

一
七
八
八
（
天
明
八
）
年
、
願
称
寺
住
職
が
博
打
に
荷
担
し
詫

び
状
を
入
れ
て
い
る
。
一
七
九
五
（
寛
政
七
）
年
に
は
、
当
村
の

つ
か
は
ら
し
ん
で
ん

角
力
興
業
中
に
豆
州
塚
原
新
田
の
若
者
と
村
の
若
者
が
口
論
、

怪
我
に
及
ぶ
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
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と
み
ざ
わ

模
な
町
村
合
併
で
、
富
沢
・
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水

窪
・
ニ
ッ
屋
・
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
平
松
と
と
も

に
茶
畑
は
駿
東
郡
小
泉
村
に
属
し
、
大
字
茶
畑
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
二
年
後
の
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、
こ
の
小
泉
村
は
こ

い
ず
み

っ
に
分
村
し
、
小
泉
村
と
泉
村
に
な
っ
た
が
、
茶
畑
は
久
根
・

公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
平
松
と
と
も
に
泉
村
に
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
裾
野
町
成
立
ま
で
続
い
た
。
一

九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
泉
村
は
小
泉
村
と
合
併
し
駿
東
郡

裾
野
町
と
な
り
、
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
に
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

近
代
の
戸
数
．
明
治
維
新
後
、
は
じ
め
て
確
認
で
き
る
茶

人
口
と
生
業
畑
の
戸
数
・
人
口
は
、
「
小
区
表
編
立
調

査
」
に
よ
れ
ば
、
’
八
七
五
（
明
治
八
）
年
二
月
、
一
二
九
戸
、

要
社
一
座
、
寺
一
軒
で
、
人
口
は
六
六
三
人
（
男
三
三
七
人
・
女
三

概嘩
三
ハ
人
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
農
が
四
○
五
人
と
な
っ
て
い

節
る
。
ま
た
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村

２第
調
書
（
泉
村
）
」
で
は
戸
数
一
四
○
、
人
口
八
四
九
人
（
男
四
一
二

人
・
女
四
二
八
人
）
で
あ
る
。
同
資
料
で
は
ま
た
田
五
八
町
歩
余
、

畑
四
○
町
歩
余
と
あ
り
、
田
畑
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
り
、
著
名
物

産
と
し
て
薪
、
繭
、
三
櫛
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
『
市
史
』
四

三
四
八
号
）
。
現
在
の
世
帯
数
と
人
口
に
つ
い
て
見
る
と
、
一

九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
一
四
八
七
世
帯
・
五
六
八
一
人
（
男
二
八

一
三
人
・
女
二
八
六
八
人
）
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
二
一
二

一
世
帯
・
七
八
六
四
人
（
男
三
八
七
七
人
・
女
三
九
八
七
人
）
、
一

九
九
五
年
二
五
八
○
世
帯
・
八
四
七
九
人
（
男
四
三
一
九
人
・
女

四
三
五
○
人
）
で
あ
る
。

茶
畑
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
麦
塚
・
平
松
と
と

学
校
じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

も
に
潤
身
館
と
呼
ば
れ
る
初
等
教
育
機
関
の
学
区

せ
き
ば
ら

と
な
っ
た
。
翌
年
、
潤
身
館
は
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
堰
原
・
二

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

お
ん
ち
か
ん

シ
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
た
洗
旧
舎
と
合
併
し
温
知
館
と
な
る
。

さ
ら
に
、
温
知
館
は
一
八
八
六
（
肌
治
十
九
）
年
佐
野
原
小
学
校

に
発
展
し
て
い
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
佐
野
原
尋
常

小
学
校
と
な
り
、
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
佐
野
原
尋
常
小

学
校
は
小
泉
村
に
つ
い
て
は
小
泉
尋
常
小
学
校
、
泉
村
に
つ
い
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て
は
泉
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
茶
畑
は
泉
村
に
属
し
て

い
た
た
め
、
泉
尋
常
小
学
校
の
学
区
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

泉
尋
常
小
学
校
に
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
高
等
科
設
置
、

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
泉
村
国
民
学
校
と
な
る
。
戦
後
、
一

九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
泉
村
立
小
学
校
、
裾
野
町
の
発
足
に

と
も
な
い
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
裾
野
町
立
東
小
学
校
、

市
制
施
行
に
と
も
な
い
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
立

東
小
学
校
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
児
童
数
の
増

加
に
よ
り
、
一
九
八
九
年
裾
野
市
立
向
川
小
学
校
が
茶
畑
に
開

校
さ
れ
て
い
る
。
向
田
小
学
校
に
は
、
滝
頭
の
一
部
・
道
上
・

峰
下
・
市
ノ
瀬
の
ほ
か
、
鈴
原
・
茶
畑
団
地
・
青
葉
台
な
ど
新

た
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
る
。

新
制
中
学
校
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
泉
小
学
校
内

に
開
校
し
た
泉
村
立
泉
中
学
校
が
あ
る
。
泉
中
学
校
は
、
そ
の

後
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
稲
荷
に
移
転
、
一
九
五
二
（
昭

和
二
十
七
）
年
裾
野
町
立
東
中
学
校
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）

年
裾
野
市
立
東
中
学
校
と
な
り
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年

に
公
文
名
の
現
在
地
に
移
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

す
ず
き
あ
さ
ぞ
う

佐
野
生
ま
れ
の
鈴
木
朝
蔵
が
怪
我
・
病
気
の
治
癒

天
理
町

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）

年
に
天
理
教
に
入
信
し
た
。
鈴
木
は
講
元
と
し
て
布
教
を
続
け

る
な
か
、
現
在
の
茶
畑
の
天
理
町
の
地
を
拠
点
と
し
た
。
彼
の

布
教
活
動
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
京
都
河
原
町
分
教

が
く
と
う

会
内
嶽
東
出
張
所
部
内
布
教
事
務
取
扱
所
と
な
り
、
翌
年
佐
野

原
出
張
所
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
）
年
佐
野
原
支
教
会
、
一

九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
佐
野
原
大
教
会
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
教
会
の
発
展
の
中
で
、
こ
の
教
会
の
周
囲

に
天
理
教
信
者
が
集
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
天
理
町
が

形
成
さ
れ
た
。
ま
た
平
松
と
の
境
に
天
理
教
墓
地
も
造
ら
れ
て

い
る
。

泉
村
「
騒
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
泉
村
の
村
会
で
、

擾
」
事
件
部
落
有
財
産
の
統
一
が
議
決
さ
れ
た
。
部
落
有

財
産
の
統
一
は
、
一
九
一
○
年
代
に
全
国
的
に
推
進
さ
れ
た
が
、

泉
村
に
お
い
て
も
、
村
内
の
共
有
地
を
統
一
す
る
こ
と
が
議
決
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
共
有
地
の

ほ
と
ん
ど
が
茶
畑
の
共
有
地
、
茶
畑
山
で
あ
っ
た
た
め
に
、
お

も
に
茶
畑
内
の
人
々
か
ら
反
対
の
声
が
あ
が
り
、
同
年
八
月
に

は
反
対
派
住
民
が
村
会
に
押
し
寄
せ
る
な
ど
の
「
騒
擾
」
に
ま

写真3－24海軍機墜落現場の「忠魂碑」

で
発
展
し
た
。
最
終
的
に
は
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
「
和

解
」
に
至
り
統
一
は
条
件
付
で
実
施
さ
れ
て
い
る
（
湯
川
郁
子

「
泉
村
『
騒
擾
』
事
件
ノ
ー
ト
」
「
市
史
研
究
」
四
号
）
。

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東

関
東
大
震
災

大
震
災
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
は
少
な
か
っ

た
が
、
震
災
後
、
地
下
水
の
変
化
が
あ
っ
た
。
と
く
に
本
茶
で

は
、
用
水
の
水
量
が
著
し
く
減
少
し
、
水
川
か
ら
畑
地
へ
の
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
耕
地
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

海
軍
機
墜
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
七
月
十
五
日
、
海
軍

落
事
件
中
佐
菅
久
恒
雄
な
ど
八
名
を
乗
せ
た
海
軍
機
が

訓
練
か
ら
の
帰
途
、
茶
畑
山
に
て
墜
落
し
、
同
乗
し
て
い
た
八

名
全
員
が
死
亡
し
た
。
墜
落
現
場
に
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
十

六
）
年
「
忠
魂
碑
」
が
建
て
ら
れ
、
戦
後
、
一
九
五
一
（
昭
和
二

十
六
）
年
滝
頭
不
動
尊
横
に
「
殉
難
勇
士
之
碑
」
が
建
て
ら
れ

た
。
い
ず
れ
の
石
碑
も
現
存
し
て
い
る
。
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茶畑の集落

市三 島
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「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
○

生
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
三
○
一
戸
の
う

ち
、
総
農
家
数
一
七
三
戸
、
う
ち
専
業
が
四
二
戸
、
第
一
種
兼

業
が
六
八
戸
、
第
二
種
兼
業
が
六
三
戸
と
農
業
に
従
事
す
る
家

が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
が
三
○
年
後
の
一
九
九
○
年

な
る
と
、
総
戸
数
一
三
○
六
戸
の
う
ち
、
総
農
家
数
一
○
六
戸
、

う
ち
専
業
が
五
戸
、
第
一
種
兼
業
が
六
戸
、
第
二
種
兼
業
が
九

五
戸
と
、
総
戸
数
が
四
倍
強
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
を
主
体
に
行
う
家
は
一
○
分
の
一
に
激
減
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
茶
畑
の
範
域
が
宅
地
開
発
の
渦
中
に
あ
っ
て
現
在
も
新

興
住
宅
地
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

生
業
の
変
化
も
同
様
で
あ
る
。
一
九
六
○
年
の
作
物
類
別
収

穫
面
積
で
は
、
稲
が
六
五
・
二
吟
夕
、
麦
類
・
雑
穀
が
八
五
・
二

鯵
夕
、
い
も
類
が
三
九
・
二
腸
夕
と
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

る
。
こ
れ
が
一
九
九
○
年
に
な
る
と
、
稲
が
一
五
六
・
一
肪
夕
と

増
え
て
い
る
も
の
の
、
麦
類
・
雑
穀
は
二
・
九
珍
夕
、
い
も
類
が

一
○
・
一
珍
夕
と
か
な
り
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
工
芸
作
物
類

は
一
二
・
一
か
ら
五
・
九
腸
夕
に
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
野
菜

類
は
四
二
・
二
か
ら
四
八
・
六
熔
夕
と
あ
ま
り
変
動
が
な
い
。
ま

た
、
花
き
類
は
○
か
ら
二
五
・
四
肪
夕
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

施
設
園
芸
農
家
が
七
戸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。

な
か
ま
る

一
九
九
九
年
現
在
の
行
政
区
は
、
中
丸

行
政
区
と
最
寄
か
み
な
か
讃
る
な
か
な
か
ま
る
し
‐

上
・
中
丸
中
・
中
丸
下
・
天
理
町
・
滝

み
ね
し
た
い
ち
の
せ

頭
・
本
茶
・
道
上
・
峰
下
市
の
瀬
・
鈴
原
・
茶
畑
団
地
・
青
葉

い
ず
み
ふ
じ
み
だ
い

台
・
和
泉
・
富
士
見
台
の
一
三
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
宅
地
化

の
進
展
と
団
地
造
成
に
よ
っ
て
世
帯
数
．
人
口
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
九
九
年
三
月
一
日
現
在
、
二
八
三
三
世
帯
・
八
八

四
四
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
鈴
原
（
一
九
七
三
’
七
五
年

造
成
）
・
茶
畑
団
地
（
一
九
七
二
’
七
四
年
入
居
）
・
青
葉
台
（
一
九

七
八
年
造
成
）
・
和
泉
・
富
士
見
台
は
、
新
し
く
造
成
さ
れ
た

住
宅
地
で
あ
る
。
以
前
か
ら
の
ム
ラ
と
し
て
存
続
し
て
き
た
の
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図表3－27茶畑の内部区分 は
、
中
丸
上
・
中
丸
中
・
中
丸
下
・
天
理
町
・
滝
頭
・
本
茶
・

道
上
・
峰
下
市
の
瀬
で
あ
り
、
茶
畑
大
区
も
こ
れ
ら
八
区
と
和

泉
区
を
合
わ
せ
た
九
区
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
、
現
在
で
は
、
宅
地
化
が
す
す
ん
で
い
る
が
、
ム
ラ
と
し
て

の
景
観
と
組
織
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
宅
地
化
の
進
展
の
も
っ

と
も
著
し
い
の
は
、
造
成
地
を
除
け
ば
、
裾
野
駅
東
口
に
近
い

中
丸
上
・
中
丸
中
・
中
丸
下
・
本
茶
な
ど
で
あ
り
、
と
く
に
、

東
口
に
隣
接
す
る
地
域
は
住
宅
密
集
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
丸
上
・
中
丸
中
・
中
丸
下
は
、
現
在
で

は
行
政
区
上
分
か
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
中
丸
と
し
て
一

組
一
ル
ー
１
－
一
一
一

Ｒ
Ｊ
、
／
白
■
。
ハ
ｘ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
皿
ｎ
ｘ
Ｕ
に
●
』

１
東
中
西

１
１
１
１

，
Ｊ
ワ
』
９
］

寄
メ
三
三
Ⅲ

し
一
／
１

雌

小

一

三
型

I:|1丸

上

区
九

中 丸 FI!

I I皇↑ 丸下

和 泉

富士見台

天 理 町

'二1 ．2

中l～3
本 茶本 茶

東l～3

西'~3
頂 ，~,，滝 頭 滝

坂 ’

上

’ | ！

’、

つ
の
集
落
で
あ
り
、
天
理
町
は
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
天

理
教
会
が
こ
の
土
地
に
で
き
て
か
ら
教
会
関
係
者
が
集
住
す
る

よ
う
に
な
り
形
成
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。
ま
た
、
峰
下
と
市
ノ

瀬
は
、
行
政
区
と
し
て
は
一
つ
で
あ
る
が
、
異
な
る
集
落
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な
宅
地
化
が
進
展
す
る
以
前

の
茶
畑
は
、
中
丸
・
天
理
町
・
滝
頭
・
本
茶
・
道
上
・
峰
下
・

市
ノ
瀬
と
い
う
七
集
落
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、

た
と
え
ば
中
丸
最
寄
・
教
会
最
寄
（
天
理
町
）
・
滝
頭
最
寄
と
い

う
よ
う
に
最
寄
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ゞ
）
の
最
寄
が
茶
畑
の
中
で

生
活
を
い
と
な
む
人
々
の
基
本
的
な
生
活
単
位
と
な
っ
て
き
た
。

道上道 ’

峰 ・ﾄﾞ

.｢|ゴノ瀬

Z
一参一三

４
］一

一
５

峰下市の瀬

８
冊
羽

へ
）
〉

戸
〆

１

１
１

鈴 原

県営茶畑団地

青葉台団地 一一

茶
畑
全
体
の

区
の
役
職

役
職
は
と
く

に
な
い
。
浅
間
神
社
祭
典
に

お
い
て
は
、
中
丸
上
・
中
丸

中
・
中
丸
下
・
天
理
町
・
道

上
・
滝
頭
・
本
茶
・
峰
下
市

ノ
瀬
・
和
泉
の
各
区
か
ら
祭
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典
委
員
を
選
出
し
役
割
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

各
区
の
役
員
に
つ
い
て
す
べ
て
を
明
記
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
ゞ
三
）
で
は
本
茶
の
役
員
を
あ
げ
て
お
く
。
区
長
一

名
・
副
区
長
二
名
・
会
計
一
名
の
ほ
か
、
体
育
部
長
一
名
・
体

育
委
員
三
名
、
衛
生
委
員
長
一
名
・
衛
生
委
員
二
名
、
班
長
一

名
、
浅
間
神
社
祭
典
委
員
九
名
、
箱
根
水
利
組
合
長
一
名
、
山

岳
委
員
二
名
、
氏
子
総
代
会
会
長
一
名
、
浅
間
神
社
氏
子
総
代

一
名
ほ
か
、
消
防
団
や
子
供
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
役

員
な
ど
が
あ
る
。
任
期
は
、
ほ
と
ん
ど
一
年
で
あ
る
。

山
岳
委
員
会
と
い
う
の
は
、
茶
畑
山
と
い
う
共
有
地
を
管
理

す
る
組
織
で
、
中
丸
・
滝
頭
・
本
茶
・
天
理
町
・
道
上
・
峰

下
・
市
ノ
瀬
の
各
最
寄
の
権
利
者
二
二
名
の
中
か
ら
山
岳
委

員
を
選
出
し
運
営
し
て
い
る
。
役
員
は
、
委
員
長
・
副
委
員

長
・
会
計
・
副
会
計
・
書
記
・
副
書
記
・
道
路
委
員
長
・
副
道

路
委
員
長
・
道
路
委
員
・
監
査
な
ど
が
あ
る
。

茶
畑
山
に
つ
い
て
は
、
大
正
初
期
の
泉
村
「
騒

共
有
財
産

擾
」
事
件
以
後
、
二
二
名
の
権
利
者
に
よ
っ

て
管
理
維
持
さ
れ
て
い
る
。
茶
畑
山
は
戦
後
、
山
の
上
の
方
を

藤
田
観
光
に
売
却
し
、
下
の
方
は
最
寄
ご
と
に
分
割
し
た
。
そ

の
と
き
、
さ
ら
に
最
寄
の
中
で
も
各
権
利
者
に
分
割
し
た
。
現

在
残
っ
て
い
る
の
は
、
山
の
神
の
周
囲
五
反
ほ
ど
と
浅
間
神
社

の
所
有
地
で
あ
る
。
山
の
神
は
、
一
月
と
九
月
十
七
日
に
祭
り

を
行
う
が
、
九
月
の
祭
り
の
前
に
は
道
作
り
を
し
て
い
る
。

茶
畑
全
体
の
氏
神
と
し
て
浅
間
神
社
が
あ
る
。

浅
間
神
社

「
神
社
明
細
帳
」
に
よ
れ
ば
、
創
立
年
月
は
不

詳
だ
が
古
来
「
浅
間
五
社
」
と
称
し
、
字
宮
内
に
あ
っ
た
と
す

る
。
ゞ
）
れ
が
元
宮
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
東
中

学
校
南
に
あ
た
る
。
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
の
地
震
に
加
え
、

同
年
六
月
二
十
三
日
の
暴
風
の
た
め
社
地
が
崩
壊
し
た
た
め
、

同
年
八
月
に
現
在
地
に
遷
し
た
と
い
う
。
ゞ
｝
の
浅
間
神
社
に
は
、

明
治
期
に
各
最
寄
の
氏
神
が
合
祀
さ
れ
た
。
合
祀
さ
れ
た
神
社

は
、
山
神
社
・
舎
護
神
社
・
十
二
神
社
・
駒
形
神
社
・
天
神

宮
・
金
山
神
社
な
ど
で
、
八
月
二
十
五
日
の
合
社
祭
は
盛
大
に

行
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
十
月
十
五
日
に
は
例
大
祭
が
あ
る
。
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二
二
戸
共
有
地
と
し
て
茶
畑
の
共
有
を
管
理
し

山
の
神

て
い
る
家
々
に
よ
っ
て
、
茶
畑
山
に
山
の
神
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
山
の
神
は
、
「
嶽
の
山
の
神
」
と
「
里
の
山

の
神
」
の
二
社
あ
る
。
茶
畑
山
の
中
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
が

嶽
の
山
の
神
で
、
九
月
の
祭
り
の
前
に
は
道
作
り
も
行
わ
れ
る
。

一
月
十
七
日
と
九
月
十
七
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
オ
フ
ル
マ
イ

（
お
振
る
舞
い
）
と
呼
ば
れ
る
直
会
は
最
寄
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
。

茶
畑
を
含
む
一
二
の
ム
ラ
に
よ
っ
て
、
吉
田
さ

吉
田
さ
ん

ん
（
吉
田
神
社
）
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
ま
つ
ら
れ

て
い
る
。
お
よ
そ
二
一
○
年
前
に
疫
病
が
流
行
し
た
際
に
、
京

都
の
吉
田
神
社
か
ら
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
吉
田
さ
ん
は
特
定
の
場
所
に
社
殿
を
設
け
て
い
る
の

で
は
な
く
、
吉
田
さ
ん
の
神
輿
を
毎
年
順
番
に
ム
ラ
送
り
に
し

こ
、
フ
や
ま

て
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。
神
輿
は
、
神
山
・
岩
波
↓
石
脇
↓
佐

野
↓
茶
畑
↓
伊
豆
佐
野
（
三
島
市
）
↓
麦
塚
↓
ニ
ッ
屋
↓
平
松
↓

公
文
名
・
稲
荷
↓
久
根
と
い
う
順
番
で
ム
ラ
送
り
に
さ
れ
て
い

る
。
茶
畑
の
場
合
、
佐
野
か
ら
神
輿
を
渡
さ
れ
、
伊
豆
佐
野
に

送
っ
て
い
る
が
、
一
九
九
三
年
は
茶
畑
で
吉
田
神
社
の
祭
り
が

行
わ
れ
た
。
ゞ
｝
の
年
は
、
三
月
二
十
八
日
に
佐
野
か
ら
神
輿
を

渡
さ
れ
、
四
月
三
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
吉
田
さ
ん
は
荒
い

神
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
以
前
は
神
輿
を
佐
野
か
ら
送
ら
れ
る
と

き
に
操
み
合
い
が
あ
り
、
ま
た
、
神
輿
が
茶
畑
の
中
を
巡
る
際

に
も
荒
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
（
杉
村
齊
「
駿
東
（
中
・
北

駿
）
地
域
の
吉
田
信
仰
」
『
市
史
研
究
」
七
号
）
。

本
茶
最
寄
で
は
金
毘
羅
神
社
を
ま
つ
っ
て
い

金
毘
羅
神
社

る
。
も
と
も
と
は
、
柏
木
屋
敷
の
柏
木
家
が

ま
つ
っ
て
い
た
神
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

一
月
十
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
本
茶
の
中
の
上
組
・
中
組
・
東

組
が
順
番
で
当
番
を
つ
と
め
て
い
る
。

滝
頭
・
本
茶
・
市
ノ
瀬
・
道
上
な
ど
、
最
寄

サ
イ
ノ
カ
ミ

ご
と
に
サ
イ
ノ
カ
ミ
（
道
祖
神
）
が
ま
つ
ら
れ

て
い
る
。
小
正
月
の
ド
ン
ド
ャ
キ
の
前
に
は
、
以
前
は
サ
イ
ノ

カ
ミ
の
近
く
に
子
ど
も
が
小
屋
が
け
を
し
、
そ
の
小
屋
を
中
心
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に
遊
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
で
も
、
ド
ン
ド
ャ
キ

は
行
わ
れ
て
い
る
。

が
ん
し
ょ
う
じ

茶
畑
の
中
に
は
、
檀
家
を
持
た
な
い
願
生
寺
（
時

耕
月
寺

宗
）
の
ほ
か
に
は
寺
院
は
存
在
し
て
い
な
い
。
多

こ
、
フ
煙
り
つ
じ

く
は
、
伊
豆
佐
野
（
三
島
市
）
の
耕
月
寺
（
曹
洞
宗
）
の
檀
家
に
な

も
も
ぞ
の
じ
よ
う
り
ん
じ

っ
て
い
る
。
耕
月
寺
は
桃
園
の
定
輪
寺
（
曹
洞
宗
）
の
末
寺
で
あ

る
。
茶
畑
の
中
で
も
、
市
ノ
瀬
の
家
々
は
現
在
で
は
耕
月
寺
の

し
よ
』
う
じ
ゆ
い
ん

檀
家
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
深
良
の
松
寿
院
の
檀
家

で
あ
っ
た
と
い
う
。
市
ノ
瀬
は
、
深
良
の
人
々
が
こ
の
土
地
へ

移
っ
て
来
て
拓
い
た
集
落
で
あ
る
た
め
に
、
も
と
は
深
良
の
松

寿
院
の
檀
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

道
場
山
の
東
端
に
願
生
寺
が
あ
る
。
檀
家
を
持
つ

願
生
寺

寺
院
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
柏
木
屋
敷
の
柏
木

家
が
管
理
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
願
生
寺
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。
一
三
三
五
（
建
武
二
）

年
竹
之
下
合
戦
で
尊
良
親
王
軍
と
足
利
軍
が
戦
っ
た
際
、
敗
れ

た
親
王
軍
の
一
部
が
退
却
し
た
と
き
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
願

生
寺
で
あ
っ
た
。
戦
死
者
は
葬
ら
れ
た
が
、
足
利
軍
の
支
配
下

に
あ
っ
た
た
め
に
供
養
塔
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
京
都

に
向
け
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
願
生

寺
に
は
、
不
動
と
弘
法
大
師
が
ま
つ
ら
れ
、
二
月
十
一
日
が
祭

日
で
、
以
前
は
、
こ
の
日
は
子
ど
も
が
食
事
を
ふ
る
ま
わ
れ
る

日
で
あ
っ
た
。

滝
頭
の
集
落
の
北
端
、
不
動
の
滝
の
西
側
に
滝
頭

不
動
堂

不
動
堂
が
あ
る
。
滝
頭
の
古
く
か
ら
あ
る
二
八
戸

に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
祭
日
は
二
月
二
十
八
日
で
、
二

八
戸
が
順
番
に
当
番
で
ヤ
ド
（
宿
）
を
ま
わ
し
て
い
る
。
こ
の
不

動
堂
は
、
以
前
は
、
滝
頭
の
若
者
が
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
た
と

い
勢
フ
Ｏ

ら
か
ん
づ
か

不
動
堂
前
の
道
路
を
は
さ
ん
で
向
か
い
側
に
、
羅
漢
塚
と
呼

ば
れ
て
い
る
石
仏
・
石
塔
が
密
集
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
以

前
は
、
こ
こ
は
墓
地
で
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
が
、

現
在
で
は
、
祭
祀
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
九
三
○

（
昭
和
五
）
年
に
泉
小
学
校
内
に
建
立
さ
れ
た
忠
魂
碑
が
、
一
九
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四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
不
動
堂
北
に
移
転
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
横
に
は
、
一
九
九
○
年
建
立
の
「
平
和
の

碑
」
も
あ
る
。

峰
下
の
大
日
堂
境
内
に
は
、
大
銀
杏
が
あ
る
。
樹

大
日
堂

齢
一
八
○
年
以
上
と
い
わ
れ
、
枝
垂
れ
に
大
き
な

気
根
が
数
多
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
形
状
が
乳
房
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
母
乳
の
出
の
悪
い
女
性
が
こ
の
気
根
に
ゴ

シ
ュ
ク
ガ
ン
（
御
宿
願
）
を
か
け
る
と
い
う
。
白
い
大
き
な
布
で

写真3－25
乳
房
を
形
取
り
木
の
下
に
下
げ
、
子
ど
も
が
無
事
に
成
長
し
た

と
き
に
は
お
礼
参
り
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

大
日
堂
境
内
に
は
、
駒
形
神
社
と
天
神
宮
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。
以
前
は
、
毎
年
二
月
頃
に
な
る
と
、
子
ど
も
達
に
よ
っ
て

こ
の
大
日
堂
で
天
神
誌
が
行
わ
れ
た
。

現
在
で
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
茶
畑
で
は
、
箱
根

竹
材
業

山
に
自
生
し
て
い
る
篠
竹
を
利
用
し
て
竹
材
業
が

発
達
し
て
い
た
。
冬
期
、
お
も
に
十
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

竹
伐
り
を
行
い
、
パ
イ
プ
の
ラ
オ
、
運
搬
に
利
用
さ
れ
る

杏
パ
ィ
ス
ヶ
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
家
々
が
あ
っ
た
。
ラ
ォ

鍵
は
う
オ
屋
（
ラ
オ
生
産
）
と
呼
ば
れ
る
家
も
あ
り
、
そ
こ
か

麺
ら
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
。
ハ
イ
ス
ケ
は
、
茶
畑
の
中

日大
で
も
お
も
に
天
理
町
が
そ
の
中
心
で
、
一
年
中
生
産
が
行

わ
れ
て
い
た
。

茶
畑
、
特
に
そ
の
中
で
も
本
茶
・
滝
頭
で
は
、

ダ
タ
ラ

タ
タ
ラ
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
が
地
表
に
露
出
し

て
い
る
場
所
が
多
い
。
宅
地
あ
る
い
は
耕
地
と
し
て
利
用
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す
る
た
め
に
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
ダ
タ
ラ
の
露
出
し
て
い
る

場
所
は
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
・

羅
漢
塚
の
市
域
で
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
特
色
あ
る
石
造

石
造
物
物
が
、
滝
頭
の
不
動
堂
周
辺
に
多
い
。
と
く
に

多
い
の
が
順
礼
供
養
塔
で
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
に
建
て
ら

れ
た
も
の
を
初
め
と
し
て
、
全
部
で
一
三
基
あ
る
。
ま
た
、
羅

漢
塚
に
は
、
銘
文
は
な
い
が
十
六
羅
漢
と
観
音
七
体
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
芦
原
観
音
と
呼
ば
れ
る
観
音
が
中
丸
に
あ
る
。

わ
ら
じ

足
の
神
さ
ん
だ
と
い
わ
れ
、
草
畦
な
ど
を
奉
納
す
る
人
も
あ
る
。

中
丸
下
の
東
西
組
の
念
仏
講
が
、
四
月
十
日
と
六
月
十
日
に
祭

り
を
行
う
。

九
四
年

杉
村
齊
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